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第一話　カチヤとの結婚式……には見えにくいかもしれない







「あ───あ、こういう格好は疲れるよなぁ……長いスカートが暑いったらないぜ。人間、慣れない格好をするのは大変だよ」




　トンネルの開通式が終わり、人の目がなくなった途端、カチヤはこれまでのエリーゼたちの教育が水泡に帰すかのように、スカートをヒラヒラさせてその中に風を送り込んで涼を取り始めた。

　小なりとはいえ貴族の娘とは思えない所作だが、元々貴族の娘として振る舞う機会がほとんどなかったので、それは仕方がないのかもしれない。

「とても残念な結果だなぁ」

「ルイーゼ、あたいだって公の場ではこんなことはしないさ。でも、もう客はいないんだからいいだろう」

　招待した客たちも帰り、今ここにはバウマイスター伯爵家の関係者しかいないため、カチヤも安心して普段どおりの行動を取ったようだ。

「せっかくエリーゼが、貴族のご令嬢らしい所作やマナーを教えたのに」

「カチヤさん、覚えはとてもよかったですよ」

　トンネル開通式までの数日間、カチヤはオイレンベルク家の令嬢として招待客からバカにされないよう、エリーゼからマナーなどの集中講義を受けていた。

　エリーゼ曰いわく、とても覚えのいい生徒だったそうだが、必要がなくなればあっという間に元どおりというわけだ。

　俺は、そういう時だけ貴族らしく振る舞えれば問題ないと思っているが。

「俺もまあ、普段はそんなに貴族らしくないし……」

「さすがは旦那、優しいなぁ」

　しかるべき席では貴族としての振る舞いやマナーに気をつけていたが、いつもそんなことをしていたら疲れてしまう。

　俺だって、元々はギリギリ貴族程度の生まれなのだから。

　魔法の才能がなかったら、成人後に貴族ではなくなっていたかもしれないわけだし。

「あの……一応、私もいるのですが……カチヤさんほどの凄すご腕うでの冒険者から身内だと思われるのは幸運なのでしょうけど」

　同じくトンネルの開通式に参加していたブライヒレーダー辺境伯が、苦笑いしながら話の輪に加わってきた。

「あたいは普段こんな感じだってわかってもらえたら、ブライヒレーダー辺境伯様といちいち顔を合わせる度に鯱しゃちほこ張ばらないで済んで楽だしな」

「そういうところは、さすが一流の冒険者ですね。非常に合理的です」

　必要な時には貴族らしく振る舞うけど、普段はこんな感じだとわざとブライヒレーダー辺境伯の前で披露したわけか。

「ただ、カチヤさんにはまた別のお披露目が控えているので、頑張っていただかないと」

「まだあるのか？」

「カチヤさん、あなたは結婚式を挙げなくていいのですか？」

　ブライヒレーダー辺境伯は、まだ俺との結婚式というとても大切な行事が残っていると指摘した。

「そういえばそうだった！　でも、そんなに派手にできないと思うんだけど……」

　いくらカチヤがオイレンベルク家の娘とはいえ、エリーゼたちとの結婚式よりも豪華な式を挙げるわけにはいかない。

　そんなことをしたら、エリーゼの祖父であるホーエンハイム枢機卿から文句を言われてしまう。

　それに、過度の負担でオイレンベルク卿とファイトさんの新領地開発を滞らせるのもよくないし、豪勢にしてしまうと、あの貴族らしくない二人が緊張のあまり倒れる危険もあった。

「そうですねぇ、トンネルに関連した騒動の結果、カチヤさんがバウマイスター伯爵に嫁ぐことになった事実を知らない人はいませんし、先ほどの開通式で招待された方々にはカチヤさんのドレス姿を披露しているわけで、そこまで派手にする必要はないでしょう」

　今日の開通式で、多くの貴族たちにカチヤが俺に嫁ぐことが伝わったから、これ以上派手な結婚式をする必要はないというわけだ。

「だよな？　ブライヒレーダー辺境伯様」

　カチヤ自身もそういう豪勢な結婚式というのは苦手なようで、ブライヒレーダー辺境伯の考えに賛同した。

「ですが、オイレンベルク領の領民たちへの配慮というものがあります」

　領主の娘が結婚、しかも相手は新しい領地を準備してくれた新しい寄より親おやでもある。

　とりわけ派手にする必要はないが、最低限の規模で結婚式を挙げてやるのは、領主としての義務であった。

「そうだな、うちの実家ですら冠婚葬祭はそれなりの規模でやるから……」

「ミズホでもそうですね」

　エルとハルカは、ブライヒレーダー辺境伯の考えに賛成した。

「うちの実家も田舎で、こう言うと失礼だけど、田舎領地に住む人たちの中には冠婚葬祭を楽しみにしている人も多いからなぁ」

「ミズホもそうですね。お祝いの席ですし、お酒も飲めますし」

　田舎は娯楽が少なく、存分に騒ぎ、飲み食いできる冠婚葬祭を楽しみにしている人も多い。

　一種の娯楽であり、だからこそそれに備えて普段は質素に暮らし、お金を貯ためていたりする。

　エルも田舎領地出身なので、そういう事情については察しがよかった。

　ミズホも日本に似ているから、冠婚葬祭は大切にするのであろう。

「領地の移転についてきてくれたんだから、ここはちゃんと式を挙げてお披露目しないとね」

「領主の娘の義務。ヴェル様とカチヤが結婚したことを見せてあげることで、オイレンベルク領の領民たちも安心する」

　なるほど。

　いくらオイレンベルク卿とファイトさんが奮闘しているとはいえ、まだ周囲に人が住んでいない新しい土地だけに領民にも不安はあるはずだ。

　一から広大な畑を切り開いている彼らに対し、領主様の娘が嫁いだバウマイスター伯爵家の支援も期待できますよと、教えてあげる必要があるというわけだ。

「貴族とは、結婚も仕事のうちなのです。ヴェンデリンさんとの式を見たヴァイゲル領の領民たちは、安心したと思いますわ」

　カタリーナの実家であるヴァイゲル家も、復興直後のうえ新しい土地に移転したばかりで、領民たちに不安がないわけがなかった。

　そんな時に、カタリーナと俺の結婚式を目の当たりにし、『バウマイスター伯爵家の支援があるから大丈夫だ』と……それを改めて確認し安あん堵どしたということか。

「カタリーナさんの仰おっしゃるとおり、貴族の結婚とは義務であり仕事でもあるのです」

　ブライヒレーダー辺境伯の言い分に、俺たちは納得してしまった。

　彼もなんやかんやで、五人とか……六人だったかな？

　とにかく、奥さんが沢山いた。

　それでも、辺境伯としては少ない方だというのだから凄い。

　結婚すら仕事とは、貴族も楽じゃないなと思ってしまった。

「たとえ切っ掛けはどのような理由だとしても、お互いに信じ合い、愛し合い、幸せに暮らしている貴族の夫婦は沢山います。カチヤさんも、これからヴェンデリン様と理解し合えばいいのです。私のように」

　と、ここ一番で素晴らしい正論を述べるエリーゼ。

　しかも自分は、俺の奥さんとして現在幸せであり、とてもいい夫婦関係を結んでいるとつけ加えた。

　下手にこういうことを言うと嘘うそ臭く聞こえてしまうが、エリーゼが笑顔で言うと誰もが本当にそうなのだと信じてしまう。

　実際に俺もエリーゼと結婚できてよかったと思っているし、彼女を妻として愛しているが、さすがの正妻力というか、彼女が人格者だからこそ言える発言かもしれない。

　……などと考えてしまう俺は、少しひねくれているのか？

「そうですよね、夫婦の馴なれ初そめなんて最初はそんなに大したことではないケースが大半です。重要なのは、結婚後いかにいい関係を築くかです」

　エルと結婚するハルカも、勢いよくエリーゼの考えに賛同の意を表した。

「ええと……確か、カチヤさんの結婚式のお話だったと思ったのですが……まあ、私もヴェンデリンさんとの結婚には満足しておりますし、カチヤさんも別に不満があったとは聞いていませんけど……」

　カタリーナの軌道修正によって、全員の視線がまだ暑いと言ってドレスの裾をヒラヒラさせているカチヤへと向かった。

「夫が生まれついての大貴族だと、育った環境が違いすぎて合わなそうだけど、バウマイスター伯爵様が旦那なら不満はないかな。なにより、あたいに勝ったし」

「そこが一番重要なのね。もしかしたら、カチヤってバトルジャンキー？」

「イーナ、そんな噂うわさを立てないでくれよ！」

　少し前から出ていた『カチヤ、バトルジャンキー疑惑』をイーナから指摘されたカチヤは、それを全力で否定した。

「じゃなくて、あたいも冒険者としてそれなりに強いだろう？　ちょっとした喧けん嘩かで全力を出してしまうかもしれないわけで……これでも相手のことを心配して言っているんだぜ」

「ちょっとした夫婦喧嘩で全力を出すのはどうかと思うよ……」

「大惨事」

　弱い夫だと、夫婦喧嘩の際、一方的にボコボコにしてしまいそうで心配だというカチヤに対し、ルイーゼとヴィルマが素で引いていた。

「いくらヴェル様と喧嘩になっても、魔法は出ないと思う」

「だよねぇ……カチヤは結婚生活について誤解していると思うな」

「そうか？　あたいの知る冒険者の夫婦は……」

　夫婦喧嘩で戦闘沙汰になる人なんて、そんなにいないはず。

　普通は口喧嘩くらいであろうが、カチヤの知り合いは違うようだ。

　というか、夫婦喧嘩の度に戦闘なんて物騒な夫婦だな。

「カチヤさん、安心してください。ヴェンデリン様はそんな暴力的な方ではありませんから」

　エリーゼの言うとおり。

　というか俺、結婚してからエリーゼたちと喧嘩したことあったかな？

「ヴェルがうるさいのは、食べ物の好みくらいよね」

　イーナ、それだと俺がただ単に、食い意地が張っているだけのように聞こえるんだが……。

「その辺の話を今から心配してもしょうがありません。カチヤさんの結婚式ですが、新しいオイレンベルク領において、少ない招待客を招いて行えばいいでしょう。カチヤさんのお披露目は、実質トンネルの開通式で終わっていますから」

　オイレンベルク家はバウマイスター伯爵家の寄より子こになったが、いまだにブライヒレーダー辺境伯家の寄子でもある。

　なら、外部からはこの二家の関係者のみ招待すればいいのか。

「バウマイスター伯爵、もう一家忘れていませんか？」

「そうですか？」

「新しいオイレンベルク領ですが、一番近いのは？」

「俺の実家か！」

　実は、新しいオイレンベルク領に一番近い貴族領は、俺の実家バウマイスター騎士爵領であった。

　ちなみに、俺はヘルマン兄さんにオイレンベルク家の面倒をできる限り見てほしいと、あらかじめ頼んでいた。

　なにか大きな問題があればバウマイスター伯爵家が対応しなければならないが、普段の細々としたことは、同じ騎士爵である実家に任せた方が都合もいいし、効率もいいからだ。

　そして、見返りとして実家への援助を厚くすることで、両家を一緒に発展させていこうという計画なのだ。

「となると、ヘルマン兄さんたちも招待しないといけませんね」

「領地が近い同士、お互いに冠婚葬祭などで招待し合って関係を強くする。じきに、婚姻関係なども結べればいいですね」

　そのためにも、結婚式にはヘルマン兄さんにも参加してもらわなければならないわけだ。

「それでしたら、早めにご挨拶に伺いましょう」

「それがいいわね」

　エリーゼの提案にイーナが賛成し、俺たちはバウマイスター騎士爵領まで出かけることになった。

　その前に、忙しいブライヒレーダー辺境伯を『瞬間移動』でバウルブルクに送り届けることにする。

「あのさぁ、旦那」

「なにか問題でもあるのか？　カチヤ」

「旦那の実家に行く前に、このドレス着替えていいかな？」

「いいよ。俺の実家も相当な田舎だから」

　どうせ結婚式の時にはまたドレス姿だし、今日はあくまでも内々で挨拶に行くだけ。

　バウマイスター騎士爵領には舗装された道なんてないし、移動はすべて徒歩だからいつもの格好の方が動きやすいであろう。

　ヘルマン兄さんも、いきなりカチヤのドレス姿を見たら驚くかもしれない。

　こう言ってはなんだが、バウマイスター騎士爵領の人たちもそういうのには慣れていないからなぁ。

「旦那、話がわかるなぁ」

「そんなに嬉うれしいのか？」

「動きにくいから嫌なんだよ、このドレス」

「そうか。俺と同じだな」

　俺も元々大貴族の生まれでもないので貴族らしい服装は苦手であり、カチヤの気持ちがよくわかるんだよな。

「あたいと旦那、気が合うかもな」

　素早くいつもの格好に着替えたカチヤがそう言ってきたが、俺も彼女の意見には賛成であった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「なるほど、またヴェンデリンは奥さんが増えるってわけか」

「はい、羨うらやましいですか？」

「羨ましいような、そうでもないような……俺は奥さんが二人でも大変だからな」




　俺たちは『瞬間移動』でバウマイスター騎士爵領へと向かい、ヘルマン兄さんにカチヤを紹介した。

　伝達速度は遅いが、バウマイスター騎士爵領にもトンネル騒動の経緯は伝わっており、俺がカチヤを嫁にすると言ってもヘルマン兄さんは驚いてはいなかった。

「俺たちも式に招待してくれるのか。それはありがたいな」

　田舎であるバウマイスター騎士爵領では、今まで領地の外に出たことがない人も多かった。

　結婚式でオイレンベルク領に行けることを、ヘルマン兄さんも楽しみにしているようだ。

「お祝いを準備しないとね」

「そうですね」

　ヘルマン兄さんの奥さんであるマルレーネ義ね姉えさんも、新しく彼の側室になった某男爵が外に作った娘ユッタさんも、他の貴族から結婚式に招待されると聞いてとても嬉しそうだ。

　ユッタさんは、某男爵というかファイネン男爵の義ぎ娘じょうであったが、嫁ぐまで市井で暮らしていたそうで、田舎暮らしもそれほど苦にしていないようだが、領外に出かけられるのは嬉しいようだ。

「そこで、式の少し前にオイレンベルク領に入って手伝いをしてもらえないかと」

　他の貴族など意識もしていなかったオイレンベルク家とは違って、バウマイスター騎士爵家は最低限貴族的なことはしてきた。

　そこで、ヘルマン兄さんたちに結婚式が成功するよう、なにか足りない部分があれば支援してほしいとお願いしたのだ。

「うちがか？　まあいいけど……なあ、マルレーネ、ユッタ」

「ええ……ただうちも、人ひと様さまにああだこうだ言える立場にないというか……アマーリエさんの結婚式と同じくらいの規模でやればいいのかしら？」

「結婚式のお手伝いですね、わかりました」

　ユッタさんは知らないが、ヘルマン兄さんも、マルレーネ義姉さんも、バウマイスター騎士爵家が貴族としては下から数えた方が早いという自覚がある。

　他の貴族にものを教えるような大層な身分ではないと思っているのであろう。

「ところがどっこいなんですよ」

「そうなのか？　エルヴィン君」

「ええ……なあ？　カチヤ」

「オイレンベルク家にだけ任せるのは心配かなって……最低限貴族っぽい部分もある式にしないといけないんだけど、そういうのを知っているかどうか……」

　このまま放置したら農家の結婚式みたいになってしまうだろう。今のオイレンベルク家に貴族らしい結婚式なんてできるはずがない。

　バウマイスター騎士爵家流の『最低限貴族らしい』程度の式を、オイレンベルク家に指導してほしいわけだ。

「事情はわかった。けど、うちよりも下がいたなんてなぁ……」

「あなた」

「本当、これまたビックリだよな」

　カチヤの目の前でオイレンベルク家の悪口を言ってしまったヘルマン兄さんを、マルレーネ義姉さんが窘たしなめた。

　だが、カチヤは誰よりも実家の貴族らしくない部分を知っていたので、まったく気にしないどころか賛同までしていた。

「親しみが持てる女性だな」

「ですよね」

　ヘルマン兄さんの言うとおりで、カチヤは気さくで話しやすいのがいい。

　そういえば、冒険者にも知り合いが沢山いたからな。

「となるとだ。事前にオイレンベルク領に行って、手伝いをすればいいわけだな。ついでにお隣だからな。お祝いなども持っていくか」

「そうね。とはいっても、うちはハチミツとハチミツ酒と熊がメインだけど」

「熊ですか？」

　ハチミツとハチミツ酒は生産量を拡大中なので知っていたが、熊が特産品とは知らなかった。

　確か、ゴルフさんのところじゃない竜狩りパーティを受け入れており、狩ったワイバーンと飛竜の解体を請け負っていたから、それが特産品というのなら納得できるのだが。

「蜜蜂の巣箱を増やせば増やすほど、それに釣られて熊が寄ってくるんだよ。退治した熊の再利用だな」

　毛皮や熊肉の加工品、そして熊の胆きもが薬の材料として売れるのだそうだ。

「ハチミツ酒は、式で振る舞うのにちょうどいいですね」

「だろう？　こういう席では酒が必須だからな。せっかくのご招待だし、ちょっと多めに準備しておくよ」

「ありがとうございます、ヘルマン兄さん」




　結婚式自体の打ち合わせはすぐに済んだ。

　あとは、式の数日前にマルレーネ義姉さんたちが先にオイレンベルク領に入り、式の準備を手伝いつつ、必要なことを教えるだけだ。

「叔父さん」

「ヴェンデリン叔父さん」

　それが終わると少し時間があったので、甥おいたちも交えてみんなで食事をしたり、小川で釣りをしたりして一緒に遊んだ。

　釣りをしながら帝国内乱の話などをすると、特に男の子であるレオンは目をキラキラさせながら、俺の話を聞いていた。

　女の子であるクラーラは、エリーゼたちが用意したお菓子を食べながら女性陣と話をしている。

　まだ幼いながらも、女の子なので随分としっかりしたものだ。

　実は内乱中に生まれた三人目の男の子もいるのだが、まだ乳飲み子なので遊ぶことはできなかった。

「レオンもクラーラも、式には参加してくれるのかな？」

「はい」

「私、領地の外に出るの初めて」

「ヴェンデリン叔父さん、僕もです。楽しみだなぁ」

　この二人に限らず、バウマイスター騎士爵領の子供たちで領地の外に出たことがある者はほとんどいない。

　だからこそ余計に、オイレンベルク領に出かけるのが楽しみなようだ。

「楽しみにしてくれるのは嬉しいんだけど、引っ越したばかりってこともあって、なにもないんだよなぁ、うちの実家」

　カチヤが二人に対し、申し訳なさそうな表情を向けた。

「式の前に、買い物とかもあるからブライヒブルクやバウルブルクに連れていってあげるよ」

「本当ですか？　叔父さん」

「本当？」

「ああ、約束だ」

「「やったぁ───！」」

　初めて町という場所に行けると知って、レオンとクラーラはとても喜んでいた。

　これで終わればとてもいい話だったのだが、ここで予想外の人物が爆弾を投げ込んできたのだ。

「それでしたら、今度魔導四輪に乗せてあげますね」

「魔導四輪って、どんな乗り物ですか？　エリーゼ叔母さん」

「とてもスピードが出る、乗ると気分が爽快になる乗り物です」

「乗ってみたいです！」

「私も！」

「それならば、私も運転いたしましょう」

　これまで静かにしていたハルカも魔導四輪を運転すると宣言し、ここに先日の悪夢が復活することとなった。

　どうやらこの二人、魔導四輪を合法的に運転できる機会を狙っていたようだ。

「エリーゼ、オイレンベルク領までの移動は『瞬間移動』があれば大丈夫だよ」

「ハルカさん、その方が移動時間も短くて済むし……」

　俺もエルも、懸命に二人の暴挙を止めようとした。

　もう両領地の位置を把握しているし、何度も『瞬間移動』で移動しているので、無理に魔導四輪を使う必要などないのだから。

　というか、あの悲劇をまだ幼く純粋な甥と姪めいに味わわせるわけにはいかない。

　幼子の心にトラウマを植え付けるなんて、そんな可哀かわい想そうなことはできなかった。

「叔父さん、僕は魔導四輪に乗ってみたいです」

「私も」

　ところが、なにも事情を知らない二人は未知の乗り物に乗れる嬉しさでいっぱいであり、というか、ここで魔導四輪に乗せなければ、俺が悪役になってしまいそうだ。

「ヴェンデリン、その魔導四輪って危険なのか？　うちの子たちはまだ小さいから、危険なのは……」

「いえ、基本的には安全ですよ」

「基本的？」

　あくまでも、普通に運転すればだが。

　そんなことは誰にでもできるはずなんだが、残念なことにスピードという魔物に魅入られた二人には難しい話であった。

　レオンとクラーラを乗せるから、配慮して普通に運転する……なんてないよなぁ……この二人に限って。

「じゃあ、イーナとルイーゼが運転するってことで……」

「私、運転したいです」

「あの……エリーゼさん……」












「あなた、私が運転したいです」

「……はい……」

「あっ、私も運転したいです」

「（ハルカもか！　というか、そんなに運転したいんかい！）」

　口調はいつものままだったが、有無を言わせない雰囲気を持つエリーゼの迫力に負けてしまい、俺は魔導四輪を用意する羽目になってしまう。

　ハルカもこれに連なり、後日再び俺とエルはこの世の地獄を味わうことになるのであった。

　なお、イーナたちはとっとと逃走して被害を受けずに済んだ。




　そして数日後、エリーゼとハルカによるスピードの競演の犠牲者たちであったが……ああ、俺とエルはもう言うまでもない。まさか、幼子たちに付き添わないわけにもいかないし……。

「叔父さん、もの凄い速さで楽しかったよ」

「また乗りたい！」

「えっ？　本当に？」

　仕方なしに魔導四輪に乗せたレオンとクラーラであったが、オイレンベルク領に到着して降車した二人は、とても楽しかったようで満面の笑みを浮かべていた。

　俺とエル？　ああいうのは、慣れるものじゃないってのは理解できた。ちょっと気分が……。

「本当に大丈夫なのか？」

「はい、凄く速くて楽しかったです」

「楽しかった」

「（ルイーゼでも駄目だったのに……）」

　俺は、子供の逞たくましさにただ驚くばかりであった。

「叔父さん、エルヴィンさん、また一緒に『どらいぶ』に出かけましょう」

「私もまた叔父さんと一緒に行きたい」

「……あはは、そうだね……エルも一緒に（逃がすか！）」

「今から楽しみで、夜も眠れなそうだ……」

　そして、また近い将来エリーゼが運転する魔導四輪に乗らなければいけないことを知り、今から身が震える思いであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「ちゃんと準備されていますね……」




　そして結婚式当日、オイレンベルク領内にある領主屋敷の庭には多くのテーブルが並び、その上には女性たちが調理した大量の料理とお菓子、そしてこれまた大量の酒が並んだ。

　酒が多いのは、いくらバウマイスター騎士爵領でハチミツ酒の生産が拡大中でも、毎日酒を飲めるわけではない領民たちのためだ。今日は大きなチャンスというわけだ。

　ここ数日、オイレンベルク領の女性たちに、先にここに来ていたバウマイスター騎士爵領から招待された女性たち、さらに、エリーゼたちと、応援で呼んだアマーリエ義姉さんも手伝いをしていた。

「バウマイスター騎士爵家の結婚式が基準だから、こんなものだったかしら？　アマーリエさん、どう思う？」

「あの時は私が祝われる立場だったから、愛想よく振る舞うのに懸命で、記憶が曖昧なのよね。準備に忙しかったマルレーネさんの方が詳しいかも」

「こんなものだったと思うのよね」

　テーブルの上に酒や料理を並べながら、マルレーネ義姉さんとアマーリエ義姉さんが、自分の結婚式を思い出しながら話をしていた。

　歴史ある貴族家なら、その家独自の伝統ややり方があるのでマニュアルが残っていたりするのだが、バウマイスター騎士爵家にそれを求めるのは難しいか。

「デザートはとても豪華になったわね。あとお酒も」

「ハチミツ製造が順調だから、ハチミツを使ったお菓子とハチミツ酒を沢山持ってきたわ。ちょうどいい機会だから、オイレンベルク領の人たちに宣伝して購入してもらわないと。これからはお隣さんになるんだから」

　マルレーネ義姉さんは、ヘルマン兄さんの指示でバウマイスター騎士爵領で生産量を増やしているハチミツを使ったお菓子とハチミツ酒をテーブルに沢山並べていた。

　結婚式の時、参加しているオイレンベルクの領民たちに味を見てもらい、後日の商売に繋つなげたい考えなのだ。

　こういう発想ができるようになった時点で、バウマイスター騎士爵家は昔とは大きく変わったといえよう。

「オイレンベルク領の名産はお芋なのね」

「マロイモといって、とても甘いわよ」

「向こうも、自領の特産品を私たちにアピールしているわけね。うちの領民たちも、昔に比べたら自由にできるお金が増えたから、マロイモを買うかもしれないわ」

　マルレーネ義姉さんは、別のテーブルに並ぶマロイモを使った料理とお菓子を見て、とても食べたそうな顔を浮かべていた。

　やはり、女性はお芋が好きというわけだ。

「料理も研究されているのね」

「それ……大半がヴェル君たちの考案なの」

「我が義弟おとうと君は、大貴族らしくないところが多いわね……」

「でも、ここぞという時には、凄いことをしてしまうけど」

　なんてマルレーネ義姉さんとアマーリエ義姉さんに言われていると、結婚式に備えておめかしをしたカチヤが屋敷から庭に出てきた。

　続けて、着付けや化粧を手伝ったエリーゼたちも姿を見せる。

「いやあ、腹減った」

「って！　花嫁がつまみ食いしないの！」

　オイレンベルク卿とファイトさん曰く『領地始まって以来の豪華なドレス（俺が用意した）』に身を包み、エリーゼたちが選んだアクセサリーをつけ化粧をほどこされたカチヤは、元から人形のように容姿が整った美少女だったので、それを見た領民たちから感嘆のため息が出るほどであった。

　ただ、肝心の本人はテーブルの上に置かれた料理をつまみ食いしようとしてイーナに怒られ、領民たちの感嘆の声も一瞬で止まってしまう。

　いつもどおりのカチヤだと思われたのであろう。

「バウマイスター伯爵様の奥方様、カチヤ様だから仕方がないって」

「そうそう、今日はどこかのお姫様のようにめかし込んでいるから、一瞬錯覚してしまったんだけどよ」

「普段からこんなものだって」

「んだんだ」

　オイレンベルク領では、領主一家と領民たちとの仲がよく、カチヤがお転てん婆ばなのも重々承知というわけだ。

「お前ら、今日くらいはあたいをお姫様扱いしてくれよ」

「カチヤ様、オラたちも式の間くらいはそうするだが……」

「それなら、花嫁がつまみ食いは駄目だと思うな。はしたねえべ」

「うるせえ！」

　つまみ食いの件を指摘されてカチヤが怒鳴っていたが、領民たちはみんな笑っていた。

　口は悪いが、みんな心からカチヤの結婚を祝っているのはわかる。

「親父と兄貴は？」

「神父さんを迎えに行っているだ」

　ファイトさんの婚約者であるマリタが、自分の婚約者とオイレンベルク卿の居場所をカチヤに教えた。

　そろそろ結婚式が始まるので、式を取り仕切る神父さんを呼びに行ったのだ。

「教会で式をしないんだね」

「奥方様、まだ教会がねえから」

「そうだったね」

　ルイーゼの問いに領民の一人が答えた。

　オイレンベルク領はまだ移転したばかりで、教会は建設中であった。

　どうせ完成しても教会の大きさはたかが知れているので、結婚式の参加者全員を収容できない。

　そこで、屋敷の庭で結婚式をしてしまうことにしたのだ。




「ういっく！　本日はお日柄もよく」

「神父さん、もう、一杯やってんだか？」

「みなさん、これは式に使う『神の水』に不備がないか、ちょっと確認しただけですから」

「随分と確認がすぎただな」

「「「「「「「「「「「あはははっ！」」」」」」」」」」

　ほぼバウマイスター騎士爵家から教わったとおりの規模の結婚式が行われることになっていたが、ところどころオイレンベルク家に代々伝わる作法が優先された部分もあった。

　酒を『神の水』なんていって供えるのは、オイレンベルク領くらいのはず。

「エルさん、味見、必要ないですよね？」

「ただ単純に、酒が飲みたかったんじゃないかな？」

「えっ！　神父さんですよね？」

「こういう田舎だと、結構緩い神父さんも多いかなって……」

　用意した小さな祭壇の上には、オイレンベルク領で採れた野菜、果物、そして中心にはマロイモと領民たちが手作りしたお酒が供えられていた。

　王都の教会ではお供えなんてルールはないので、これはオイレンベルク領や他の地方領でもあるかもしれないローカルルールというやつであろう。

「式のあとでお酒を飲むのは構わない……と表立っては言えませんが、せめて式の前に飲まないでほしいものです」

　お供えの酒を確認と称して飲んでしまった緩い神父に対し、真面目なエリーゼが苦言を呈した。

「まあまあ、今日はめでたい席ですから」

「たまには緩くいこうぜ」

「人生、息抜きが必要である！」

　とそこに、数少ない例外で招待されたブライヒレーダー辺境伯、ブランタークさん、導師がエリーゼを上う手まく宥なだめた。

「伯父様？」

「その土地にはその土地のルールがあるのである！　某それがしも若い頃は各地を旅していたので、それはわかるのである！」

　生いけ贄にえを捧ささげるとかならともかく、お酒を祭壇に供え、それをちょっと神父が飲んだくらい大したことでもないと、人生経験が豊富な導師は笑いながらエリーゼに言った。

「では、そろそろ始めましょうか」

「お供えのマロイモはばっちりですよ」

「そうですね。ハチミツ酒も十分にありますから」

　オイレンベルク卿とファイトさん、ヘルマン兄さんも集合し、いよいよ俺とカチヤの結婚式が始まった。

　ちょっとくたびれた神官服を着た神父さんが野菜や果物、酒が供えられた小さな祭壇の前に立ち、神に祈りを捧げ始める。

「天におわす神よ。これより神の子らが夫婦となることを報告に参りました」

　若干、地じ鎮ちん祭さいのように見えなくもないが、これも地方差ということで気にしないようにする。

　この神父さん、一応カソリックに所属しているし、トンネル騒動の時にホーエンハイム枢機卿が情報収集で苦心したという話もないので、扱いやすく本部には従順な人なのだと思う。

　ただ、一族が代々オイレンベルク領で神官をしているので、実は王都に行ったことすらなかった。

　なにか教会的に大切な用事がある時は、王都には向かわずブライヒブルクの支部で解決してしまうからだそうだ。

　そんな事情もあり、本部の厳格な色に染まっていないのであろう。

「それでは……おほん！　神の子にして新郎ヴェンデリン・フォン・ベンノ・バウマイスターは、カチヤ・フランク・フォン・オイレンベルクを妻とし、生涯愛し続けることを誓いますか？」

「はい、誓います」

「神の子にして新婦カチヤ・フランク・フォン・オイレンベルクは、ヴェンデリン・フォン・ベンノ・バウマイスターを夫とし、生涯愛し続けることを誓いますか？」

「はい、誓います」

　『エリーゼたちとの式も含めて、これで何度目だ？』と思わなくもないが、神父さんへ誓いの言葉を述べてから、俺はカチヤに顔を近づけて口づけをしようとする。

「（あ───経験ないから緊張してきた）」

　小声でそんな残念なセリフを吐くカチヤであったが、俺はそんな彼女に好感を持っていた。

　俺と同じく、貴族なのにまったく貴族らしくない部分に共感したからだ。

「カチヤ様、一生に一度なんだから静かにしていなって」

「カチヤ様は、静かにしていれば綺き麗れいなんだから」

　オイレンベルク領の領民たちもそう思っているようで、貴族に向けるにしては結構酷ひどいヤジを飛ばしてくるが、同時に、カチヤがちゃんと結婚式を終わらせることができるかどうか心配しているのがよくわかった。

　誓いの口づけのあと、俺が用意した結婚指輪を彼女の指に填はめてあげたところで、結婚式は無事終了となった。

「二人は無事夫婦となりました。あとは、自由に飲み食いしましょう」

「かなり適当な式ですわね……」

「変に長いよりもいい。お腹空すいた」

「お腹が空いたのは事実ですけど……」

　あっという間に結婚式を終わらせ、あとはみんなで楽しく飲み食いしましょうと、王都の神官ではあり得ない締めの言葉を吐く神父に対し、カタリーナは一応苦言を述べていた。

　ヴィルマは、どうせ内々でやる結婚式なのだからこういう方が気楽でいいと、大変評価しつつ、自分はテーブルの上に並んだ料理を食べ始める。

　この日に備えて、バウマイスター騎士爵家とオイレンベルク家で食材を用意し、朝から女性たちで料理して並べたものだ。

　オイレンベルク領の領民すべてと、交流も兼ねてバウマイスター騎士爵領からも領民有志が参加しており、みんな楽しそうに料理を食べ、酒を飲んでいる。

「ふぇ───っ、お腹空いたぜ」

「カチヤ、先にご挨拶」

　新婦のくせに真っ先に料理を食べようとしたカチヤであったが、招待客たちに挨拶するのが先だと、ルイーゼに阻止されてしまった。

「あとで食べる時も、料理はちゃんと他の人に取ってもらわないと駄目よ。ドレスが汚れるから」

「わかったよ、アマーリエさん」

　料理のソースなどでドレスが汚れるからと、アマーリエ義姉さんにもつまみ食いを止められ、今日は朝から結婚式の準備でなにも食べていないカチヤは不満そうな表情を一瞬だけ浮かべるが、すぐにそれを隠してブライヒレーダー辺境伯へと挨拶に向かった。

「カチヤ殿、ご結婚おめでとうございます」

「ありがとうございます。先日はご迷惑をかけました」

　カチヤはブライヒレーダー辺境伯からのお祝いの言葉に返答しつつ、先日のトンネル騒動の件を改めて謝罪した。

「まあ、終わってみればなかなか楽しかったかなと思う次第でして」

　続けて、結婚式に呼んだオイレンベルク領外の人間に挨拶をしようとしたが、建前は内輪の結婚式だったのでヘルマン兄さんくらいしか重要人物がいなかった。

　そのヘルマン兄さんにしても、色々と準備を手伝って疲れたのであろう。一人、マロイモで作った『大学イモ』を食べていた。

　これも、俺がエリーゼたちに作り方を教えたものである。

　いつもは外側をカリっとさせるため、タレには砂糖を用いるのだが、今日はバウマイスター騎士爵領の特産品とのコラボということで、ハチミツを使った大学イモが大量に作られていた。

　結婚式に参加した双方の領民たちも、美お味いしそうに大学イモを食べている。

「ヘルマン兄さん」

「おおっ！　おめでとう、ヴェンデリン。奥さんが沢山で大変だな」

「ええ、まあ……」

「それにしても、この『ダイガクイモ』とかいう料理は美う味まいな。飯のおかずかデザートか、判断に悩むところだが。あと、料理の命名が」

　この世界に適した料理名が思いつかなかったので、俺がそのまま『ダイガクイモ』だと言ったら、エリーゼたちが広げてしまったというのが真相であった。

　単純に『ハチミツイモ』とかにしようか悩んだんだが、それだとインパクトが薄いような気がしたのだ。

「おっと、俺とファイト殿は忙しいんだった」

「えっ？　忙しい？」

「ブライヒレーダー辺境伯殿が、ブライヒブルクの大きな商会の当主たちや、その周辺の領地の商人たちを連れてきてな。ちょうど魔導飛行船の定期便が就航しているから、それでハチミツとハチミツ酒を運んで売る話があるんだ。これにオイレンベルク家のマロイモを加える提案もあったんだが、マロイモは生産量の問題があるからな」

　そう説明したあと、ヘルマン兄さんはファイトさんと一緒に多くの商人たちと商談を始めてしまった。

　テーブルの上に並んだ料理と酒を楽しみながら彼らと話をしている。

「ファイト様、マロイモの生産量は増やせそうですか？」

「ちょっと時間がかかるけど、バウマイスター伯爵殿が土を運んでくれたから、従来の生産量に近い数なら大丈夫」

「さすがですな、バウマイスター伯爵様は」

　商人の一人が、俺の魔法を褒めた。

「それはよかった……と言いたいところですが、このところ甘いマロイモが手に入らないので苦労しています」

「オイレンベルク領の真似をして栽培を始めたところもあるのですが、あまり甘くないのです」

　商人たちは、品質のいいオイレンベルク領産のマロイモを欲しがっているようだ。

　他の貴族たちもオイレンベルク家の真似をして金を稼ごうとしているみたいだが、マロイモは甘くするのが難しい。

　なかなか甘くならず、商人たちもそれらを高くは買い取っていなかった。

「この『ダイガクイモ』という料理はいいですね」

「マロイモがそれほど甘くなくても美味しいのがいい」

「そうしますと、ハチミツも売れますか。食材を売るのに、その調理法も一緒に紹介する手法はいいですな」

　商人たちは、結婚式の参加者たちが楽しんでいるマロイモとハチミツを使った料理やデザートの種類の多さに感心していた。

　そして販売する時、こういう風に調理すれば美味しいと宣伝すればよく売れるだろうと理解したようだ。

「バウマイスター伯爵殿の提案です」

「さすがは、食にうるさいと言われるバウマイスター伯爵様だ」

　ファイトさんと話をしながら感心したように言う商人たち。

　というか、俺はいつの間にか食にうるさい男だと思われていたようだ。

「えっ？　そんなに意外だった？　あたいが噂に聞いた限りでは、旦那は美味しい、珍しい食べ物に目がなく、自ら新しい料理も開発するし、不ま味ずい食べ物には容赦ないって」

　俺は、ただ日本にいた頃と同じ食生活を目指しているだけなんだがなぁ……。

　それを大貴族がやると、新たな食文化の誕生とか、そういう大げさな評価になるわけか。

　あと、別に不味い食べ物に容赦ないとかはない。

　二度と食べないだけで、権力を使って物理的に排除したこともないのだから。

「噂って、本当に怖いな」

　こうやって、俺の知らないところで風説の流布が行われるわけだな。

「兄貴は忙しそうだから、挨拶はいいか」

「いいのか？」

「だって、今挨拶に行くと、商人たちに囲まれるぜ」

「それもそうか」

　カチヤの意見が正論すぎて、俺は素直に納得してしまった。

　また娘とかを押しつけようとされるかもしれないし。

「旦那、もう挨拶はいいかもな」

「確かに……」

　俺とカチヤの結婚式のはずなんだが、参加者はもう各々好き勝手にやっている感じだ。

「ぷはぁ───！　相変わらずバウマイスター騎士爵家のハチミツ酒はいいな！」

「昼間から飲めるので最高である！」

「ですねぇ、今日はここに来られて成功ですよ」

　ブランタークさん、導師、ブライヒレーダー辺境伯は、すでにハチミツ酒で完全に出来上がった状態になっていた。

　オイレンベルク領の領民たちも同じで、バウマイスター騎士爵領の人たちも、マロイモで作られた自家製の酒を飲んで楽しそうに酔っぱらっていた。

「駄目な大人の見本だな」

「こういう席だけならたまにはいいのでは？」

　ブライヒレーダー辺境伯とか、普段は仕事で大変そうだからな。

　導師は……それなりに忙しいと思う。

　一応、王宮筆頭魔導師だから。

「エリーゼ様、おかわり」

「どうぞ、まだ沢山ありますからね」

　女性や子供は、自分たちで作った料理とお菓子を楽しんでいた。

　オイレンベルク領の子供たちは、普段食べられない変わった料理やお菓子に夢中であった。

「慌てなくても沢山あるからね」

　イーナたちも手伝って、子供たちに配膳をしている。

「このお菓子、うちでも作れるかしら？」

「材料があれば。作り方はですね……」

　ハルカは、オイレンベルク領の女性にお菓子の作り方を聞かれ、それを丁寧に教えていた。

「今度、知り合いのお菓子屋にも作らせてみるかな」

　そして、そんな様子を見ながら新しい商売を考えている商人などもいて、段々と結婚式に見えなくなってきた。




「なぁ旦那、これ結婚式かな？」

「いいんじゃないの？　必要なことはやったんだし、みんなが楽しければ」

「それもそうか」

　カチヤも、式はもう挙げたのだから、あとはみんなが楽しければいいやというスタンスであった。

　こういうサッパリとしたところにはやはり好感を持てるなと思いつつ、カチャが第三者的な目でみんなを見ていると感じてしまう。




　『結婚式ってよりは、祭りか、地元の食材を宣伝する物産展みたいだな』と。





第二話　新婚旅行とレインボージュエル







「ふぁ───、よく寝た」




　カチヤと結婚式を挙げてから三日後、新婚なのでカチヤと一緒に寝たのだが、目を覚ますとすでに彼女はいなかった。

　鍛錬でもしているのかなと思いながらリビングへと向かうと、そこには……。

「おはようございます、旦那様……」

「えっ？　それ、罰ゲーム？」

「ルイーゼがやれって言うから……」

　朝食が用意された俺の席の隣には、給仕役として黒いメイド服姿（ＮＥＷバージョン）を着たカチヤがとても恥ずかしそうに立っていた。

　その整った顔と相まって、カチヤの黒メイド服姿はとてもよく似合っている。

　だが、まだつき合いは短いが、ある程度彼女の気質を理解しつつある俺にはわかる。

　カチヤが、自ら好んでメイド服なんて着ないことを。

　むしろ、こういう格好をするのを恥ずかしいと感じてしまう性格なのだと。

「とてもよく似合っているけど、カチヤが自分からは着ないよな」

「わかってもらえて幸いだぜ……旦那」

　段々と恥ずかしさが増してきたようで、カチヤの顔が徐々に赤くなってきた。

　メイド服なんて一生着ないと思っていたはずだから、余計に恥ずかしいのであろう。

「あれ？　もしかしてイジメ？」

　新入りであるカチヤを、ルイーゼが苛いじめている？

　俺の奥さんたちは仲がいいと思っていたのに、ここは俺がちゃんと言い聞かせないと駄目なのか？

「人聞きが悪いなぁ。ボクはそんなことはしないよ」

　とここで、俺からカチヤを苛めているという疑惑をかけられたルイーゼが姿を見せた。

　続けてイーナたちも朝食のため部屋に入ってくる。

「ボクは、ただカチヤならメイド服が似合いそうかなって。それで、見てみたいと思ったんだ」

「自分の欲望丸出しね」

「はははっ、たまにはいいじゃない」

　イーナからの鋭い指摘にもルイーゼはまったく動じることなく、正直に自分の考えを語っていた。

「という目的もありつつ、ボクはこう思ったわけだ。ヴェル、そろそろカチヤを新婚旅行に連れていってあげないと」

「そういえば、忘れてた」

「ヴェルは駄目だなぁ」

　結婚式、初夜、新婚生活と忙しかったので……とはいってもたかが三、四日のことだが……すっかり忘れていた。

　実は、昼間はローデリヒの依頼で土木工事に勤いそしんでいたからな。

『お館やかた様、夜は空けているので新婚でも問題ないですとも』

　そうドヤ顔で言いつつ、次々と俺に仕事を割り振ってくるローデリヒは、ある意味凄すごいと思う。

「新婚旅行？　そんなの大貴族とか金持ちくらいしか行かないだろう？　別にいいよ」

「だから、今のカチヤはその大貴族であるバウマイスター伯爵の妻になったのよ」

「そうだったな。すっかり忘れてたよ」

「忘れないでよ」

『つい三日前に結婚式を挙げたばかりなのに……』と、カチヤはイーナから指摘されていた。

「エリーゼたちも、旦那と新婚旅行に行ったのか？」

「帝国への親善訪問が、新婚旅行も兼ねていました」

　そうなんだよな。

　途中内乱に巻き込まれてしまったが、あれがエリーゼたちとの新婚旅行だったのだ。

　ある意味、絶対に忘れられないインパクトのあるものになったわけだが。

「それは、随分と長い新婚旅行になったんだな」

「一年以上もあった」

　ヴィルマの言うとおりで、家に帰るまでが新婚旅行だと考えると、帝国で一年以上も新婚旅行をしていたと言われても間違いではない。

「というわけで、二、三日ヴェル様と二人でどこかに出かければいい」

「そうですわね。そうなることを予期してのメイド服ですから」

　カタリーナたちからすれば、俺とカチヤだけで新婚旅行に出かけるのは羨うらやましいというか腹立たしい面もなくはないはずで、その代わりにメイド服を着せて楽しんでいたというわけだ。

「これだけで新婚旅行を許してしまうボクたちの懐の深さに感謝してよ、カチヤ」

「それでこんな恥ずかしい格好なのかよ……というか、スカートが短いな」

　俺がデザインした平成日本仕様のメイド服なのでスカートが短く、カチヤは恥ずかしそうに足を内股にさせていた。

「カチヤさん、どこかご希望の場所などありますか？」

「そうだなぁ……」

　エリーゼの問いに、カチヤは暫く考え込んでいた。

「国内は結構色々と行っているんだよ。指名依頼もあるから」

　優秀な冒険者であるカチヤは、単独でワイバーンと飛竜を倒せる点が評価され、あちこちから依頼を受けることが多かった。

　そのため、各地を点々と旅行していたようなものだという。

「では、帝国という選択肢もありますよね」

　さすがのカチヤも、帝国には行ったことがないはずだ。

　エリーゼはそう思い、彼女に帝国への新婚旅行を勧めた。

「いや、それもあとでいいかな。実はさぁ……」

　ようやく考えが纏まとまったようで、カチヤは新婚旅行の希望をみんなに伝えた。




「それでよろしいのですか？」

「本人がいいって言うのならいいけど」

「ボクも、カチヤがいいって言うのなら」

「変わっている」

「本人がそう希望しているのですから、それを尊重しましょう」

　そんなわけで俺たちは、翌日からカチヤの希望に沿った新婚旅行に出かけることにしたのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「確かに変な新婚旅行だな。俺もハルカさんも一緒で」

「みんなで楽しくというのが、カチヤさんらしくていいと思います」

「それもそうか。俺もハルカさんも自由に狩りができるから最高だぜ」




　翌日、俺たちは『瞬間移動』で魔の森まで出かけていた。

　カチヤの希望した新婚旅行というのは、三日間ほど魔の森で冒険者として気ままに狩りをして過ごしたいというものであった。

　しかもメンバーは、俺とカチヤだけでなく、エリーゼ、イーナ、ルイーゼ、ヴィルマ、カタリーナ、エル、ハルカと代わり映えのしない面子。

　というか、こんな多人数の新婚旅行って……前回もそうだったけど。

「私たちも参加してよろしいのでしょうか？」

「いやほら、あたいもまだエリーゼたちと交流が足りないかなと思って。あたいと旦那だけが夫婦なら二人で出かけるけど、これから長い間、一緒に暮らしていくわけだから、ここはみんなでワイワイやった方がいいかなって」

　なるほど、これが陽キャラというやつなのか。

　カチヤに知人や仕事仲間が多い理由がよく理解できた。

　俺はカタリーナほど酷ひどくないが、ちょっと陰キャラ寄りなのでカチヤのことを凄いと感じてしまう。

　しかもカチヤは、これをあざとい計算ではなく素で実行できてしまうところが、陽キャラたる所以ゆえんなのであろう。

「それで、もう一つの目的は？」

「はははっ、ルイーゼにはお見通しか。実はあたい、魔の森に来たことがなくてな」

　カチヤは普段、人里近くに出現したワイバーンと飛竜を急ぎ退治してくれという依頼ばかり受けていた。

　そんな彼女は、これまで魔の森に来る時間がなかったようで、今回がいい機会だと思ったらしい。

　人に気を使うばかりでなく、自分の欲望もちゃんと叶かなえてしまうあたりが凄いと思う。

「なんか、いつもと変わらないな。俺には好都合だけど」

「堅苦しくなくていいですね」

「そうだね、ハルカさん」

　エルとハルカも反対の意見を述べず、こうしてあまり新婚旅行に見えない新婚旅行が始まった。

「先に宿を取らないと」

「その前に、ギルドにご挨拶」

「そうだったわね」

　ヴィルマの指摘に、イーナが納得したような顔をした。

　俺はこの地の領主ではあるが、冒険者として活動する時には特別扱いはなしという決まりになっていたし、挨拶もなしに勝手に狩りをしているとギルド側が慌ててしまうので、事前に挨拶に行った方がいいというわけだ。

「新しい建物が建設中ですわね」

「最初の掘っ立て小屋じゃあ、増え続ける冒険者を捌さばくのに限界があるからね」

「確かに、人が溢あふれていますわね……」

　冒険者向けの宿場町、飲食店街の中心部にある冒険者ギルド魔の森支部には、外にまで多くの人が溢れていた。

　採集でも稼げる魔の森は冒険者に人気の場所となっており、段々と魔の森に滞在する冒険者が増えていたのだ。

　彼らの管理や魔物の素材と採集物を買い取る冒険者ギルドもそれに比例して忙しくなり、同時に最初の掘っ立て小屋ではすべての業務がこなせなくなっていた。

　すぐ隣の空き地では新しい建物が建設途中であったが、まだ完成していないので外に臨時の受付を作って職員たちが冒険者たちに応対していた。

「混んでるな。噂うわさどおりだ」

「噂？」

「旦那は知らないのか。魔の森は稼げるって、冒険者たちの間で評判になっているんだよ。珍しい素材や採集物も多いと聞くから、あたいも興味あったんだよな」

「ふ───ん、そうなんだ」

　だからといって、魔の森での狩猟と採集を新婚旅行にしてしまうカチヤは相当変わっていると思うけど、奥さんの希望に沿うのも旦那の役割というものだ。

　別に無理を言っているわけではないからな。

「ヴェル、もの凄く喜んでいる人がいるわよ」

「えっ？」

　イーナの視線の先には、外に設置された臨時受付の一つで興奮しながら嬉うれしそうにギルド職員と話す若い男性冒険者がいた。

「運よく、レインボージュエルをゲットしたんだ」

「それはおめでとうございます。高額で買い取りますよ」

「すまないがこれは持ち帰るぜ。俺、今度結婚するから、これを指輪にしてプレゼントするのさ」

「それは恋人さんも喜びそうですね」

「王族や貴族のご令嬢でも、レインボージュエルを持っている人は少ないからな」

　若い冒険者は、レインボージュエルなるものを……まあ、名前からして宝石なのは間違いないのだが、ギルドには売却しないで持ち帰った。

　彼は結婚するので、婚約者にレインボージュエルをプレゼントするのだという。

「エリーゼ、レインボージュエルなんて宝石を知っているか？」

「いいえ、初めて聞く名前の宝石ですね」

「エリーゼでも知らないのか。……すいません」

　俺は、若い男性冒険者と話していたギルド職員に声をかけた。

「あっ、バウマイスター伯爵様ですか！　随分ご無沙汰でしたが、魔の森で狩猟と採集ですか？」

　その職員は俺の正体を知っていたようで、驚きつつも丁寧に応対してくれた。

「そうなんだが、一つ聞いていいか？　レインボージュエルって？」

「最近、魔の森で見つかった新しい宝石ですね。正確には宝石ではないのですが……」

　職員の説明によると、魔の森のとあるエリアで新種の魔物が見つかったそうだ。

「魔物とはいっても全高五十センチほどの小さなリスなので、人間に害を及ぼすような戦闘力は持っていません。その代わり、目にも留まらぬ速さで動くので、そうそう捕らえられるものではありませんが。そのリスの額にレインボージュエルが埋め込まれていて、それがとても綺き麗れいなので人気となっております」

　戦闘力は皆無だが、とても素早く動くリスの魔物か。

　魔の森には、まだまだ未知の魔物が存在するようだ。

「『図解魔物・産物大全』に載ってたかな？」

　隅々まで細かく見たわけではないが、ブライヒレーダー辺境伯から借りた古い図鑑に記載されていたのを見た記憶がなかった。

「載っていませんでした。我々も必要なので『図解魔物・産物大全』はブライヒレーダー辺境伯様から複製させてもらって所有しているので間違いないです」

　古代魔法文明時代の詳細な図鑑にも載っていないのか。

　もしかしたら、これからもそういう未知の魔物や採集物が見つかるかもしれない。

「すでに王都の学者たちが調べていきましたが、レインボージュエルは正確には宝石ではないようです」

　リスの魔物は、元々額の中心部にも目があった。

　それが退化して、残った窪くぼみに目ヤニが徐々に溜たまり、一定以上の大きさになると虹色に輝くようになるのではないかと。

「元は目ヤニなんだ」

「目ヤニでも綺麗なので人気というわけですね。ただ、どういう仕組みで虹色に光るのか、不思議なことではあります。それともう一つ」

　それは、レインボージュエルを入手するには、必ずリスを無傷で捕らえなければいけないということだ。

　もしリスを傷つけたり殺してしまうと、額に埋まったレインボージュエルは茶色の塊になってしまい、なんの価値もなくなってしまう。

　レインボージュエルは、ストレスに弱いのであろうか？

「無傷で捕まえるのか」

「ええ、傷つけたり殺してしまうと虹の輝きが消えてしまうのです。無傷で捕らえて額からレインボージュエルを丁寧に取り外す。リスはレインボージュエルを取っても死んだりしないので、そのまま解放します」

　レインボージュエルを外されたリスは、再び長い年月をかけて額に目ヤニを溜める。

　一定以上の大きさになると、それが再び虹色に輝くのだそうだ。

「長い年月って、どのくらい？」

　ルイーゼが興味深そうに職員に尋ねた。

「学者たちが言うには、およそ千年は」

「ふぇ───っ、千年に一個しか取れない宝石なのか」

「採取も難しく、こういう珍しい宝石が出ると欲しがる王侯貴族や金持ちが続出しますので」

　ギルドの買い取り価格は急上昇し、この多数いる冒険者のかなりの割合が、レインボージュエル目当てだと職員は説明した。

「ゴールドラッシュならぬ、レインボージュエルラッシュか。一いっ攫かく千せん金きんの夢も見られるし、宝石が嫌いな女性はいないからな」

　この世界でも、金が見つかると沢山の人が集まって採取を始める。

　エルがそれをゴールドラッシュと例えても不思議ではないというわけだ。

「大半の人は、一日目で挫折しますけどね」

「どうして？」

「それは、リスが異常に素早いからですね。いくら素早いとはいっても、対応できないレベルではないだろうと多くの人が挑み、大半が捕獲に失敗するのです」

　職員は、ヴィルマにリスの素早さを説明し始める。

「どのくらい素早いかというと、近くを移動していてもその姿すら確認できない人がほとんどです。動体視力がよくてその姿を確認できたとしても、捕らえられるかどうかは別の話というわけです」

「罠わなは？」

「リスは素早いだけではなく賢いので、罠にかかったリスはこれまで一匹もいません。それに、魔の森の中ですからね。罠は他の魔物に壊されることも多いのですよ」

「それは大変」

　ヴィルマは、リスを捕らえるのは相当な難事だと理解したようだ。

「ですが、希少な虹色に輝く宝石ですか。そう言われると欲しくなりますわね」

　王侯貴族がこぞって欲しがる希少な宝石という部分が、貴族に拘こだわるカタリーナの欲望を刺激したようだ。

「カタリーナはね」

「そのあとルイーゼさんがなにを仰おっしゃるのか想像は容易たやすいですけど、女性に生まれた以上、宝石が嫌いな人がいるでしょうか？」

「それを言われると辛つらいところだね。ボクも無欲な人間じゃないし」

　ルイーゼも、レインボージュエルが欲しいと思っているようだ。

「カチヤは、レインボージュエルに興味あったりするのかしら？」

　これまで宝石を着けているところなど誰も見たことがないカチヤに対し、イーナが特に深く考えないで尋ねた。

「宝石かぁ。そんなもの着けたことも購入したこともないけど、ちょうど今は新婚旅行だから、もし獲とれたら記念に欲しいかも」

　宝石に執着があるわけではなく、タイミング的に記念として欲しいくらいの感じでカチヤが答えた。

「結婚した記念かぁ」

「聞くと、そんな簡単に獲れるものでもないみたいだけど、せっかく森に入るんだから、試してみればいいじゃないか？　もし獲れたらプレゼントしてほしいな」

「いいよ」

　俺は、カチヤのお願いを了承した。

　トンネル騒動が終わってから、カチヤは特に我わが儘ままを言って俺たちを困らせることもなく、また絶対にレインボージュエルが欲しいと願う欲深な性格でもない。それゆえ、手に入ったらプレゼントしてくれと軽く頼むものだから、俺も快く『いいよ』と言ってしまったのだ。

「じゃあ、早速魔の森に行こう」

「お───っ！」

「エル、随分と気合が入ってるな」

「俺はハルカさんともうすぐ婚約するんだ。是非レインボージュエルを手に入れて、それをプレゼントしたいところだな」

　話に聞く限り、レインボージュエルほど婚約指輪の素材に適したものはないはず。

　エルも是非とも手に入れたいのであろう。

「まずは、リスがどのくらい素早いか確認だな」

「とはいっても、さすがに限度はあるだろう。何個か手に入るんじゃないか？」

　というエルの楽観論にも釣られ、俺たちは魔の森へと入っていくのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「ふべっ！」

「エルさん、大丈夫ですか？　今、治療しますから」

「すまん、エリーゼ」

　一個くらい簡単に手に入るはず。

　そういう風に思ってギルド職員に教えてもらったエリアに到着した俺たちであったが、まずはリスがなかなか見つけられないで苦戦していた。

　いや、ポツンポツンとではあるが、俺は魔法でリスの存在を『探知』はしているのだ。

　しかし、急ぎそのポイントに視線を向けるも、俺の視力ではリスの姿が確認できなかった。

　こちらの気配を察して逃げてしまうので、残像どころか、なにか小さな生き物が移動したくらいしか感じられなかった。

　それはエルも同じなのだが、彼はハルカにレインボージュエルをプレゼントしようと無理をしてしまい、リスがいた木に激突してエリーゼに治療される羽目になっていた。

「本当に見えないんだな……素早すぎて」

「だからこそ、この魔の森で生き残ったのでしょうね」

　エルに治癒魔法をかけながら、エリーゼが持論を述べた。

　魔物にしては体も小さく力もないリスは、素早さに特化することで他の魔物に捕食されずに生き延びてきたのであろう。

「ちょっと速いくらいなら、レインボージュエルがもっと世間に流通しているはずだものね」

　イーナの言うとおりで、凄腕の冒険者が多数挑んでもなかなか手に入らないからこその希少性ともいえた。

「ヴェル様、魔法で素早く動けばいい」

「それも考えたんだけどさぁ……」

　魔法を使ってリスと同じかそれ以上に素早く動き、リスを捕らえてしまう。

　それがなんの障害物もない平原ならヴィルマの作戦もアリだが、ここは魔の森でリスの生息地だ。

　多くの樹木が覆い茂り、魔法で高速移動すれば障害物にぶつかってしまうであろう。

「こう、木の間をビュンビュンすり抜けて」

「それもどうかなぁ……」

　そういう戦闘スタイルを身につけるには、それなりの訓練が必要で、今から練習しても年単位で時間がかかるはずだ。

「未熟なままで挑むと、エルみたいになる」

　木にぶつかって、エリーゼの治療を受ける羽目になるわけだ。

「魔法は便利だけど使いこなすには訓練も必要で、必ずなんでもできるわけじゃないってことさ」

「残念」

　ヴィルマも女性なので、レインボージュエルをプレゼントしてもらえるかもと思ったら、やはり期待してしまうものらしい。

　前世でも『宝石が嫌いな女子はいない』と、つき合っていた彼女が言っていたな。

「もう一つ問題がありますわね」

　カタリーナは、レインボージュエルを入手するにはもう一つ障害があると断言した。

「もう一つか？」

「ええ、ここはリンガイア大陸でも有数の魔物密集地帯。私たちはレインボージュエルを獲りにきたので邪魔しないでねなんて理屈、その魔物たちには通用しませんわ」

「それもあったか……」

　元々、魔の森の魔物はとても狂暴だ。

　縄張りに侵入してきた小さな人間たちなど、餌くらいにしか思っていないはず。

　『探知』で周囲を探ると、多くの中型、大型の魔物が俺たちに接近しつつあった。

「戦闘準備だな」

　エリーゼに治療をしてもらったエルはハルカと共に、この中で一番戦闘力がないエリーゼの護衛に入り、イーナは槍やりを、ヴィルマは大おお斧おのを構えて魔物との戦闘準備に入る。

「考えてみたら、元々カチヤさんの求めていた新婚旅行にピッタリな内容ですわね。魔の森の魔物が狩り放題なのですから」

「それはそうなんだろうけど……」

　それより十数秒後、俺たちは縄張りを荒らす人間を許せない多数の魔物との戦闘に入るのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「久々に大猟だな」

「本当、しつこかったわね。でもどうしてかしら？」

「このエリアはリスの生息地。レインボージュエル目当てにここを目指す冒険者も多いはずで、全員亡くなられたとは思いませんが、定期的に餌がくると思われていたのでは？」

　俺たちを食おうとする魔物たちとの戦闘も終わり、みんなで魔法の袋に倒した獲物を回収しながら、話を続けていた。

「そういうことね。そうよね、魔の森なのよね」

　魔の森は稼げる場所だが、同時に冒険者の殉職率も高い。

　それでも、一攫千金、安定した将来を目指してここを訪れる冒険者は後を絶たない。

　カタリーナは、レインボージュエル目当てでこのエリアに冒険者が集中した結果、彼らを狙う魔物が増加したのではないかと予想した。

　魔物からすれば、弱い人間など餌にしかすぎないのだから。

「これで暫くは大丈夫ね。本当に暫くだけど」

　これだけ倒してしまえば、数日くらいはそんなに魔物も出ないはず。

　数日しか保もたないのは、ここが魔の森である所以でもあったが。

「リスは逃げてしまったかしら？」

「いいえ、ちょっと離れていますが、あちこちにポツンポツンと反応がありますわ」

　カタリーナも、リスの反応を複数『探知』していた。

　リスは魔の森において最弱に近い存在であり、他の魔物からすれば餌でしかない。

　そのため、俺たちが魔物の大半を駆逐してしまったこのエリアからは逃げ出していなかった。

　勿もち論ろん、俺たちに捕まらないよう距離を置いてはいたが。

「賢いのね」

「そうだな、エルの一万倍賢いかも」

「俺はリス以下かよ！　ところで、ルイーゼとカチヤの姿が見えないが」

「そう言われると確かに。先ほどの戦闘にも参加していませんし」

　エルとハルカは、かなり前からルイーゼとカチヤがここにいない事実に気がついていた。

「まさか、魔物に……」

「そんなわけないじゃん」

　ルイーゼは一人でも強いし、カチヤも単純な戦闘力ではルイーゼに負けるけど、俺たちの中で一番経験が長い冒険者。

　無茶なことをするわけがなかった。

「どこにいるんだ？　あの二人は？」

「ボクはここにいるよ」

「あたいも」

　噂をしたからではないと思うが、突然頭上から二人が飛び降りてきた。

　どうやら、俺たちが魔物と戦っている間、巨木の上で静かに身を潜めていたようだ。

「ルイーゼ、カチヤ。捕まえたか？」

「上う手まくいったよ」

「あたいも」

　二人は気配を殺して木の上で待ち伏せを続け、俺たちが派手に魔物を駆逐している音に驚き逃げようとしたリスを見事に捕らえていた。

　ルイーゼとカチヤほどの俊敏さをもってしても、リスを捕らえるには慎重に待ち伏せするしかないとは、唯一の武器というだけあって恐ろしい素早さだ。

「まあ、可愛かわいいですね」

　二人がそれぞれ両手で抱えているリスは、観念したのかとても大人しかった。

　リスにしては大きいが、目がつぶらで見ているととても可愛い。

「あなた、食べましたよ」

　エリーゼが持っていた木の実を差し出すと、リスはそれを両手で掴つかみカリカリと音を立てながら食べ始めた。

「本当、可愛いわね」

　イーナももう一匹のリスに木の実を食べさせ、その可愛さに酔いしれている。












「あのぅ、目的はレインボージュエルなのでは？」

「そうでした。つい可愛くて」

「本当にあるわね、虹色の宝石」

　このリスと普通のリスとの違いは、額の真ん中に輝く虹色の宝石であろう。

　大きさは直径三センチほどで、この輝きを見ると女性が欲しがるのも無理はないかなと思う。

　アクセサリーの材料として人気なのも理解できた。

「採るのですよね？　ちょっと可哀かわい想そうな気もしますけど」

「大丈夫、リスにはなんら不都合はない」




　ヴィルマの言うとおりで、このレインボージュエルはリスの退化した三つめの目の窪みに溜まった目ヤニだからだ。

　採ってもリスに悪影響はなく、また千年もすればほぼ同じ大きさのレインボージュエルができているそうだ。

　千年の根拠は、王都の学者連中がレインボージュエルを解析した結果だそうだが。

「千年って……人間には長い年月だな。このリスは長生きらしいけど」

「少なくとも、千年は生きるってことですからね」

　リスなのに寿命が千年以上。このリスも確かに魔物なのだと、エルとハルカは少し感心していた。

「ヴェル様、早く回収して放してあげるのがいい」

「そうだな」

　別に、リスの本体に用事はない。

　この大きさなので、毛皮を獲っても大した金にはならないだろうし。

「千年後、このリスの額にはまたレインボージュエルが輝いているはず。殺すのは絶対に駄目」

「その方が、利益になるからな」

　プロの猟師兼漁師でもあるヴィルマと、同じく凄腕の冒険者であるカチヤ。

　共に無駄な殺生は望まず、というかここでリスを殺してしまうとレインボージュエルが輝きを失ってしまう。

　レインボージュエルを採ったあとにリスを殺すのも、次のレインボージュエルが採れなくなってしまうので、意味がないどころか長い目で見ると損をしてしまうから、ヴィルマとカチヤの意見は正しかった。

「旦那、早く採って放してやろうぜ」

「そうだな。簡単に採れるのかな？　採れた」

　レインボージュエルは手で簡単に採れてしまった。

　リスの額には窪みだけが残り、なるほど退化した目というのも納得できた。

「これが千年後、また人間にレインボージュエルを恵んでくれるわけだ」

「その頃にはみんな生きていないけど、無傷で捕らえないと駄目だね」

「はい、どうぞ。また頑張って宝石を作ってくださいね」

　エリーゼがもう一つずつ木の実をあげてから、ルイーゼとカチヤがリスを放すと、二匹のリスは突然姿を消した。

　そのあまりの素早さに、逃げるリスを目が捉えられないのだ。

「よく捕まえられたな」

　エルは、見事無傷でリスを捕まえた二人に感心していた。

　確かに、俺には移動しているところすら見えなかったからな。

「待ち伏せしてようやくだよ、ボクとカチヤでも」

「ちょっとでも気を抜いたら、絶対に逃げられていたよな」

「私たちが下で魔物と戦っていて、リスの気がそちらに向いていたのもよかったのでは？」

「それも大きいかな」

　リスは素早いばかりでなく用心深いので、ただ待ち伏せしても滅多に現れることはない。

　俺たちが魔物と戦っていてリスの気がそちらに逸それたから、二人の下に油断したリスが二匹も現れたというわけか。

「結構面倒だけどな。まず、あたいとルイーゼが、リスが通りそうなルートのすぐ上の枝に潜む。次に、旦那たちが下の魔物たちと派手に戦う。すると、リスは下が気になって警戒が緩み、あたいたちが潜んでいるルートを通ってしまう。リスにも不用心な個体がいるからな」

「なるほど、この方法が一番効率がよくて成果が出るようだな」

「早速もう一回試してみようぜ」

　エルの奴、入手困難だと言われたレインボージュエルが一度に二つも手に入ったから欲が出たのか？

　……と思ったら、女性陣の目が期待で満ち溢れていた。

　なるほど、宝石が嫌いな女性はいないというわけか。

　ところが、世の中そんなに甘くないらしい。

　ポイントを変えてもう一度やってみたが、今度は見事に失敗してしまった。

「成功率百パーセントとはいかないみたい」

　ヴィルマの一言が、真実を物語っていた。

　確かに、必ず成功するのなら誰も苦労しないよな。

　あと、この方法でやるととても疲れる。

　成功してもしなくても、俺たちは大量の魔物と戦わなければならないからだ。

　待ち伏せするルイーゼとカチヤだって楽じゃないはず。

　なにしろ、一瞬でも気を抜いたらリスに逃げられてしまうのだから。

「あのさぁ……レインボージュエルは二つ手に入ったんだから、これでよくないか？」

　エルのやる気は続かないな。

　疲労感から、俺も次第にそんな気がしてきたけど。

　結婚したカチヤと、これから結婚するハルカにあげれば……いや、それは駄目だな。

　今ハルカの方を見たら、彼女がとても気まずそうな表情を浮かべていたからだ。

　そりゃあ、公的には俺の奥さんであるエリーゼたちを差し置いて、家臣の妻がレインボージュエルを得たら……エリーゼたちはなにも言わないと思うけど、ハルカとしてはかなり気まずいはず。

「（エル、ちょっと考えてみな。ここで二個目のレインボージュエルをハルカが得た場合、のちのち発生し得る、人間関係上のトラブルについてさ）」

「（……人間関係上のトラブル……）」

　エリーゼたちがハルカになにか文句を言うとも思えないが、こうなるとちゃんと言ってしまう人の方がまだマシだな。

　心の中に溜め込んでしまう……溜め込まなくてもハルカがエリーゼたちに対してそう感じれば、それだけで色々と気まずいのは確かだ。

「（はっ！　ハルカさんの肩身が狭くなってしまうのか！）」

「（やりにくくなるだろうな）」

　今までは良好な関係だったから余計に。

「エル、頑張ろうぜ」

「うぉ───！　まだレインボージュエルの採取は始まったばかりだ！　気合入れていこう！」

　エルのやる気が戻ってよかった。

「ただこれ、本当に新婚旅行か？」

　カチヤが新婚旅行だって言うんだから、これはもう新婚旅行なのだ。

　そういうことにしておこう。

「次のポイントを探すか（さすがに今日一杯やれば必要な数は手に入るだろう……）」




　俺たちは再びレインボージュエル採取を再開するが、世の中そう都合よくいくはずがない。

　別のエリアに移動してまた同じ作戦を実行し、倒した魔物の大量の死骸とルイーゼとカチヤが抱えている二匹のリスが残ったが、レインボージュエルは一個しか手に入らなかった。

　ルイーゼが捕らえた方のリスが、すでにレインボージュエルを抜かれた個体だったからだ。

「ルイーゼ、ちゃんとレインボージュエルが埋まっている個体を捕まえるのは無理なの？」

「イーナちゃん、そんな超人的なことは誰もできないから！」

「その前に、見えないからな。あたいたちは上で待ち伏せしているんだから」

　待ち伏せして下を通ったリスを捕らえている以上、物理的にそのリスの額にレインボージュエルが埋まっているかどうか、捕らえてみないとわからないのである。

「これで三個、あと二回で人数分揃そろえば最高だな」

　そろそろ心身共にキツいので、別にカチヤの分だけでもいいような気が……駄目だ、平成日本人気質で、平等に奥さん全員分を確保しないと駄目な気がしてしまうのだ。

「頑張るぞ！」

「絶対これ、新婚旅行じゃないって」

「魔の森って楽しいな」

　普段の狩りよりもハードな気がしなくもないが、エルは不満気でもカチヤは楽しそうなので、これでいいと思うことにする。




「もうすぐ夜か……」

「間に合ってよかったな」

　結局、ハルカの分も合わせてレインボージュエル七個を集めるのに、丸一日かかってしまった。

　捕らえたリスが、すでにレインボージュエルを抜き取られていたことも数回、レインボージュエルが育っていなかったので、採らずに放してしまったことも数度。

　リスの気を逸らすために戦闘の連続だったため、俺たちは疲労困こん憊ぱいしていた。

　ずっと集中しながら待ち伏せ、失敗は許されないルイーゼとカチヤも疲れているようだ。

「今日は早く寝て、明日も狩りだな」

「カチヤ、元気だね」

「ルイーゼはあたいよりも年下だろう？　元気出せって」

「年は関係ないんじゃないかな？」

　ルイーゼは、あと二日狩猟し放題だと喜んでいるカチヤのタフさに驚いていた。

　なるほど、カチヤは冒険者になるべくしてなったんだな、と。

「ああっ！　そうだ！」

「どうした？　カチヤ」

「あのさぁ、レインボージュエル、あと三個必要じゃないか？」

「三個もか？　どうして？」

「旦那がそれ言っちゃ駄目だろう。テレーゼと、アマーリエさんと、フィリーネの分もないと。特にフィリーネは、ブライヒレーダー辺境伯様がヘソを曲げないかな？」

「よくぞ気がついてくれた」

　そうだよな。

　テレーゼとアマーリエ義ね姉えさんはこの新婚旅行には参加していないけど、これはちゃんとレインボージュエルを確保しなければいけない。

　フィリーネもだ。

　もし彼女にだけレインボージュエルを渡さなかったとしたら……。

「ブライヒレーダー辺境伯が、うちの娘を蔑ないがしろにしたとヘソを曲げるかも……」

　別に、必ずレインボージュエルでなければいけないということもないだろうが、ようは奥さんたちはみんな平等に扱う。

　レインボージュエルを全員にプレゼントするか、もしくはしないか、他のものにするか。

　つまりだ。

　カチヤにレインボージュエルをプレゼントすると決めた時から、これは定められた試練の道だったというわけだ。

「あと二日あれば三個くらい余裕だと思うことにしよう」

「フィリーネの分もあるし、みんな大変だし、ここでやめるわけにはいかないか」

　翌日からも、レインボージュエルを求めて魔の森に入ることを決意する俺とエルであった。
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「えっ！　レインボージュエルを十個も採ったんですか？　これは快挙ですよ！」

　結局三日間の新婚旅行は、すべてレインボージュエル確保に費やされた。

　残り二日で三個というのは、俺たちがリスのいるエリアの魔物を殺し続けたせいでそこに棲すむ魔物が減り、作戦効率が落ちてしまったからだ。

　派手に魔物を掃討することは、リスの気を引き、ルイーゼとカチヤの待ち伏せを成功させるために必ずやらなければいけないことであった。

　次に、段々と捕らえたリスの額にレインボージュエルがついていないケースが激増した。

　捕まるリスというのは、リスのなかでも警戒心が薄い個体である。

　すでに、他の冒険者にレインボージュエルを採られているリスが再び捕まるケースが多かったというわけだ。

　時には魔物の血を撒まいて魔物を引き寄せてから戦い、とにかくこの三日間、とても大変だった。

　おかげで、俺たちは新婚旅行帰りとは思えないほど心身ともに疲労困憊の状態であった。

「売っていただけ……」

「「「「「「「「「余っていないから！」」」」」」」」」

　レインボージュエル獲得の副産物で得た大量の魔物を清算している間、若い男性ギルド職員がレインボージュエルの売却をお願いしますと言ってきたが、意図せず全員が一斉にそれを拒否した。

「申し訳ないのですが、これは夫婦の絆を維持するのに必要なものなのです」

「はあ……」

　エリーゼが静かな口調ながらも、強い意志でレインボージュエルの売却を拒否した。

　俺は奥さん全員にレインボージュエルをプレゼントしなければ不平等だからと思い、エリーゼたちもまた、貰もらえない人が出ると不公平かなと思ったがために、結果としてこの三日間ボロボロになるまで苦労するはめになったのだから。

　余っていれば売っていたかもしれないが、もう二度とレインボージュエル採取はゴメンである。

「残念です。実は、バウマイスター伯爵様が帝国に出かけられた直後にレインボージュエルが発見されたのですが、とにかく採るのが大変でして。一年以上も毎日挑戦して一個も獲得できない冒険者とかザラにいるんですよ。欲しい人ばかり増えてしまって……」

　価格は高騰する一方で、多くの冒険者がレインボージュエルの採取に挑戦するも、一ヵ月に二、三個市場に出れば上出来というほど貴重なのだそうだ。

「実は、その倍くらいは採取されているのですが、リスからレインボージュエルを採れる冒険者ってのは凄腕で稼いでいるわけでして、無理に売却しなくても金に困っていないので、奥さんとかにプレゼントしてしまうんですよねぇ……」

　なるほど。

　世界は違っても、男性は愛する女性に高価な宝石を贈って、その愛を証明する生き物なのか。

「さすがに、十個全部プレゼント用にしてしまうのは、バウマイスター伯爵様だけだと思いますけど」

「一個は、ハルカの分だけど」

　俺の奥さんじゃなくて、エルの婚約者だからな。

　正確には九個だ。

「一個なら奥さんや婚約者にプレゼントするのも珍しくないですけど九個ですか……（私、バウマイスター伯爵様って奥さんが沢山いて羨ましいなって素直に思っていたんですけど、奥さんが多いと多いなりに苦労があるんですね）」

「（……まあね）」

　こうして、新婚旅行なのか狩猟なのかよくわからない三日間が終わり、俺たちは屋敷へと戻るのであった。




「とても綺麗ね。でも、本当にいいのかしら？」

「ここは素直に受け取り、感謝の気持ちを伝えるのがいい女だと思うがの」

　屋敷に戻った俺は、苦労して獲得したレインボージュエルをアマーリエ義姉さんとテレーゼにもプレゼントした。

　どのアクセサリーにするのかは自分で決めるそうなので、決まったらバウルブルクにある伯爵家御用達になった宝飾店に頼むつもりだ。

「明日、フィリーネにも持っていかないと。それにしても疲れたなぁ……」

「すまない、旦那。あたいがあまり深く考えないでレインボージュエルを欲しいって言ってしまって」

「結婚したら宝石くらいは贈らないとだから、別にカチヤは悪くないだろう」

　三日間の新婚旅行が苛か酷こくな狩猟祭になってしまった件でカチヤが謝ってきたが、もう終わってしまったことだしな。

　終わってみれば、毎日の土木工事よりも楽しかったし。

「妾わらわたちの分まで確保するとは、ヴェンデリンも律りち儀ぎなところがあるからの」

「ヴェル君は優しいのよ。その分、無理をしがちだから心配だけど……」

　屋敷に戻った俺たちは、みんなでお茶を飲みながら変わった新婚旅行の話をしていた。

　エリーゼとアマーリエ義姉さんがみんなにお茶を淹いれてまわり、他の女性陣は貰ったレインボージュエルを嬉しそうに眺めている。

「ハルカさん、指輪にする？　ネックレスにする？　ハルカさんなら、どのアクセサリーでもよく似合うだろうけど」

「迷ってしまいますね。私、普段は宝石を身に着けないですけど、プレゼントされると嬉しいものです」

「苦労して手に入れてよかった」

「そうですね、二人で手に入れたものですから」

　エルとハルカは二人の世界を作っていたが、ハルカの場合、エルから貰えればなんでも喜びそうではあるな。

　でも、ミズホは日本寄りだから、金こん色じき夜や叉しゃの『ダイヤモンドに目がくらみ～』に似た話があったりして。

「疲れはしたけど、これでよかったのかも。カチヤはバウマイスター伯爵家に馴な染じめそうだし」

　ちょっと無鉄砲で考えなしの部分もあるけど、さっぱりした性格で友達を作るのが上手で、レインボージュエルの件もみんなに気を使った結果なんだよな。

　きっと、バウマイスター伯爵家に馴染んでくれるはず。

「旦那、新婚旅行は楽しかったし、宝石をプレゼントしてもらえて嬉しかったぜ。ありがとうな」

「どういたしまして」

「カチヤ様も無事に嫁ぎ、バウマイスター伯爵家とオイレンベルク家との結びつきも強くなってよかったですな」

　とここで、まるで狙いすましたかのようにローデリヒが姿を見せた。

「明日よりお館様も安心して、バウルブルク～オイレンベルク領～バウマイスター騎士爵領の街道拡張工事を行えるというもの」

「えっ？　そんな予定があるのか？」

　今、初めてその話を聞いた当主……問題なくないか？

「オイレンベルク領もバウマイスター騎士爵領も、現在特産品の生産量拡大に挑んでおります。これを一大消費地であるバウルブルクに運ぶ道を強化することにより、双方が利益を得られるというわけです」

「う───ん、まったく間違っていないな」

　あくまでも、あの三日間がなければという前提条件だけど。

　正直なところ、一日くらい休みが欲しい。

「お休みなら三日間ありましたが、それがなにか？」

　そうだった……。

　新婚旅行はお休みに入るんだよな……。

　また明日から、俺は魔法で土木工事をする日々に戻るわけだ。

「共に苦労する妻もいる。この程度のこと、なにほどの苦労であろうか」

　こうなったら、巻き添えが必要だ。

　俺は優しく、カタリーナの肩にそっと手を置いた。

「私ぃ！」

「カタリーナ、俺たちは夫婦じゃないか。夫婦は苦労も分かち合わないと」

　というか、土木工事に役立つ魔法が使えるのがカタリーナだけなんだけど。

「俺の負担軽減のため……じゃなくて、俺たちは貴族で、領民たちの生活向上に気を配るのが義務じゃないか！」

「それを言われると弱いのですが……ヴェンデリンさん、最初に俺の負担軽減って……」

「共に苦労してこそ、夫婦の絆は深まるから！」

「それは確かにそうですけど……」

「やった！　（チョロイな……）」

「ヴェンデリンさん、今、またなにか？」

「ありがとう、カタリーナ！　さすがは俺の愛する妻だ！」

「この分野でヴェンデリンさんを助けられる妻は私だけ。お任せください」

　明日からも忙しくなりそうだが、上手くカタリーナを丸め込み……じゃくて、麗しい夫婦愛で乗り越えていくことが決まった。

「実家に関わる街道の工事だから、あたいも飯炊きくらいはするよ。野外で調理するのは得意だし、エリーゼたちから新しい料理も教わったから」
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「飯だぞぉ───！」

「えっ？　領主様の奥様がどうして？」

「旦那の手伝いだよ」

「そうなんですか……昔はエリーゼ様たちもたまにやっていたって聞きましたけど、これは驚いた」

「旦那がこの現場にいる間だけだけどな。遠慮しないで食べてくれ」

「すいませんね」

「遠慮しないで食えよ。この辺、買い食いできる店もないからな」

「無人ですからね、この辺」




　翌日から、俺とカタリーナによる街道拡張工事の仕事が始まったが、カチヤも俺たちや工事を手伝う作業員たちの食事係としてついてきた。

　ベテラン冒険者でもある彼女は、おっさんたちの相手にも慣れており、俺とカタリーナの仕事が終わって現場を離れる時にも、彼らからかなり惜しまれていた。




「俺とカタリーナにはない対人スキルだな」

「ですわね……って！　私は領民たちに慕われておりますわよ！」

「そういうのとは違う、なんかカチヤのような人が持つものがあると思うんだよ（カタリーナにはないな）」

「ヴェンデリンさん、なにか？」

「いいや、ちょっとした独り言だから」




　自他共に認めるボッチ気質寄りの俺とカタリーナは、カチヤのコミュ力を心から羨ましいと思うのであった。





第三話　ブリザードのリサ







「親父、いつものを頼む」

「あいよ。随分と久しぶりじゃないか、リサ」

「ちょっと人里離れた魔物の領域に遠出していてね。いい稼ぎにはなったが、二ヵ月も野営生活だったから、店で飲むってのはいいね。一応屋根がついている」

「うちはボロってか。悪かったな」

「潰つぶれてないからいいだろう」

「まあな、少し待ってな」




　依頼された長期の仕事を終えて王都に戻った私は、依頼達成の報告と素材の査定をギルド本部にいる馴な染じみの職員に頼んでから、よく利用している酒場に飛び込み、店主にいつものメニューを注文した。

　『いつもの』と言うだけで好みの料理と酒を出してくれるので、私はこの店を贔ひい屓きにしていた。

「景気はどうだい？」

「悪くはないさ。足りない素材を得るために、二ヵ月も野営するのは辛つらかったけどね」

　もう慣れたとはいえ、いくらこの業界で名の知れた存在の私も女だからね。

　野営地でのテント暮らしを二ヵ月ってのは辛いものがある。

「お待ちどう」

「ありがとうよ、親父。私がいない二ヵ月で、なにか面白いことでもあったかい？」

　酒と飯が最大の目的だけど、他にも冒険者としてというか、王国の人間として、王都の最新ニュースくらいは知っておかないと。

　私が仕事をしていた魔物の領域に、わざわざ教えに来る奴はいなかったし、新聞も売りに来ないから、私は最新の王都情勢に詳しくなかったのだ。

　酒場には情報が集まるので、こういう時はこの店の親父に聞くのが一番だ。

「そうだな、またバウマイスター伯爵様かな？　帝国の内乱で活躍して王都に戻ってきた」

「らしいね」

　私も魔法使いでそれなりに名の知れた存在だが、バウマイスター伯爵には負けるか。

　ああも次々と活躍すれば当然か。

「あとは、トンネル騒動ってのもあったな。ああっ！　問題を起こしたオイレンベルク騎士爵家の娘って、あんたが面倒見てたカチヤって娘だったな」

「はあ？　カチヤが貴族の娘だったって？」

　あの小娘、曲がりなりにも魔法を狩猟で使えるよう教えてやった私に、大切なことを黙っているなんて！

「それにしても、『トンネル騒動』ってなんだ？」

「そのカチヤとかいう娘っ子の領地とバウマイスター伯爵領を結ぶトンネルが見つかったらしいが、誰が管理するかで揉もめたんだよ」

　カチヤの実家オイレンベルク家ではトンネルの管理が難しく、そこで寄より親おやであるブライヒレーダー辺境伯家がオイレンベルク家に代替の領地を与え、自分たちで管理しようとした。

　そこに、冒険者として家を出ていたカチヤが異議を唱え、一緒にトンネルを管理する貴族の子弟を武芸大会で決めることになった、と。

「あいつ、なに考えてるんだ？」

「小なりとはいえ、貴族としてのプライドってやつじゃないか？　それでだな」

　ところが、カチヤに武芸で勝てる貴族の子弟は一人もいなかった。

「そりゃあな、私でもてこずる強さだからさ」

「リサでも苦戦するレベルなのか。じゃあ、この結果は必然ってやつだな」

　カチヤに挑戦した貴族の子弟が誰も勝てず、観客席からブーイングが飛ぶなか、突如王様が姿を見せ、カチヤの対戦相手にバウマイスター伯爵を指名した。

　彼はその命令に従い、カチヤを簡単に倒してしまった。

　トンネルの管理はバウマイスター伯爵家が独占することになり、なるようになったと親父が説明を終えた。

「ふ───ん、そんな楽しいイベントを見られなくて残念だ。それでカチヤはどうなったんだ？」

　バウマイスター伯爵に負けてトンネル利権を奪われ、今頃はワイバーンを倒す日常生活に戻ったってところかな。

「あいつは、相変わらず無鉄砲だな。そんなんだから、嫁に行けない」

「ぷっ、それをあんたが言うのかよ？」

「……なにか文句でもあるのかい？」

　私は親父に話を聞いているんだ。

　隣のテーブルだからって、余計な口を挟むんじゃないよ！

　よく見れば同業者らしいが、私を相手に随分といい度胸だね。

「駆け出しの若造のくせに、なにが言いたい？」

　言いたいことがあれば言わせてやるよ。

　発言の内容によっては、お前は明日から冒険者廃業だけどね。

「おい、相手を見てものを言え！　リサ、この店はボロいんだ。勘弁してくれよ」

「親父、その女は知らないみたいだぞ。ぷっ、ここに来る前にギルドに寄ったらしいが、そこでも教えてもらえなかったのか。よほど、同情されたみたいだな」

　はあ？

　この若造はなにを言っているんだ？

　ギルドの連中が、私に同情して教えていない情報があるって？

「教えてやるよ」

「おいっ！」

「どうせすぐにわかることだろうが。教えてさしあげようぜ、ブリザードのリサ様によ。お前が可愛かわいがっていた妹分のカチヤだがな。バウマイスター伯爵様に嫁いだって話だぜ。あれじゃねえか。貴族同士の繋つながりのためってやつ？」

「……結婚？　カチヤが？」

「あれだけのことをしておいてそれで済むんだから、バウマイスター伯爵様も器が大きいというか。誰かさんのように嫁いき遅れなくてよかったんじゃないの？」

「……」

　はあ？

　あのカチヤが結婚？

　確かに、あいつはちょっとガサツな部分もあったが、基本的な女の嗜たしなみには困らないし……私もできるけど……見た目もとてもよかった。

　だけど、もうすぐ二十歳なのに結婚相手候補すらいないと焦っていたはず。

　私にもそんな奴はいなかったし……それは今も同じだけど……独身女冒険者仲間としての仁義ってものがあるじゃないか。

「カチヤ、せめて私を結婚式に呼べよ！」

「長期の仕事で招待状も届けられない状態だったんだろう？」

「ひゃ───ひゃっひゃ！　自分だけまた嫁き遅れて、ギルドの職員は怖くて報告できず、酒場の親父にフォローされてやがる。こりゃあおかしいったらねえぜ」

「……」

「おいっ！　いい加減に……」

　この若造、そういえば以前に揉めたベテラン冒険者と親しい奴だったね。

　だから私をここまでバカにするわけか。

　もういい、わかった。

　私もこの業界は長いからね。

　舐なめられたら終わりだってことは理解している。

　さあ、おしおきの時間だ！

「お前、暑くないか？」

「はあ？　別に暑くなんてねえよ」

「そうかい、そうかい。とても暑いのかい」

「急になんだよ？　俺は別に暑くなんて……」

「遠慮なんてする必要ないさ。私が思う存分凍らせてやるよ！　存分に涼みな！」

　私に舐めた口を利いた若い男性冒険者とそいつが座っているテーブル席のみを標的に、私は得意の『氷結』魔法を放った。

「私の名前はリサ。ブリザードのリサ。仕事が順調なのか知らないが、駆け出しの若造が、知り合いに凄すご腕うでがいるくらいで調子に乗るんじゃないよ！　弁わきまえないと……凍らせるよ！」

「うっ、動けない……」

「随分と汚いオブジェだね。素材が悪いようだ」

　そいつのテーブルに置いてあった熱々の煮込みや、他の温かい料理は勿もち論ろん、飲んでいるエールもグラスごと一緒に凍らせてやった。

　奴も座っている椅子ごと氷に囲われ、あと数時間、氷が解けるまでは動けないはずだ。

　本人を凍らせていないのは、私なりの慈悲ってやつさ。

「このアマ！　氷を解かせ！」

「親父、そいつは暫くその席を貸し切りにするってさ」

　誰がお前なんかの言うことなんて聞くか。

　そのままそこで、私に舐めた口を利いたことを反省してな。

　最後にそいつを一いち瞥べつすると、私は数枚の金貨を親父に放り投げてから席を立ち、突如氷のオブジェと化した男性冒険者に騒然とする他の客たちを無視して店を出る。

　騒ぎを起こしてしまったので店に居づらくなったのもあるが、私は心の中から湧き上がる原因不明の怒りでいっぱいであった。

「あのカチヤが結婚だと！　また年上の私よりも先に結婚する後輩か！　クソぉ！　この怒り、どこにぶつけてやろうか？　ああ、腹立つ！」

　無意識に空に向けて『氷結』魔法を放ったら、運の悪い鳥が氷漬けで落下してきた。

　たまにあることなので、そのまま私は歩き続ける。

　久しぶりに長期契約している定じょう宿やどに戻ると、私はそのまま不ふ貞て寝ねしてしまった。




「待てよ、もしかしたら嘘うそ。偽装結婚の線もあるかもしれない。まずは様子を見に行こう！」




　夜中、ハッと目が覚めた私は、結婚したカチヤと夫であるバウマイスター伯爵に会いに行くことを決め、慌てて手紙を書き始めるのであった。

　当然手紙を書き終えたら、なるべく早くバウマイスター伯爵領に向けて出発だ！
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「ううん……もう起きる時間か？　ああ、あたいは結婚したんだった」




　朝、目を覚ますと、隣では旦那が寝ていた。

　そういえば、昨日の夜は一緒に寝たのだった。

　お互いに裸だけど、これは夫婦だから当たり前だとすぐに思えるのは、夫婦生活にも慣れてきた証拠であろう。

　どうもこういう男女の夜の作法は、興味がないとは言わないが、縁がなかったのでどうしていいか最初は悩んだものだが、さすがにそろそろ慣れてきた。

　普通の貴族の家では娘にそういうことを教える風習もあるらしいが、うちはちょっと特殊な家だったからなかったけど、外に出て同じ女冒険者とつき合っていればそんな話も出てくる。

　それが少しは役に立っていると思う。

「そうだった。腕枕をしてくれって頼んだんだった」

　見た目とは違って言動が女の子らしくないと同業者から指摘されることも多いあたいだけど、これでも一応女性なので、ちょっとした夢があった。

　男性に腕枕をしてほしかったのだ。

　それで昨晩、旦那に頼むと快く承諾してくれた。

　今もあたいの頭の下には旦那の腕があった。

　さすがに腕が痺しびれるだろうから頭をどかしたら、旦那も目を覚ました。

「もう起きる時間か？　なるほど、これは腕が痺れるものだな」

「旦那、すまねえ」

「このくらいの痺れ、すぐによくなるさ。実は、俺も初めてしたな、腕枕」

「そうなんだ。エリーゼたちにねだられているものだと思ってた。あと、イーナとか。よくそういう本を読んでいるし」

　イーナは、そういう恋愛系の本が好きだからな。

　その分、耳年魔な……ああ、あたいの同業者たちも同じか。

　みんな未婚で婚約者もいないのに詳しいと思ったら、本からの知識だったと。

「たまたま今まで思いつかなかったとか？」

「かもしれないな。旦那も、朝の鍛錬は？」

「するよ」

　優秀な魔法使いである旦那は、別に貴族でなくなったとしても、冒険者として生きていければ構わないのだろう。

　むしろ、冒険者の方が気楽でいいと思っている節があって、時間が空けばエリーゼたちを連れて狩猟に出かける。

　だから毎日の鍛錬を欠かさなかった。

　そういう部分も、根っからの冒険者気質であるあたいと気が合うんだよな。




「目を閉じて、なるべくなにも考えないで心を無にするんだ。体も動かさない」

「……」

　早速、早朝の鍛錬を開始し、あたいは旦那から魔法の特訓を受けている。

　旦那の亡くなったお師匠さんが基礎を考案し、弟子である旦那が細かな改良を加えた方法で精神を集中させ、魔力路を流れる魔力の流れを意識する。

　『座禅』を組んで『瞑めい想そう』を行うのだが、こんな方法、冒険者予備校であたいが魔法を使えるようにしてくれたあの人でも教えてくれなかった。

「なんか、魔力がスムーズに流れて、そんなことはないと思うけど、魔力が増えている感じがするな」

　あたいの魔力なんてたかが知れているから、もうとっくに限界がきており、それはないはずなんだけどな。

「……」

「旦那？」

「気のせいでも魔法が上う手まくなっていれば、それで正解さ」

「それもそうか」

　なんか、旦那が言い淀よどんだような？

　なにか都合の悪いことでもあるのかな？




　早朝の鍛錬が終わると、汗を流すために一緒に浴室へと向かう。

　旦那は風呂が好きであり、よくエリーゼたちとも一緒に入っているそうだ。

　今日はみんな他に用事があるみたいで、あたいだけ旦那と一緒に入っているけど。

「この屋敷は、風呂が広くていいな」

　バウマイスター伯爵家に相応ふさわしく、浴槽が大きくて内装も豪華で贅ぜい沢たくな気分になれる。

　石せっ鹸けんや頭を洗うシャンプー、リンスは、旦那が試作し、それが広まったそうで、そういえば王都の店でも売っていたな。

　とても高価なので、貴族や金持ちしか購入できなかったけど。

　汗を流し終えたら、次は朝食の時間だ。

　あたいも新妻として料理の一つでもと思ったけど、屋敷に勤めている料理人たちの仕事を奪うわけにはいかない。

　たまに趣味でエリーゼたちが料理をするので、その時に手伝うくらいなんだよな。

　旦那が冒険者として活動する時も料理をするけど、あたいが作ると効率優先の大雑把な料理になってしまう。

　そこはエリーゼたちに習って、おいおい直していかないと。

　旦那は、野外でも工夫して美お味いしい料理を作ろうとするからだ。

「おはようございます、カチヤさん」

　ダイニングルームに入ると、先に待っていたみんなを代表してエリーゼが朝の挨拶をしてきた。

「おはよう、エリーゼ」

「カチヤさん、もうこの生活に慣れましたか？」

「普段の生活は、慣れるってほどのことじゃないから大丈夫」

「そうですか」

　エリーゼは旦那の正妻なだけあって、あたいに気を使ってくれることが多かったけど、日常生活はそんなに大変なこともない。

　旦那が華美な生活を嫌うので、これまでの生活とそう違いはなかったからだ。

「毎朝早くから鍛錬ご苦労じゃな」

「よう、テレーゼじゃないか。冒険者として必要な、毎日の習慣みたいなものだからな。待たせて悪いな」

「妾わらわがここにいても、お主は変だと思わぬのだな」

「えっ？　テレーゼの好きにすればいいじゃん。旦那が許可しているから、ここにいられるんだろうし」

「あははっ、お主はいい意味で単純でいいの」

「あたいには、難しいことはよくわからないからな。ああ、腹減った」

「すぐに準備するわね」

「ありがとう、アマーリエさん」

　エリーゼたちだけじゃなく、アマーリエさんは自主的にメイド服を着て給仕しているし、テレーゼは少し前から毎日屋敷に来て食事をとるようになった。

　随分と奥さんと実質奥さんが多いようだけど、険悪な空気はないし、大勢の方が楽しくていい。

　なんて思ってしまうあたいは、どこか変わっているのかな？

　旦那もちょっと変わっているし、これはこれでお似合いでいいかもしれないと思うあたいであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「アマーリエさん、おかわり」

「はい」

「よく食べるね」

　カチヤがバウマイスター伯爵家領主館で暮らすようになってから二週間ほど。

　随分と今の生活にも慣れてきたようだ。

「慣れるも慣れないも、カチヤってこの屋敷に来てからずっとこんな感じだけどね」

「結婚式の時が人生で一番緊張したかもな。他は緊張とかあまりしたことないし」

「それは羨うらやましいなぁ。ボクだって、定期的に緊張することもあるってのに」

　せっかく嫁いだのに、まだエリーゼたちに対して緊張している新しい奥さんってのもどうかと思うので、俺もルイーゼもそれでいいんじゃないかと思っている。

「ここは、風呂も食事も最高だぜ」

　カチヤは毎日朝早く起きて鍛錬を始め、風呂に入ってから朝食をとる。

　食事の時はみんなと楽しそうに話をしながらよく食べ、いつもご飯のおかわりを欠かさない。

　この屋敷に来てから米のご飯を毎日食べるようになったそうだが、味み噌そ汁などと合わせてその味をとても気に入っているようだ。

「カチヤって、ヴィルマほどじゃないけどよく食べるわね。職業柄かしら？」

「冒険者は体が基本だからな。食べられる時に食べておかないと」

　イーナの疑問に、カチヤが食べる手を一いっ旦たん止めてから答えた。

　魔力を消費しながら、あれだけ動き回るのだ。

　常人よりもカロリーを消費するから、沢山食べて当たり前か。

　その割には全然太っていないどころか、カチヤはむしろ小柄でスレンダーな体形をしてた。

「そんな急に、食料不足にならないから平気よ」

「それはそうなんだけど、単純に腹が減ってるんだ」

　と言いながら、カチヤはアマーリエ義ね姉えさんがよそってくれたご飯を食べ続けている。

「オイレンベルク領は、マロイモの他は麦の生産が主体だから、里帰りをするとパンが主食なんだ。米は出先でたまに食べるくらいだったけど、ここのはもっと美う味まいな」

　バウマイスター伯爵領は温暖で水源も豊富なので、米の生産に向いていた。

　ブライヒレーダー辺境伯領でも米の生産は盛んなのだが、旧オイレンベルク領は斜面の農地が多かった。

　日本の地方なら棚田とかを作ったかもしれないが、彼らにはマロイモがあるので米を作っていなかったというわけだ。

「新しい領地には平地もあるから、今度は稲作も始めるって親父と兄貴が言っていたな」

「農業が生き甲が斐い？」

「親父と兄貴はな。あたいには合わなかったけど。体力的にできないわけじゃないんだけど、冒険者の方が性に合っていたんだよな」

　ヴィルマの問いに、カチヤがそう答えた。

　確かに、あの二人は貴族のしきたりよりも農業かもしれない。

「私もそういう部分がある」

「ヴィルマは、狩りも釣りも上手いからな」

「だから、ヴェル様の妻になれてよかった」

「そうだよな、大貴族の奥さんになったのに魔物の領域で狩りができるなんて最高の条件だぜ」

「そんな風に思う貴族の娘は、そう滅多にいないと思いますけど」

「そんなことを言って、カタリーナも結構好きじゃないか」

「嫌いではありませんけど、私の場合、あくまでも御家復興の資金稼ぎのため冒険者をしておりましたので」

　誰とでも気軽に話せるカチヤは、バウマイスター伯爵家にあっという間に馴染んだ。

　むしろもう、カタリーナよりも馴染んでいるかもしれない。

「ヴェンデリンさん、なにか？」

「ううん、なにも」

　カタリーナはちょっとコミュ障気味かもと思った矢先、彼女に勘付かれそうになってしまい、俺は慌ててなんでもないと否定した。

　こんな感じでトンネル開通から一ヵ月ほどが経たったが、今日もバウマイスター伯爵家は賑にぎやかだった。

　カチヤの他にも、アマーリエ義姉さんも少し前から屋敷に住むようになっていて……どうも俺がデザインしたちょっと大人しめの黒いメイド服がお気に入りのようで、よくこれを着て空いている時間にお茶や手作りのお菓子を出したり、食事の時に俺の給仕役をするようになった。

　一応、彼女は公的には侍女長扱いなので、おかしなことをしているわけではない。

　エリーゼたちも、屋敷内での食事の時はアマーリエ義姉さんにその仕事を任せていた。

　その理由が、最近屋敷に雇い入れるメイドの数が増え、その中にどうにか俺に気に入られて愛あい妾しょうか側室になれないかと野心を燃やしている者がいるらしく、俺の面倒を見られるのは侍女長であるアマーリエ義姉さんか、彼女が認めたメイド……ドミニクとレーアだけということになったそうだ。

　メイドたちは完全な女社会。様々な年齢の女性たちがいて、それぞれに事情や将来の夢があってなかなか複雑な社会のようだ。

「エルヴィン様、お茶のおかわりは？」

「貰もらうよ、レーア」

「かしこまりました」

　俺に直接話しかけることができるメイドの一人レーアであったが、彼女はエルの側室候補なので、今はエルの世話ばかりしていた。

　そういえば、そろそろエルと二人だけでお見合い代わりのデートなどをさせないといけないのだった。

　でも、そういうのって俺の担当なのかな？

　ローデリヒ……は、忙しそうなので、やっぱり俺なのか？

　でも、俺がレーアに直接『エルとデートにでも行けば？』とか言うのはおかしいよな。

　ここは、ハルカに頑張ってほしいところだ。

「カチヤは無事、バウマイスター伯爵家に馴染んだようじゃが……」

「あの……私がなにか？　テレーゼさん」

「いや、お主よりも馴染んでいるような気がしてな」

「うっ！」

　すでに食事を終え、食後のお茶を楽しんでいたテレーゼが、俺でも口に出せない残酷な現実をカタリーナ本人に言ってしまった。

「まあカタリーナはねぇ……俺も、初めての集団に馴染むのはちょっと遅い方だから、あまり人のことは言えないというか……」

「そうか？」

「これが本当なんだな」

　俺もどちらかというとコミュ障寄りなんだが、これまでそうも言っていられなかっただけだ。

　だから、俺にはカタリーナの気持ちがよくわかるのだ。

「そうですわよ。私とヴェンデリンさんはお似合いの夫婦なのです」

「似た者夫婦か」

　たまに存在感が薄いこともあるけど……これは言わないでいいか。

「テレーゼさんは、カチヤさんに言いたいことがあったのでは？」

「それよ。政争に負けて隠居した妾が言うのもなんだが、そなたはオイレンベルク家の者としてバウマイスター伯爵家に嫁いだのじゃ。ちゃんと実家にも目をかけておけよ」

　開通はしたものの、いまだ出入り口周辺の工事は済んでいない。にもかかわらず、通行量は徐々に増え続けている。

　開発途上のバウマイスター伯爵領で商売を始めようという商人が多数、コストが安いトンネル経由で荷を運ぶようになったからだ。

　それと同時に出入り口付近の開発も進み、休憩所、待機所、荷を預かる倉庫、トンネル利用者向けの宿泊・飲食・娯楽施設などが点在し始めた。

　トンネル出口バウマイスター伯爵領側は、パウル兄さんの領地も近いので、宿屋などの建設を始めている。

「人の出入りが増え、その一部がオイレンベルク領にて生産量を増やしているマロイモを仕入れようと、かの領地を訪ねていると聞く。あのマロイモは、妾もヴェンデリンから貰ったが、いい特産品になるぞ」

　マロイモ自体は、いまやそんなに珍しくもないが、現時点であそこまで甘く栽培できるのはオイレンベルク家だけだ。

　高額で取引されるブランド品であり、暫くはオイレンベルク領に多額の現金収入をもたらすであろう。

「とはいえ、これからも継続して畑を広げ、人手を集める必要もあるかもしれぬ。そういう実家の事情を汲くみ、時にヴェンデリンに対し援助を求める。それもカチヤの大切な仕事じゃぞ」

「……もう一回説明してくれ」

「「「「「「「「「「あらら……」」」」」」」」」」

　カチヤもバカというわけではない。

　ワイバーンと飛竜退治はバカではできないからだ。

　ただ、そういう貴族らしいことにまったく向いていなかった。

　きっと、カチヤが冒険者を目指して実家を飛び出したのは正しい選択だったんだな。

　逆に、トンネル管理をする婿を求めたのは、究極の失敗だったというわけだ。

「実家に気を配り、必要に応じてヴェンデリンに支援を要請する必要もあるという話じゃ」

「なるほど。でも、そういうすぐ旦那に色々とねだる妻ってどうかな？　資金なら、あたいが出してもいいわけだし」

　もう一つ、カチヤは独立独歩の気質が強かった。

　だから冒険者になったのであろうが、夫である大貴族に寵ちょう愛あいされているのをいいことに、なにかと頼る妻という存在に否定的なのかもしれない。

「支援というのは金だけではない。近隣の村や町とを繋ぐ街道をもっと整備してほしいとか、マロイモの畑を広げるのに一時的に人手が欲しいから、日当は出すので、人を紹介してほしいとか。もし新規に領民を移住させるとしても、バウマイスター伯爵家から紹介してもらった方が安全じゃな。バウマイスター騎士爵家も支援すると聞いたが、向こうもハチミツとハチミツ酒の生産拡大などで忙しかろう。たまに実家に行って、なにが必要か聞くのも大切じゃぞ」

「おおっ！　貴族らしい感じだな」

「確かに」

　なんて適切な助言なんだ。

　俺も、テレーゼに感心してしまった。

「ここで、ヴェンデリンが感心してどうするのじゃ」

「ヴェルって、いつもこんな感じじゃない」

　さすがはルイーゼ。

　俺のことをよくわかっている。

「ルイーゼも相変わらずじゃの。つまりじゃ。妻が夫になにかをねだるのは別に悪いことではない。そうしないと、事態が改善しないこともあるのでな。高価な宝石やなドレスを買ってほしいというだけだと、ただのバカな女ということになるが」

　それって、つまりブライヒレーダー辺境伯家にいるアニータ様をディスっているとか？

　ふとイーナとルイーゼに視線を送ると、俺と同じことを考えたようだ。

　少し居たたまれない表情を浮かべていた。

「適時、誕生日プレゼントをねだるくらいはいいがの。いい貴族の妻には、ねだり方の上手な者が多いというわけじゃ」

　なるほど。

　夫と妻も男と女なわけだから、たまには妻になにか贈り物でもと男が思うよう、さり気なくねだったりすることも必要というわけか。

「妻としても、女としても、『こいつに鼻紙一枚やるのも嫌だ！』と思われた時点で終わりじゃからの」

　確かに、たとえ政略結婚だとしてもそこまで夫婦間がギクシャクすると、政略結婚の意味がないような。

「凄く勉強になった」

「であろう、ヴィルマよ。話を戻すが、カチヤもたまには実家のことを気にかけた方がいいぞ」

「わかった。でも、今の親父と兄貴の一番の懸念は、マロイモの出来だと思うな」

「確かに……」

　可能な限り古い畑の土は移したけど、新しく拓ひらいた畑もあるからな。

　土作りが終わるまではちゃんと面倒を見なければならないと思っているはず。

「ちょっと、貴族らしくないわよね」

「イーナ、それは今さらというか……俺の実家は張り切っているけど」

「ヘルマンさんが？」

「そう、ヘルマン兄さんがね」

　当主がヘルマン兄さんに代わってから、領地の開発を第一に奮闘しているバウマイスター騎士爵家であったが、最近ようやく成果が出始めて状況が落ち着いてきた。

　そんな時、隣に昔の自分たちよりも貴族らしくない貴族家が転封してきて、バウマイスター伯爵家から面倒を見てほしいと頼まれた。

　ヘルマン兄さんたちは、張り切って色々と手助けをしているそうだ。

「なんか、その光景が目に浮かぶようね」

「だよなぁ」

　表面上は『うちも忙しいんだけどしょうがないなぁ』とか言いつつ、『うちも他よ所その貴族に〝貴族とはこういうもの〟と教えることができて嬉うれしい』とか、きっとそんな感じなのだと思う。

　あと、バウマイスター騎士爵家もオイレンベルク家も、主な産業は農業だ。

　生産量を増やしているハチミツとマロイモを使った蒸留酒の製造などで一致協力していくことになったそうだ。

　ハチミツとマロイモで、日持ちするお菓子を作って売り出す計画もあるらしい。

　こういうコラボは、日本の地方名産品にもあったような気がする。

「領地の移転もあって、経費がかかりそうね。大丈夫かしら？」

「うちの実家、意外と金は持っているんだよ」

　カチヤによると、貴族らしくない、でも歴史は異常に長いオイレンベルク家は意外と金を貯ため込んでおり、それを放出して開発を進めているそうだ。

「確かに、持参金とか凄かったものね」

　結婚式はアットホームで物産展ぽかったけど、オイレンベルク家は、昔のバウマイスター騎士爵家なら躊ちゅう躇ちょするほどの持参金を出した。

「うちの現金収入源って、マロイモと少しの商品作物の販売益だけなんだけど、領内に住んでいるとお金なんてほとんど使わないんだよな」

　お金を使うのはたまに外へ買い物に行く時くらいで、さらに大きかったのはオイレンベルク家が成立して以来、碌ろくに他の貴族とつき合いをしてこなかった点にある。

　なにしろオイレンベルク家は、寄親であるブライヒレーダー辺境伯家とだってほとんどつき合いがなかったのだから。

『オイレンベルク卿、この金貨は、帝国との停戦直後に発行された新金貨の前の金貨ですよね？』

『昔から、金庫に入っていましたね。先祖が農作物を売って手に入れたのでしょう』

　そういえば、持参金の中に見慣れない金貨があり、ブライヒレーダー辺境伯に見せると、それは大昔にヘルムート王国が発行していた旧金貨だということだった。

　歴史は長いが、中央の世情にほとんど関わらないオイレンベルク家は、旧貨幣を新貨幣に交換していなかった。

　年寄りがタンス預金で、聖徳太子の一万円札を持っているのに似ているかもしれない。

『レートはいくらだったかな？　もう二百年以上も前に作られなくなった金貨で希少価値がありますから、私も欲しくなりました』

『どうぞ、沢山ありますので』

『オイレンベルク家は、うちと同じくらい続いていますからね』

　とはいえ、ブライヒレーダー辺境伯家は家の規模に応じて出費も多く、それに王家から旧金貨を新金貨に交換しろと言われて断れるはずもない。

　これだけの旧金貨を『収集』ではなく『貯蓄』していたオイレンベルク家に、ブライヒレーダー辺境伯は感心するやら、驚くやらであった。

　王国も帝国も、停戦後に交易で面倒がないように双方が貨幣を新造して金の含有量などを合わせている。

　当時の王国は、鋳造し直すため旧金貨と新金貨の交換をかなり強引に行ったそうだ。

　そこからも漏れてしまい、ただ千年以上も贅沢もせず金を貯めていたオイレンベルク家とは、実はかなり凄い貴族なのかもしれない。

　少なくとも、うちの実家とは違って持参金で苦労した様子は見受けられなかったからだ。

「そういえば、そろそろ『結納』だったな。緊張してきた」

「大丈夫ですよ、そんなに大それたことはしないので」

　エルとハルカの結婚にあたり、ミズホは日本に似た文化なので結納の式が行われる。

　当然、ヘルムート王国ともアーカート神聖帝国とも様式が違うので、その準備でエルも色々と大変なようだ。

　これは、たかが家臣の結婚ではなく、バウマイスター伯爵家とミズホ公爵家との友好の第一歩なので、当然バウマイスター伯爵家も気合を入れて支援している。

「全部、ローデリヒに任せているけどな」

「ヴェル、ちょっとは手伝えよ！」

「嫌だ！　俺は他にいくらでも貴族らしい、貴族にしかできないと言われて押しつけられている仕事があるんだ！　エルは自分が結婚するんだから、そのくらいは自分でやれよ！」

「珍しく正論を……実は、ほぼ準備は終わったんだが……」

「じゃあいいじゃないか」

　トンネル開通以降、エルは慣れないミズホの風習に振り回されていた。

　結婚が大変だなんてどの世界でも同じ。

　頑張ってくれとしか言えない。




「どうしたんだ？　カチヤ」

　みんな朝食が終わり、アマーリエ義姉さんが淹いれたお茶を飲んでいると、カチヤが少し浮かないというか不思議そうな表情をしていたので、俺は声をかけた。

「なあ、旦那。気のせいか、あたいの魔力が増えたような気がするんだけど……」

「ああ、それね……」

　元々カチヤには魔力があった。

　結婚前の魔力量が真の限界値だったらバレなかったんだろうけど、当然そんなわけがなく。

　俺とそういうことをすると、魔法使いとしての才能に目覚め魔力量も増えるか、これまでと同じく魔力がないまま、の二通りしかなかった。

　前者がエリーゼたちで、後者はアマーリエ義姉さんか。

「あたいもそこまで魔法に詳しいわけじゃないけど、ちゃんと冒険者予備校で習ったぜ。一度成長が止まった魔力量が再び増えることはあり得ないって」

「まあ、普通はそうだよな」

「だろう？　旦那、これはどういうことなのかなってさ。旦那と結婚してから、毎日徐々に魔力が増えていっている感覚がある。狩猟や訓練で魔力を使っても、威力と保もちが結婚前と全然違うからな。あたいなんて、今までは『加速』を多く使いすぎると午前中で魔力切れなんて珍しくなかったけど、今は普通に夕方まで保つから気がつかないわけがない」

　カチヤは元々魔力が少なく、さらに使える魔法がスピードを増す『加速』と、高所から地面に降りる時に作る風のクッションのみであった。

　魔力量が増えれば、魔法を使える回数が増えて当たり前か。

「それはですね、カチヤさん」

　ここで、俺の代わりにエリーゼが教える流れになった。

　その前に、彼女はカチヤのカップに熱いマテ茶を注ぐ。

「カチヤさんは、もうそれとなく気がついていると思いますが、バウマイスター伯爵様の妻となり、夫婦としての日々を過ごすと、魔力が具現化したり、成長限界に達していた魔力量が増える人が多いというわけです」

　俺と性行為をすると魔力量が増える女性が一定数存在するのだと、エリーゼはカチヤに説明した。

「つまり、ヴェルとすると魔力量が増える人がいるわけ」

「ルイーゼ、あまりストレートな物言いは下品よ。私たちは、貴族の奥方なのだから」

「でした、でした」

　エリーゼの話を補うように言ったつもりのルイーゼであったが、イーナから下品だと注意されてしまった。

「それと、ヴェンデリンさんの妻になった以上、他言はなしにしていただきたいですわね。たとえ、親兄弟にも」

「カチヤ、しぃ───」

　カタリーナは真面目に他言無用だとカチヤに釘くぎを刺し、ヴィルマは口の前に指を立てて『しぃー』というポーズを取った。

「言わねえし、言えないし。うちの親父と兄貴には重たい秘密だな。プレッシャーで潰れてしまうから言えないって」

「カチヤさんのお父君とお兄様は、そうかもしれませんわね……」

「胃に穴が開いちまうよ」

　あの小市民を絵に描いたような二人には、絶対に知らせない方が幸せという類たぐいの秘密であろう。

「でも、アマーリエさんはともかく、テレーゼはいいのか？」

　カチヤは、今のアマーリエ義姉さんの立場を知っている。

　だから、彼女に俺の秘密が知れても問題はないと思っていたが、元フィリップ公爵であるテレーゼに知られて問題ないのか、と聞いてきた。

「別に問題ない。俺はテレーゼが不用意に秘密を漏らすなんて思っていない。信用しているからな」

「ヴェンデリンに信じてもらえて嬉しい限りじゃな。もっとも、妾がそれを漏らせば、再び面倒な貴族の駆け引きに振り回され、せっかくの安寧の日々が台無しになると理解しているからでもあろうが」

「テレーゼ、ここは自分を信じてくれた俺に感謝するだけにしてよ」

「それは当然感謝しておるよ。ついでに言うのなら、妾は最近夜は暇なのじゃがな」

「えっ？　夜？」

「おうよ。独り身の女性の部屋に男性が遊びに行くと、必ずあるであろうことを期待しての発言じゃ」

「必ずあるっ！」

　秘密は漏らさないけど、これからは夜にも遊びに来てほしい。

　随分と大胆なテレーゼからの要求を聞き、この中では年上の方なのにあまりその手の知識がないカチヤは顔を真っ赤に染めていた。

　もう普通に夫婦生活を送っているのだけど……。

「もう一度念を押しておくが、漏らすなよ」

「いくらあたいがバカでも、それはわかる」

「バウマイスター伯爵家の縁戚になったオイレンベルク家じゃが、事情が事情なのでヴェンデリンを出し抜こうと考えている貴族たちから脇が甘いと思われているはず。気をつけるに越したことはないな」

「家族には言わない。でも、テレーゼはやっぱり貴族だよな。あたいはこの話を聞いた時、最初に絶対に同業者に漏らせないなって思ったから」

　カチヤは説明を続けた。

「女冒険者ってのは、もしかしたら男性冒険者よりも実力に拘こだわるからな。拘らなきゃやっていけないし」

　この世界の女性の大半は、『よき妻、よき母』であることを求められる。

　魔法使いとしての才能があるとかなら話は別だが、なければ普通に嫁いでほしいと親や親族は願うわけだ。

「女冒険者ってのは、まずその抵抗を突破してなっているからな。勿論、将来は結婚して、子供も産んでとか、普通の女性の幸せってのを考えるけど」

　男性冒険者とはちょっと事情が違い、女性冒険者には色々と面倒事が多い。

　女性ということで男性冒険者に侮られ報酬の分け前を減らされたり、無報酬で飯炊き、洗濯、装備の簡単な修繕などをやらされたりと。

　他にも、警備隊などの治安組織の目が届かない場所で仕事をするので、女性特有の犯罪に巻き込まれるなんてケースもあった。

「だからさ、女冒険者って団結するわけだ。こんな凄い情報、たとえ一人にでも漏れたら、あっという間に大陸中の女冒険者に広がるぜ」

　そして、多くの女性冒険者が俺に『結婚して！』か『抱いて！』と迫ってくる。

　これ以上の悪夢は存在しないであろう。

「もし魔法が使えるようになったら、結婚前に稼げますからね」

　エリーゼならそれだけを考えるのであろうが、実はもう一つあった。

「大半の女冒険者はそう思うかなぁ……年齢による衰えが関係ない魔法があれば、もし独身を貫くにしても安心できるって考える」

　魔法があれば、冒険者予備校でのアルバイトでも生活には困らないからな。

「自分が結婚できない将来も考えるってわけね。世知辛いわ」

「そうは言うけどよ、イーナ。女冒険者で独身の奴って意外と多いから。それで、同じ境遇の者同士集まるって寸法だ」

　地球の一部の国などとは違って、この世界では独身女性への世間の目が厳しい。

　彼女たちは一致団結する傾向にあるってわけだ。

「いつか結婚できるかもしれないけど、できなかった時に備えて、定期的に集まって情報交換をしたり、後輩などに役立つ情報を教えることもあるんだ」

　女冒険者の集いか。

　互助会や労働組合の代わりなのかもしれない。

「私、そんな集いに出たことない」

「ヴィルマは、しゃあないだろう」

　あのエドガー軍務卿の養女であるし、俺の奥さんなので、彼女はバウマイスター伯爵家の庇ひ護ご下にあると言ってもいい。

　女冒険者同士のそういう集いに呼ばれる前に結婚してしまったというのもあるのか？

「でも、おかしい。元冒険者で結婚後に一般人に戻った人や、結婚後も冒険者を続けている人の集まりの話を聞かない」

「既婚の女冒険者や元冒険者の集まりってのもあるけどな。独身者の集まりとは交流がないってだけで」

「やはり、仲良くできませんのね」

「生活とかが全然違うってのもあるからな。年齢が上の人たちは……まあ、そういうことさ」

　カチヤが、なんとも真実を言いにくそうだ。

　結婚できたり、子供が生まれた同性の同業者や元同業者に隔意があって、独身者の集まりで上位にいる人たちが後輩にも交流を禁じているとか？

　こういう場合、直接交流を禁じなくても、みんなが空気を読んで接触しないのかもしれない。

　女性の集まりってのは、俺も前世で経験あるけど色々とあって大変そうだなと思う。

　いつもは明るい女性社員が、『一いち宮みやさん、女性の敵は女性なんですよ』と真顔で言っていたのを思い出した。

「旦那のことは絶対に言えないし、あたいは結婚してしまったから、つき合いは途切れそうだな」

　冒険者になってから数年、世話にもなった独身の女冒険者の集いから自分は除外されるであろう。

　それがわかったカチヤは少し寂しそうだった。

「え───っ、そこは喜ぼうよ。せっかく結婚して抜け出せたんだから」

「あのな、ルイーゼ。あたいみたいなジャジャ馬を、可愛いと言って貰ってくれた旦那には感謝しているし、あたいは今の生活にも満足している。でもな、これまでの生活も悪くなかったのは確かなんだ」

　なまじ若くして冒険者として実力者になったカチヤは、最悪自分は結婚できないかもと思っていたのかもしれない。

　そんな彼女からすれば、独身の女冒険者の集まりが楽しかった思い出なのは事実というわけだ。

「でも、そこにいると永遠に結婚できなさそう」

「それを言うなよ！」

　間違いなく事実なのであろうが、それを口にするのは絶対に駄目だと、カチヤはルイーゼに対し声を荒らげた。

「あの、ではどうしてお知り合いの方々を結婚式に呼ばなかったのですか？」

「エリーゼ、それを聞いてしまう？」

　俺とイーナにはわかっていた。

　なぜ、カチヤが同業者の独身女冒険者たちを呼ばなかったのかを。

「オイレンベルク領は遠いし……なあ、イーナ」

「交通費と滞在費の問題もあるわね」

「ですが、カチヤさんのお友達の方々も、参加者の男性とお知り合いになるいい機会でしたのに」

　エリーゼは優しいから、きっとカチヤの知り合いである独身女性冒険者たちと、結婚式に出席した独身男性参加者たちとの、いい出会いの機会になったのにと思っているはず。

　だが、先日のあの物産展モドキの式では、ミスマッチが起きて上手くいかなかったと思うのだ。

「実力のある冒険者の方でしたら、仕事でバウマイスター伯爵領に来ていた方もいたのでは？　そういう方でしたら参加できたかもしれません」

「どうかな？　カチヤ」

「あたい、招待状と手紙は出したんだよ。一番世話になった先輩は、その時ちょうど指名依頼で遠方の、それも人里離れた魔物の領域に籠こもって仕事をしていたってあとで聞いてさ。いやあ、残念だったなぁ……」

　カチヤは、それでも一番世話になった先輩に招待状を送ってはいたようだ。

　たまたま仕事で来れなかったのは残念だと、本当に心から残念そうにエリーゼに説明した。

「そうだったのですか。それは残念でしたね」

　エリーゼは早くに結婚してしまったので、きっと独身女性冒険者たちとは根本的に合わないはず。

　勿論エリーゼに隔意などあるわけがなく、むしろ彼女たちに優しくしようとするであろう。

　ところが、ある意味拗こじらせている彼女たちからすると、その優しさが嫌みだったりするのだ。

　双方の隔たりは大きい。

　カチヤは、その先輩女性冒険者が結婚式に来られなかったことを残念に思うのと同時に、実は安あん堵どしているのかもしれない。

　本人には聞けないけど、多分そうだろうなとは思った。

「ねえ、カチヤさん。その先輩冒険者の方って、リサっていうのかしら？」

「えっ？　どうしてアマーリエさんが知っているんだ？」

「あのね、今、バウルブルクの冒険者ギルド経由でカチヤさんにお手紙がきたんだけど、その差出人がリサって方みたい。ほら」

　アマーリエ義姉さんが屋敷の使用人から預かってきた手紙の差出人のところには、確かにリサと書かれていた。

　それにしても、このバウマイスター伯爵領に手紙を出せるなんて、かなり稼いでいる女性冒険者なんだなと俺は思った。

「高額の手紙を後輩のために出すなんて、優しい先輩なのね」

「どうかな？」

　あれ？

　アマーリエ義姉さんは、後輩に手紙をくれた先輩に感心していたけど、差出人であるリサという名前を聞いてから、段々とカチヤの様子がおかしくなっているような……。

「私もバウマイスター騎士爵領にいた頃、実家に手紙を出すのが大変だったもの。運賃が高いから」

　日本とは違ってこの世界では郵便制度が整っておらず、遠方の人に手紙を出す場合、高額の運賃がかかる。

　商人が魔導飛行船の定期便で遠方に荷を運ぶついでに手紙は運ばれるが、お上の援助はないので必ず利益を取る。

　なので、手紙を送ると軽く銀貨数枚、日本円で数万円かかることも珍しくなかった。

　交流が増えつつあるとはいえ、帝国に手紙を送る場合はもう一つ二つ運賃の桁が上がるであろう。

「私が実家に手紙を出せたのは、ヴェル君がお金を出してくれたから」

「ほほう、アマーリエには随分と優しいの」

「テレーゼさん、当時の俺は義弟として善意でですね」

「そこで、妙な敬語になっている時点でわかりやすいの。別に、ヴェンデリンが義姉好きでも妾は問題ないと思うぞ」

「そんなおかしな属性を俺につけるな！」

　これ以上、俺の変な評判が立ったらどうするんだ！

「ヴェル様」

「どうした？　ヴィルマ」

「カチヤが変。まるで生まれたての子鹿みたい」

「子鹿？」

　ヴィルマがおかしなことを言ったのでカチヤの方を見ると、彼女は先ほど受け取った、お世話になっている先輩女性冒険者からという手紙を読みながら、まるで小型犬か小動物のように震えていた。

　一体、なにが彼女をここまで動揺させているのであろうか？

「こんなカチヤさん、初めてですわね」

　震えているカチヤなんて、カタリーナのみならず俺も見たことがない。

　常に元気なのがカチヤだからな。

「お世話になった先輩ですよね？　どうして震えるのでしょうか？　カチヤさんが独り立ちするのを助けた、きっとお優しい方でしょうに……」

「うん、そうだね」

　やはり、エリーゼには理解できないんだろうなと思う。

　確かに、これまで色々とお世話になった先輩なのであろう。

　カチヤも今では凄腕だが、ペーペーの頃は苦労もあったはずだ。

　そんな彼女を助けた女性冒険者、悪い人ではない……と思いたい。

「でも、先輩よりも先に結婚しちゃったからね。あえて手紙を寄越したということは、なにか、理不尽な要求……うぐっ！」

　ルイーゼが余計なことを言おうとしたので、急ぎエルとハルカが彼女の口を塞ふさいだ。

「だって、そうとしか思えない」

「でも言うなよ」

「そうではないかもしれませんし」

「いやだって、あのカチヤの震えようを見たらさ」

　俺もルイーゼとほぼ同じ考えだが、念のためちゃんと話を聞いておかないと。

「カチヤ、急に震えてどうしたんだ？　俺はカチヤの夫になったのだし、妻の悩みは夫の……」

「旦那ぁ───！」

　俺がカチヤに声をかけると、彼女は目に涙を浮かべながら俺に抱きついてきた。

　とてもいい匂い……じゃなくて！

　なにがここまで彼女を怖がらせたというのだ？

「手紙の送り主であるリサって人の件か？　手紙になにか書いてあったとか？」

「大変だ！　姉御があたいの様子を見に来るって！」

「姉御？」

「あたい、リサ先輩のことを姉御って呼んでいるんだ。こんな業界だから、男性冒険者に舐められないためって理由もあって」

　『リサさん』とか『先輩』だと、荒くれも多い男性冒険者たちに舐められるからってわけか。

「なるほどな。だから、カチヤも自分を『あたい』って呼ぶのか」

「それは物心ついてからずっとだ」

「昔からかよ！　カチヤの実家はある意味凄いな！」

　貴族の家に生まれた娘が、どうして子供の頃から一人称が『あたい』なんだよ！

　おかしいじゃないかと、エルが珍しく常識を説いていた。

　でも、今はそんなことはどうでもいいんだ。

　昔から、ちょっと言葉が荒いのに可愛い子って、ギャップ萌もえして最高だし。

「あたいさ、実は魔力があるのが判明したのは、実家を出てからなんだよ」

「えっ？　水晶玉と魔法の書籍は？」

　俺の実家ですら、魔力の有無を判定する水晶玉や魔法に関連する書籍が置いてあったというのに。

　さすがは、寄親にも認識されていなかった貴族領というわけか。

「だからさ、あたいが王都の冒険者予備校に入学した時……あたいは貴族出身なのを隠したかったし、王都に憧れがあったから、思い切って王都に出たんだ」

　そこで、カチヤは同級生から水晶玉で魔力を測定していなかったことに驚かれ、慌てて予備校にあった水晶玉を使用。

　ここで初めて、魔力があると判明した。

「十四の時だったかな」

「十をすぎて魔力があるのが判明するケースは珍しいですわね。ですが、あまりカチヤさんの噂うわさは聞きませんでしたわね」

　そういう珍しい人物の噂は、必ず校内に流れるはず。

　たとえ、それが別の場所にある予備校でもだ。

　ところが、カタリーナも、俺たちもカチヤの噂を聞いたことがなかった。

「魔力があるって判明したとはいえ、中級には届かない程度だ。あとは、予備校時代に魔法を覚えられなかったんだよ」

　講師の教え方が悪かったのか、それとも相性の問題か。

　カチヤは在学中に魔法を覚えられなかった。

　魔力量の増加もすぐに止まってしまい、魔力はあるけど魔法は使えないまま冒険者になってしまったそうだ。

「最初はなかなか稼げなくて苦戦してな。そんな時に姉御に出会ったんだよ」

　リサという魔法使いは有名な人らしい。

　俺は知らなかったが、ブランタークさん曰いわく『伯爵様は本当に他の高名な魔法使いに興味ないよな』と言われているくらいなので仕方がない。

「あたいは魔力が少ないから、高名なブランターク様に魔法を教えてもらえるわけもなく、姉御も有名人だったけど、あたいが女だから親身になって教えてくれたんだ」

　魔力があっても、自分に使える、合う魔法がなかなか見つからない人がいる。

　見つかっても、魔法の発動や上手な使い方に苦戦する人もいる。

　それは個々の才能に比例するが、昔のカチヤはとにかく魔法の才能がなかったという。

　厳しい鍛錬の末にようやく今の戦闘スタイルを獲得し、今では飛竜、ワイバーン専門の冒険者として有名になることができた。

「姉御の指導のおかげというわけさ」

「リサさんとは、とても素晴らしい方なのですね。カチヤさんもとてもいい方に出会えてよかったですね」

「ああ……うん……」

「参考までに、どのようなご指導を受けたのですか？」

「あの時は……」

　ここでまた、カチヤが小刻みに震えだした。

　今度は顔に冷や汗が流れている。

　きっとリサって女魔法使いは優秀ではあるが、賛否両論というか、単純にその人格を推し量れる人ではないようだ。

　エリーゼは性善説に従って考えるので、カチヤの才能を引き出したリサという女魔法使いを、とてもいい人だと思っているのであろう。

「カチヤ、あの辛く苦しい修行の時は終わったんだ。だから安心おし」

「そうだった！　あたいはもう自由なんだ！」

　俺が優しくカチヤの肩に両手を置くと、ようやく彼女は現実の世界に戻ってきた。

「というか、どれだけ酷ひどい目に遭ったんだろうな？」

　カチヤの震えように、エルは若干顔を引きつらせていた。

「ですが、その苦しい修行が今のカチヤさんの実力を形作っているのでしょうから、全面的にリサという方を批判するのもどうかと思います」

「鍛錬って、基本的に厳しいものだからな。限度があるけど……」

　エルが、まるで厳しい部活動のようなことを言った。

　冒険者稼業も色々と厳しいので、リサという人のシゴキも無駄ではなかったのは確かか。

　第一、カチヤが男性冒険者と対等に渡り合える精神力を身につけたのだって、そのシゴキのおかげかもしれないのだから。

　そういえば俺もルイーゼも、導師から酷い目に遭ったからな。

「それで、その厳しくも優しい面もあるというリサさんが来ると」

「そういうことのようですね」

　一言で言うと、アマーリエ義姉さんの言った結論となる。

　よく面倒を見てくれた先輩女性冒険者が、新婚のカチヤに会いに来る。

　わざわざ王都からバウルブルクまで、時間と高額の交通費をかけてだ。

「一見、とてもいいお話に聞こえますわね」

「いい話じゃないの？」

「カチヤさんの反応を見ていると、とてもそうは思えませんけど……」

　カタリーナの言うとおり、きっといまだ独身のリサという女魔法使いが、小こ姑じゅうとよろしくカチヤに色々と……これ以上は怖くて想像もしたくないな。

　イーナも複雑そうな表情を浮かべた。

「旦那ぁ、同席してくれるよな？」

「いやあ、それは……」

「駄目なのか？」

「ほら、そのリサって人は、いくら有名な魔法使いでも信用できるかわからない人だから」

　俺は別に構わないと思うのだが、ローデリヒがどう判断するかだよな。

　優秀な魔法使いは社会的な地位が高いので、まったく面識がない人物でもすんなりと屋敷に入れてもらえるかもしれない。

　ただ、俺も今では大貴族バウマイスター伯爵だ。

　もしその魔法使いが俺と敵対している貴族の差し金で、俺と顔を合わせた途端、俺に害をなそうとするかもしれない。

　そんな可能性はまずないと思うが、ローデリヒからすれば俺の安全には万全を尽くさなければならない。

　さらに言うと、カチヤはバウマイスター伯爵家に嫁いで間もない。

　これがエリーゼたちの知人、友人なら簡単に屋敷に入れるであろうが、ローデリヒがカチヤに『大変申し訳ないのですが、屋敷の外で会ってきていただけますか？』と言う可能性がとても高かった。

「そうですね。そのリサという方がどういう人なのかよくわからないので……私も、高名な冒険者にそれほど詳しくもなく……」

　エリーゼとしても、怪しげな人物を俺に近づけさせるわけにはいかないと、カチヤに対し申し訳なさそうに話した。

「もう少し時間が経てば、ローデリヒさんもリサさんという方について情報を得て、このお屋敷に招待しても構わないと言うと思います。今回だけは……」

「え───っ！　姉御と二人きりかぁ───！」

　エリーゼからの最終宣告を聞き、カチヤは絶望の混じった声をあげた。

「数年のつき合いで実質、魔法の師匠なのに、そんなに二人きりで会うのが嫌なの？」

「普段なら構わねえけど、あたいが新婚なのが問題なんだよ！」

「そこが一番の問題なの？」

　イーナにはわからないかもしれないけど、そこが一番の問題なのは俺にも理解できてしまった。

「ああ、姉御は独り身だし、今いい関係にある男性もいないし、これからも結婚する予定は……少なくともあたいは聞いてないかな……」

　カチヤによると、リサという人は今も独身だし、将来も結婚できる可能性が低いらしい。

　そんな同性の先輩と二人きりで会うのか……。

「誰か！　あたいと一緒にさぁ！」

「「「「「「「「無理！」」」」」」」」

　当然、俺たちはカチヤの要請を全力で拒否した。

　好き好んで地雷原に飛び込む奴なんて、この世に存在しないからだ。

「ごめんね、私もちょっと無理かな」

「そんなぁ……」

　最後の望みの綱であったアマーリエ義姉さんにも断られてしまい、カチヤはいつ来るかわからないリサという先輩女性冒険者の影に怯おびえるようになるのであった。





第四話　リサ襲来







「有名な魔法使いで名前はリサ？　ああ、よく知っているさ」




　カチヤに手紙がきてから数日後、ちょっと時間が空いたので中庭のテーブルでみんなで寛くつろいでいると、俺の魔導携帯通信機にブランタークさんから通信が入った。

　ブライヒレーダー辺境伯からの手紙を届けたいというので、俺が『瞬間移動』で迎えにいって用事はすぐに終わったので、ついでとばかりブランタークさんにリサのことを聞いてみた。

　ベテラン冒険者でもあるブランタークさんは顔も広く、リサのことをよく知っていると答えた。

「『ブリザードのリサ』ってな。まあ、色々と有名な奴さ。前に、伯爵様にも話したことがあるぞ。ほら、ヘルター元公爵との決闘騒ぎの時に……」

「『優秀な代理人を得たのでは？』の候補に入っていた人か！」

　確かに、『ブリザードのリサ』の名は聞いたことがあった。

　公爵様が俺との決闘で代理人として出すと思われた実力者候補として、真っ先にブランタークさんの脳裏に浮かんだ人物だ。

「へえ、あいつが人に教えることなんてあるんだな」

「よくご存じなのですか？」

「知っているといえば知っているか。あいつが新人冒険者の頃に、俺も少しだけ教えたことがあるんだよ。人に魔法を教えるようなタイプじゃないと思っていたんだが、カチヤの嬢ちゃんにねぇ……人ってのは、わからないものだな」

　ブランタークさんの視線の先には、俺たちの話に加わらず、中庭で一人鍛錬に勤いそしむカチヤの姿があった。

　いつリサが来ても対抗できるように……そんなわけではなく、いつ彼女が来るか不安なので、鍛錬で気を紛らわせているらしい。

　手紙では、日本の電話やメールのようにいついつに来るなんていう事前の細かい連絡は不可能だからな。

　カチヤにも携帯魔導通信機を貸しているけど、リサという人は持っていないので連絡のしようがない。

　もし連絡できたとしても、今のカチヤを見ると絶対にしないような気もするけど。

「さすがはお師匠様。そのリサという方にまで魔法を教えた経験がおありとは」

　さすがはブランタークさんだと、カタリーナがその顔の広さを感心していた。

　ブランタークさんの顔の広さは、冒険者の中でも屈指なのは知っていたが、そんな高名な人に魔法を教えた経験があったとは。

「姉御が、ブランタークさんから魔法を教わった話なんて聞いたことがないな」

　これまで現実逃避的に鍛錬に集中していたカチヤが、こちらにきてブランタークさんとの話に加わってきた。

「あいつが駆け出しの頃に、ほんの少しだけだからな。それにしても、あいつ、自分のことを姉御なんて呼ばせているのか」

「『師匠』って呼ぶと、ババ臭いイメージになるから嫌なんだって。姉御以外の呼び方だと怒られるんだよ」

「よくわからねえ理屈だな。姉御も師匠も変わらねえと思うけどな」

　リサはカチヤには意地でも姉御と呼ばせ、他の呼び方だと怒るのだそうだ。

　俺も『姉御』という呼び方の方がババ臭い気がするが、本人が気に入っているらしいので、それを他人がどうこう言っても意味はないか。

　俺は師匠のことは師匠と呼んでいるけど、あの人は年齢よりも若く見えたし、それなのに威厳のようなものも兼ね備えていたような気がする。

　語り死人だったから、年は取らないってのもあったと思うが。

「呼び方にそこまで気を使うってことは、結構なお年？」

「ヴィルマは相変わらず容赦ねえな。あたいの口からは、あまり姉御の個人情報は言えないな」

「言うと、あとが大変？」

「それも言えねえ！」

　カチヤは、意地でもブリザードのリサの年齢を言わなかった。

　ヴィルマもしつこく聞かなかったが、質問の仕方が巧妙でそれとなく理解できてしまった。

「そういえば、いつカチヤに会いに来るんだろうね？　手紙だとそんなに遠くない日って感じだけど」

「詳細な日時がわからないからもどかしい。王都から魔導飛行船でこのバウルブルクに来たとしても、すぐには会いに来ないと思うんだ。姉御は、仕事のできる冒険者だし」

「ここの冒険者ギルドに挨拶とかもあるか」

「そんなところだな」

　カチヤの様子から見て、リサという人は相当癖のある女性なんだなとは思う。

　それでも女の身で、超一流の魔法使いであり冒険者でもあった。

　そういう人が指名依頼があったわけでもないのに拠点である王都を長期間離れ、このバウルブルクに移動するわけだから、王都とバウルブルク双方の冒険者ギルドに顔を出し、その所在を知らせるくらいはするはずだ。

　実力のある冒険者には指名依頼が入るケースも多く、ギルドもなるべくその居場所を把握しておきたいからだ。

「姉御、実力は凄すごいからな」

「実力『は』って言い方で、普段の様子が容易に想像できるようなできないような……でも、独身なんだよね？」

「そこは、姉御は気が強いから……」

　仕事ができる女性冒険者、それも彼女の場合、魔法使いなので単独で稼げてしまう。

　こういう人は、得てして男性が近寄らないケースが多かった。

　変な男と結婚するくらいなら、一人で稼いで面白おかしく暮らすというやつだ。

　実は、実力がない女性冒険者の方が早くに結婚してしまう場合が多い。

　自分の実力では女一人で食べていくのが難しいと理解できるからこそ、多少相手に妥協しても……という発想が生まれるからだ。

　この辺の事情は、誰に聞かなくても理解できる。

　そういえば、前世の商社でもやり手で稼ぐ女性管理職の人ほど、独身率が高かったような……。

　一度飲み会で、婚活というものに参加してみたが碌ろくな男がいなかったと、酒を呷あおりながら愚痴をこぼす女性の上司を、男性上司が面倒がって俺に押しつけたことがあった。

　彼女に明け方までつき合わされ、途中で逃げるわけにもいかない俺は半分魂が抜けた状態で彼女の話を聞く羽目になった。

　きっと、あれ以上の不幸はそう存在しないであろう。

「姉御の場合、結婚願望は凄いんだよ。相手がいないだけで……」

「でもあいつ、昔からすげえ気が強かったからなぁ……無理じゃねえ？」

　ブランタークさんは、リサという人と接した過去を思い出しながらポツリと呟つぶやいた。

　元の性格もあるかもしれないが、冒険者という仕事の特性上、男になんて舐なめられて堪たまるかという態度をとる女性が多いのも女冒険者の特徴だ。

　そうしないと生き残るのが難しく、だが、そうしてしまうと婚期が遠のく。

　女性冒険者とは、非常に難儀な商売なのだ。

「かなりの美人ではあるんだがな……」

「へえ、そうなんですか」

「伯爵様が嫁に貰もらってみるか？」

「いえ、いいです……」

　リサという人は、同じ女性冒険者兼魔法使いとして活動していたカタリーナに比べると、どこか地雷臭のようなものを感じてしまう。

　カタリーナの場合、これで色々と可愛かわいい部分があるのだ。

　あとは、俺と同じボッチ属性で共感が湧くというのもあるのか。
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「なるほど、いつリサが来襲するかわからなくてヤキモキするから、カチヤの嬢ちゃんは懸命に鍛錬に励んでいたと。現実逃避だよなぁ」

「ううっ……あたいには、そのくらいしか思いつかねえから」

「気持ちはわからないでもないな。それで……」

　突然、ブランタークさんが険しい表情になる。

　彼の視線の先を見ると、隣のテーブルでアマーリエ義ね姉えさんとテレーゼが楽しそうに話をしていた。

　この二人、俺たちの中では年齢が近い方であり、トンネル騒動の前からテレーゼがアマーリエ義姉さんから料理を習ったりで一緒にいることが多く、友人関係になっていた。

「この水晶玉、私の実家にもあったわ」

「帝国でも、貴族の家には必ずあったの。魔法使い発掘のためにの」

「これはこのお屋敷の水晶玉なの？」

「おうよ、ちょっと拝借しての。試したいことがあるのじゃ」

　楽しそうに話をする二人のテーブルの上には、俺が子供の頃に魔法使いの素質を探るために使用した水晶玉があり、テレーゼがそれに両手をかざしていた。

　水晶玉は、綺き麗れいな虹色に輝いている。

「手をかざすと虹色になるのよね。私も子供の頃にそうなったのを覚えているわ」

「そして、魔法の才能があるとこれが消えるわけじゃ」

　テレーゼが両手をかざしている水晶玉から虹色が消え、これは彼女に魔法使いの才能があることを示す。

　テレーゼに魔法の才能が！

　俺とブランタークさんのみならず、全員に緊張が走った。

　テレーゼ本人はとても楽しそうにしている。

　さすがは、元公爵様とでもいうべきか。

「体が熱くなってきたの」

「凄いわね。前にヴェル君から聞いたとおりね」

「妾わらわも、子供の頃には魔法使いになりたくて堪らなかったからの。屋敷に置かれていた水晶玉に手をかざし、本を読んで遊んだものよ。魔法の鍛錬方法など、そこいらの魔法使いよりもよっぽど本を熟読して勉強したわ」

　テレーゼも子供の頃に魔法使いを夢見て、それが叶かなわなかった口らしい。

　それが今、魔法の才能があると判明し、とても嬉うれしそうな笑顔を浮かべている。

「その時は駄目だったのよね？」

「二十歳を過ぎて、魔法使いの才能が出るか。これは嬉しい誤算じゃの」

「凄い、こういう風になるのね。私も魔法を使えればよかったのに」

「隠れた魔法の才能か……。今のところは、ヴェンデリンでないと引き出せないものなのかもしれぬの」

「凄いけど、知られると大騒ぎになりそうな特技かもね」

「そうよな。そうおいそれと、他人に教えるわけにいかぬな」

　年上二人組は、その内容は物騒ながらも、わいわいと楽しそうに話をしている。

　今になって、テレーゼに魔法使いとしての才能が表れた。

　それがなにを意味するのか、ブランタークさんは気がついたようだ。

　そして、俺を呆あきれたような目で見た。

「伯爵様……」

「あはは……俺もブランタークさんと同じ男だったということで」

「そこで、俺は関係ないだろうがよぉ……」

　なんのことはない。

　ただ単純に、俺とテレーゼがそういう関係になってしまっただけだ。

　先日、テレーゼがいつでも夜に来ていいと言ったので遠慮なく訪問し、さらにテレーゼが泊まっていけばいいと言ったので、ここで中途半端に遠慮するのも失礼に当たると思って泊まっていったというわけだ。

「随分とあっけなく手を出したな」

　ブランタークさん、随分とぶっちゃけた指摘だな。

　否定はできないけど。

「一見そう見えても、妾とヴェンデリンの間には、親善訪問団の時から長い男女の駆け引きがあったからの。ブランタークも、それを理解しているはずじゃが」

「ええ、随分とテレーゼ様が積極的でしたね。思い出しましたとも」

「妾の押しの強さと、フィリップ公爵位を捨ててまで受け身となった変幻自在な戦略の勝利というわけじゃ」

「はあ……」

　ブランタークさんが『それは、たまたま偶然そうなっただけでは？』という感じの表情をテレーゼに向けていた。

「まあ、ローデリヒ殿や奥方様たちに不満がないのなら、バウマイスター伯爵様の寄より親おやであるブライヒレーダー辺境伯家筆頭お抱え魔法使いである俺としては特に反対する理由も、権利もないですけど」

　自分にはなにも言えないと言いつつ、ブランタークさんは最後の防波堤であろうと思われるエリーゼたちに対し、テレーゼを受け入れる是非を尋ねていた。

「昔は色々と思うところもあり、時には女同士の言い争いや喧けん嘩かもありましたけど、それもいい思い出かと。すでにテレーゼさんは毎日のようにこの屋敷に滞在しています。現状追認のようなものだと私は思っています」

「おう、さすがはヴェンデリンの正妻よな。エリーゼは懐が広いの」

　テレーゼに褒められ、エリーゼは悪くないといった感じの笑顔を浮かべていた。

　さらにエリーゼからすれば、俺が帝国に居づらくなったテレーゼの身柄を引き受けた時点で、こうなる覚悟はしていたというわけだ。

　それと、もうフィリップ公爵ではないテレーゼに特に含む点もないそうだ。

「テレーゼさんの助言には助かっていますし」

　エリーゼは法衣貴族の娘なので、バウマイスター伯爵領の統治の補佐という部分では甘い部分が出てしまう。

　実は、それを密ひそかに補っているのがテレーゼであった。

　ペーターに負けたとはいえ、伊だ達てにあの大きな領地で独裁権を持っていたわけではないのだ。

　自分が表に出ると面倒になるのであくまでも密かに助言を行い、公式にはバウマイスター伯爵領にお世話になっている隠居様という姿勢を決して崩さなかった。

　その態度はローデリヒにも評価されており、エリーゼたちも一緒に料理などをする仲になっている。

「結局、トンネルの件はテレーゼの意見が一番正しかったのよね。最初からああしていれば、遠回りしなくて済んだのに」

「イーナよ。それは妾が部外者だから言えたことだぞ。為政者とは、時に考えすぎ、周囲の意見に引きずられ、結局回り道してしまうことも多い。最後に上う手まく軌道修正できれば問題ないのじゃが」

「それで結局、ヴェルがトンネル利権を取って解決ってわけだ。ブライヒレーダー辺境伯様にとっては失敗？」

「そうさの、ブライヒレーダー辺境伯が利権を取ると『寄親だからといって、お前ばかりずるいぞ！』と非難されかねん。それが嫌だったのであろう」

　テレーゼは、時にそういう嫉妬が貴族家を没落させる要因にもなるのだとルイーゼに説明した。

「旧オイレンベルク領の大半は譲渡されて、トンネル周辺に作る各種施設の建設と運営は任せられた。ブライヒレーダー辺境伯は十分に元は取っている」

「ヴィルマの言うとおりじゃ。上手くいってなによりじゃの。それにの、ブランターク」

「はあ……なんでしょうか？　テレーゼ様」

　すでに話は脱線しており、それにブランタークさんが気がついていないというか、別に俺とテレーゼがそういう関係になっても絶対に反対とは思っていないのであろう。

　その昔、前回の訪問親善団の時、面倒をみた少女が男性と結ばれることに複雑な想いがあるのかもしれないけど。

　まさか、すでに俺とテレーゼがそういう関係で、しかもエリーゼたち公認の仲だとは思わなかったのであろう。

　いや、俺も勝手にテレーゼとそういう関係にはならない。

　なぜなら、そんなことをしてエリーゼたちが怒ると怖いからだ。

「妾は、公式にはヴェンデリンの妻ではない。しかしながら、隠居後にバウマイスター伯爵領で世話になっている時点で、貴族たちは妾をヴェンデリンの愛人扱いする者も多かろう。扱いとしてはアマーリエと同じじゃの」

　周囲の人たちは『そういう関係なんだろうな』と思いつつ、それを表立って大声で言わない、批判しないというわけだ。

「そういう批判を封じ込められる力があるのじゃから、ヴェンデリンの好きにするがいいわ。妾は生活には困っておらぬし、子供が生まれたら、将来の保証さえしてもらえればなにも言うことはない。幸いにして、今のバウマイスター伯爵家には分家だの家臣家の枠だのが多く余っておる」

　自分の子供を、バウマイスター伯爵家の後継者にするつもりもないと言う。

　テレーゼ自身がその件で散々に兄たちと揉もめたので、自分の子をそういう立場にしたくないのであろう。

「妾はこれまでどおりじゃ。同じ境遇のアマーリエと仲良くやるから気にするでない」

「そうですか」

　テレーゼは、自分で俺の奥さんになるつもりがないと宣言する。

　あくまでも、非公式の愛人の立場を貫くわけだ。

　そして、これにブライヒレーダー辺境伯は文句を言えない。

　他の貴族たちも同じで、なぜならこういう立場の女性を抱えている貴族は多く、下手に非難するとブーメランとして自分に戻ってきてしまうからだ。

「というわけで、妾も魔法の鍛錬を頼むぞ」

「それが一番の問題なのに……ええ、他の奴になんて任せられないので俺がやるに決まっています。他の貴族に漏れると面倒だし……」

　ブランタークさんとしては、俺の奥さんが何人いても構わないが、いきなり魔法が使える奥さんが増えると、それを隠すのが大変なので勘弁してほしいというのもあるはずだ。

　でも、今回は仕方がない。

「秘密にしても、いつかは漏れてしまうもの。とはいえ、今は『遅咲きの魔法使いテレーゼ、衝撃のデビュー』のために、密かに特訓を受けるとするかの」

「テレーゼ様は、のん気でいいですなぁ……」

　本当、魔法少女アニメじゃないって……それを言っても、俺しか理解できる人がいないか。

「隠居した貴族など、みんなこんなものじゃぞ。責任がないからの」

　などとのん気なことを言いながら、テレーゼは水晶玉と体に魔力を流す鍛錬を続けている。

　初しょっ端ぱなから他人と会話をしながらそれができるということは、彼女が優れた魔法使いの才能を持つ証明でもあった。

「すげえ、あたいよりも圧倒的に才能がある」

　魔法の基礎から躓つまずいて苦労したカチヤは、テレーゼの魔法使いとしての才能に感心していた。

「ブランタークさん、あたいも魔力が増えているから教えてほしいんだけど。新しい魔法が使えるようになるかもしれないし」

　テレーゼに続き、カチヤもブランタークさんへの弟子入りを志願した。

　せっかく魔力が増えたので、新しい魔法を覚えたいというわけだ。

「それはいいんだけどよ。リサが怒らないか？」

「怒るかもしれないけど、あたいの魔力が上がった件がバレると問題あるんじゃないか？」

　リサという人は優秀な魔法使いと聞くから、カチヤと顔を合わせると彼女の魔力が増えたことに気がつく危険があるのか。

「まさか、永遠に会わないで済ますわけにもいくまい。ブランターク、魔力の増加を悟らせない方法を指南してはどうじゃ？」

「なくはないんですけど、カチヤの嬢ちゃんが覚えられない可能性の方が高いかなって。やってみないとわからないですけどね」

　また厄介な事案が増えたなと、ブランタークさんは面倒そうな顔をした。

「それで隠せたら問題ないが、バレたらバレた時と思うしかないの。そのリサというのが鈍いかもしれぬ」

「いやあ、そんなに世の中甘くないですよ。リサは優秀な魔法使いではあるんですよ」

　そういう言い方をされると、非常に厄介そうな人に思えてしまうな。

　どんな人なんだろう？

「お師匠様、私も手伝いますわ。やってみないとカチヤさんの資質もわかりませんので」

「それもそうか」

　カタリーナも二人の指導を手伝うことが決まった。

　彼女は正統派の魔法使いなので、訓練を手伝ってもらえるのなら大歓迎だ。

「秘密保持のためなら、導師でもいいんだが……」

「導師様は、あまり初心者の指導には向いていないかと……」

　十分に天才のカテゴリーに入るカタリーナをして、導師の指導方法にはついていけないという認識のようだ。

「うん、確実に向いてない。初心者じゃなくても人を選ぶもの！」

　過去に導師の修行を二年半も受けたルイーゼが、カタリーナの意見に賛同した。

　俺もその意見に賛成だ。

　第一、俺とルイーゼ以降、彼の弟子になれた者など一人も存在しないのだから。

『最近の若い魔法使いは、軟弱なのが多くて困るのである！』

　この前、うちに飯を食べに来た時、導師は最近の若い魔法使いは少し厳しく教えると逃げ出してしまうと怒っていた。

　少し厳しいの認識については、俺やルイーゼとかなりの相違があったが。

「その前に、導師は忙しいからな」

「忙しいの？　どうして？」

「導師も帝国内乱で活躍したからな。あちこちで講演に呼ばれているんだよ」

　ブランタークさんはブライヒレーダー辺境伯家に仕えているので、王国政府もあまり引っ張り出せないが、導師は王宮筆頭魔導師である。

　普段仕事をサボっているせいもあり、かなりのハードスケジュールを強いられているらしい。




『本日は、帝国内乱で大活躍されたアームストロング導師様のお話です！』

『……某それがしは……』




「陛下に頼まれたら、導師は断れないからな」

　陛下の頼みで、導師は王国各地に講演の仕事で出かけていた。

「伯父様、大丈夫でしょうか？」

「大丈夫だろう。緊張なんてするようなタマじゃないって」

「いえ……お話を聞きに来ている中に小さな子供などがいますと……」

「泣くかもしれないけど、取って食われるわけじゃないから問題ないって」

　ただし、女性と子供のウケは悪いだろうなと、ブランタークさんはエリーゼの問いに答えた。

「導師は忙しいのですね」

「そういうことだ。暫くはここに来られないはず……」

　と、ブランタークさんが言ったからかもしれないが、突然北方から高速で迫る強大な魔力反応を感じ、俺たちの間に緊張が走った。

「竜か！」

　魔力が増えた影響で他の魔法使いの気配に敏感になったカチヤが、身構えながら北の空を睨にらみ続けた。

　だが、この中で一番魔力反応に敏感なブランタークさんは一人のん気にお茶を飲んでいた。

「伯爵様、この魔力反応を警戒しても意味がないぞ」

「知り合いかぁ……」

　俺も魔力反応のみでその個人を特定する方法をブランタークさんから教わっているが、なかなか覚えられないでいた。

「こんな荒々しい強大な魔力反応は、あの人物しかいないさ」

　とブランタークさんが言うや否や、中庭にまるで隕いん石せきが落ちてきたかのような轟ごう音おんと衝撃、そして土煙が俺たちを襲ったが、あらかじめ『魔法障壁』を張っておいたから無事だ。

　まだ俺は、お茶を飲みきっていないのだ。カップに土が入ったら大変だ。

「みんな冷静ね」

　アマーリエ義姉さんは初めてかもしれないが、以前にこういう登場の仕方をした人物のことを全員が思い出していたのだ。

「毎日毎日、あちこちの町で同じ話をするのも退屈なのである！　今日はお休みで、ちょうど近くまで来ていたので飛んできたのである！」

　中庭に落下してきたのは導師であった。

　以前よりも魔力が増えたせいか、落下の衝撃威力が上がっており、導師の着地した地点にはクレーターができていた。

「導師、うちの庭に穴を開けないでくださいよ」

「すまないのである……」

「あっ───！　庭に巨大な穴が！」

　俺たちは慣れっこであったが、轟音を聞きつけて駆けつけたメイドのレーアには、かなり衝撃的な光景だったようだ。

　できたクレータを指差して大声をあげている。

　駆けつけたメイドが彼女一人なのは、現在ドミニクが産休中で、彼女の仕事の大半をレーアが担当しているからだ。

「お館やかた様！　刺客ですか？」

「そんな大げさなものじゃないから、レーアも安心してくれ」

「そうですか……すぐに穴を埋めてもらいますね」

　レーアは、ドミニクの夫である庭師のカスパルを呼び出して穴を埋めてほしいと頼み、それを了承した彼は数名の部下と共にクレータを埋め始めた。

　こうやって多くの人たちの働きで、バウマイスター伯爵家の屋敷は維持されているのだ。

「優秀な庭師である！」

「伯父様、本来必要のない仕事を増やすのはどうかと思いますが……」

　導師はカスパルの手際のよさを褒めていたが、エリーゼにいらぬ仕事を増やすなと注意されていた。

「導師、今日はお休みなのですか？」

「そうなのである！　毎日毎日講演ばかりで疲れたのである！」

　基本的に体育会系の導師からしたら、頭を使って聴衆に話をするなんて一番向いていない仕事であろう。

「伯父様、とりあえずお茶と……このあとのお食事などは？」

　登場の仕方は迷惑であったが、エリーゼとしても伯父である導師に含むものはない。

　このあとの食事をどうするか聞いていた。

「某！　無駄に頭を使ったせいで、今異常に甘い物が欲しいのである！　頭に糖分が足りていないのである！」

「クッキーなどでしたら、すぐに用意させますが」

「エリーゼ、せっかくバウマイスター伯爵領に来たのである！　ならば、魔の森より産出する果物を使ったデザートがいいのである！」

「手の込んだものですと、少し時間がかかりますけど」

「では、外に食べに行くのである！　みんなも来るのである！　某が奢おごるゆえ」

　お腹空いた、今すぐ甘い物が食べたい、この屋敷の調理人に作らせると時間がかかる、じゃあ奢るから外に食べに行こう。

　相変わらずのゴーイングマイウェイぶりであったが、俺たちもこれからなにか予定があるわけでもないし、それなら俺も食べに行きたいお店の候補がある。

　大貴族になっても、外食って聞くとワクワクするな。

「みんな、用事とかないよね？」

「はい。たまにはいいですよね。とても楽しみです」

「イーナちゃん、どこ行こうか？」

「待ってね。すぐにバウルブルクの飲食店ガイドを持ってくるから」

　エリーゼも、ルイーゼも、イーナも、導師からの誘いにとても嬉しそうであった。

「某、行きたい店があるのである！　『ギャルツネ』というスイーツの店である！」

「導師、そこはお勧め」

「某、そこの『バケツパフェ』が食べたいのである！」

　ヴィルマと導師が意気投合した時点で、そのギャルツネなる店……前世で似たような大食い女性タレントがいたな……偶然だよな？

　バケツパフェなるメニューがあるということは、二人の大好きな大盛り、デカ盛りのお店なのであろう。

「私、そういうメニューは少し……」

「そうですね、ちょっと翌日以降の体重が……他のお店にしませんか？」

　体重の増加が少し気になるカタリーナとハルカが、バケツパフェというメニュー名を聞いて、別店舗へ行くことを提案してきた。

「心配ない。普通のメニューもあるから」

「それなら行きましょう」

「ミズホのお菓子もいいですけど、魔の森の果物を使ったお菓子もいいですよね」

　むしろ、普通のメニューの方がメインだとヴィルマが二人に説明し、それならばと喜んで参加を表明した。

「エルは、ハルカが行くのならどこでもいいから」

「事実だけど、ちょっとは俺に気ぃ使えよ！」

「俺は、最悪お茶かコーヒーを頼むからいいぜ」

「妾はその店に行ったことがあるが、味もよくて評判のお店じゃぞ。アマーリエも来い」

「随分と大人数ね。楽しそうでいいわ」

「バウマイスター伯爵様御一行なのでな。大勢の方がよかろう」

　エルも来ないはずがなく、ブランタークさん、テレーゼ、アマーリエ義姉さんも同行を了承したので、これで全員だな。

「ヴェル君、一人忘れているわよ」

　アマーリエ義姉さんからの指摘で、導師登場以降静かなカチヤの存在を思い出したが、本人は気にしてくれるなと言わんばかりに気配を消していた。

「カチヤ、来ないのか？」

「旦那、外に出て姉御に会ったら大変じゃないか。あたいは留守番でいいから」

　せっかくみんなで外食なのに出かけたくないなんて、どれだけリサという人を怖がっているんだか……。

「今日はもう来ないんじゃないの？」

「そうだよね。王都からの直行便は、今日は一便もないし」

　イーナとルイーゼは、心配しすぎといった口調だ。

「昨日すでに到着しているかもしれないし、ブライヒブルクからの便もあるから……」

　カチヤは、万が一にもリサと顔を合わせてしまったらと、意地でも同行を拒否した。

　というか、これはもう重症だな。

「どうかしたのであるか？」

「実はですね……」

　俺は、カチヤの事情を導師にかいつまんで説明した。

「怖い先輩であるか。まあ、外で会ったら会ったなのである！　まさか一生会わぬわけにもいかないのである！　では、出発なのである！」

「え───！　あたいはいいよ！」

「みなで出かけようという時、これに参加しないのは損なのである！　某が手を引いてやるのである！」

「あたいは外に出たくないんだよぉ───！」

　外に出たくないと必死に抵抗するカチヤであったが、あの導師にそんなものが通用するはずもなく、強引に手を引かれて屋敷を出ていくことになったのであった。
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「某！　バケツパフェを一つである！」

「私は三つ」

「うぬぬ……あとでおかわりするのである！」




　屋敷を出てバウルブルクの中心部にある『ギャルツネ』なる喫茶店に到着した俺たちであったが、早速、導師が名物のバケツパフェを注文していた。

　このメニュー、大人数で取り分けるとお得ですよというコンセプトで始まったメニューだそうだが、次第に大食い自慢たちが完食を目指す挑戦メニューになってしまったそうだ。

　ヴィルマがいきなり三つ頼み、またも導師がしょうもない対抗心を燃やしていた。

　俺たちは、魔の森産果物をふんだんに使用と謳うたっている普通サイズのフルーツパフェを頼んでいる。

「普通のが一個で十分だよな」

「いつも思うんだが、ヴィルマも導師もよく食えるよなぁ……」

　普通のフルーツパフェでも結構な大きさだ。

　ましてやバケツパフェなんて……さすがにバケツには入っていなかったが、バケツほどの大きさのガラス容器に入っていて、その名どおりのボリュームだ。

　お店の人が言うには、大体二十人前くらいだそうだ。

「う───ん、最高！」

「メイドさんたちから聞いた評判どおりですね。ドミニクもこの前食べに来たらしく、美お味いしかったと言っていたんです」

「あとでダイエットすれば問題ないですわ」

「気軽にこういうお店に食べに来られる。隠居してよかったの」

「そんなことを言って。アルフォンス様が可哀かわい想そうじゃないの」

「そうは言うがな、アマーリエよ。奴は妾が当主の時、お忍びでよくこういうお店に出入りしておったのじゃ。先が大変か、あとが大変かの差しかないわ」

「エルさん、美味しいですね」

「普通のなら美味しく食べられるけど、あのバケツパフェはないよなぁ……」

「健康によくなさそうですね……」

　みんな、楽しく話をしながら注文したフルーツパフェを美味しそうに食べていた。

「これは美う味めぇ。最高の午後だな」

「ブランタークさん、いいんですか？」

「うぃっ！　お館様には夜まで戻らないって言っているから、その頃までには酔いも醒さめているさ」

　ブランタークさんに至っては、ブランデーを使ったフルーツポンチという名の、ほぼブランデーを美味しそうに飲んでいた。

　このお店、酒好きのおっさんに出すメニューも用意しているとは……野心があるおっさんが女の子を連れてくることもちゃんと想定しているとか？

「美味しい。おかわり」

「某もおかわりなのである！」

　ヴィルマと導師はというと、勝手にパフェの大食い勝負を始めていた。

　ふと冷静に考えると、俺たちのテーブルってカオスだよな。

　俺が領主ってこともあり、周囲のテーブル席から人が消えていた。

「カチヤ、せっかくだから」

「うん……」

　そんななか、いつリサの襲撃があるか不安でいっぱいのカチヤのみまったくフルーツパフェに手をつけておらず、イーナがカチヤに美味しいからと勧めていた。

「そうである！　悩んでもどうせいつか来るのであるから、今はそれを忘れて楽しむのが一番である！」

　他ひ人と事ごとというのもあるだろうが、基本的にポジティブな導師もカチヤにフルーツパフェを勧めていた。

「それにである！　もしもの時には頼れる夫がいるのである！」

「それもそうか」

　珍しく悩んだので落ち込みが激しかったカチヤであったが、似た者同士というか性格が類似している導師の励ましで立ち直った。

「パフェ、美味ぇ！」

「であろう？　で、リサとはどんな女魔法使いなのである？」

「導師、知らなかったっけ？」

　すでに、フルーツポンチ風ブランデーからただのブランデーに移行していたブランタークさんが、導師にリサを知らないのかと尋ねた。

「導師も、この業界古い方だろうによ」

「某、今は王宮筆頭魔導師の任務の方がメインなのである！　よって、少し噂うわさを聞いたのみである！」

　今の自分はそれほど冒険者として活動していないので、リサのことはちょっと小耳に挟んだ程度。よくは知らないと、導師は答えた。

「酒場で気に入らない男性冒険者を氷漬けにしたとか、人ひと気けのない山の頂上で彼女を襲おうと不ふ埒らちなことを考えた男が、今もその山の頂上で氷柱になっているとか。そんな噂である」

　とにかく、気に入らない人、彼女に敵対した人は氷漬けにされるのか。

　怖い人だな。

「伯父様、さすがに氷漬けにされたら死んでしまうと思いますが……」

「いや、いくらなんでもその噂は大げさだよ。人殺しになってしまうからな。上手く氷漬けにされて、数時間動けなくなったなんてことは、たまに聞く」

「それでも十分に酷ひどいと思いますけど……」

　下手をしなくても傷害事件のような気がするが、そこは実力勝負の冒険者稼業。

　揉めた同業者に舐められないよう実力行使に出ることもあるし、氷漬けにされて動けなくなった方も、いくら相手が魔法使いとはいえ、同業者にやられたとお上に訴えるわけにもいかないというわけか。

「なんというか、おっかない人ね」

「カタリーナみたいだね。揉めた同業者を魔法で攻撃するなんて」

「イーナさん、大きな誤解があるようですが、私はそんなことはしませんわ」

　カタリーナは、自分はリサのような真似はしないと断言した。

「本当に？　でも、女性冒険者一人で、絡まれることとかなかったの？」

「ありませんわ。きっと、私の高貴な外見とオーラに恐れ慄おののいたのでしょう」

　などと自慢げに言うカタリーナであったが、どこか他人を寄せつけないボッチオーラのおかげかもしれない。

　同じく魔法の才能があるリサですら、同業者たちに絡まれているわけだし。

「みんな、色々と意見があるみたいだけど、そのリサって人、ただ単に後輩の新婚生活を見に来るだけって思わないの？」

「そうですよね？　アマーリエさん。リサさんという方は、面倒を見たカチヤさんが心の底から心配で……」

「思わない。きっとなにかあると思う」

　アマーリエ義姉さんとエリーゼの性善説に基づいた意見を、ヴィルマがきっぱりと否定した。

「新婚生活で鈍っていないか、実力を見てやる、とか言われるかも」

　ヴィルマもそれ以上は言わないが、先に結婚してしまった後輩を訓練と称して叩たたきのめすとか？

　女の嫉妬は怖いな。

「ヴィルマ、怖いことを言うなよ！」

　とは言いながらも、すでにフルーツパフェの容器は空なので、カチヤももう精神的には十分に立ち直ったようだ。

「そんなことをする暇があったら自分も結婚相手を探せばいいのに、ここで後ろ向きだから駄目になる」

「ヴィルマ、お前は本当に容赦ないよな……」

　カチヤが、ヴィルマの毒舌ぶりに呆れていた。

「でもさ。近々来るって手紙には書いてあるけど、正確にいつって書いていないから困るよね」

　だから、こんな風に結論が出ない議論になってしまうのだと、ルイーゼが文句を言う。

「本当、だから困るんだよ。旦那、パフェもう一つ食いたい」

「全然困っているように見えないけど……いつ来るかわからない奴のために、ウジウジしているよりはいいか」

「そのうち、姉御も来ると思うんだけど……」

「もう来ているさ。鈍ったのかい？　カチヤ」

「えっ？　あっ、姉御！」

　突然声がしたので振り返ると、俺たちのいる店のオープンテラスから数メートル離れた場所に一人の女性が立っている。

　そしてゆっくりとこちらに向かって歩いてきた。

　年齢は、三十歳前だと思う。

　ボンテージ風の黒いショートドレスと黒いロングブーツ姿で、年齢に似合わずというか、そんなものは気にしていないようで、フトモモが露出している。

　マント風の真っ赤なローブを纏まとい、ローブの装飾には大量のラメが使われていた。

　髪色は濃い緑で、髪型は俗にいうワンレングス。前世で母が『バブル崩壊前には、こういう格好や髪型が流行していたのよ』と言っていた、そのままの格好であった。

　死語ではあるが、『ゴージャス系美女』という種類だと思う。

　昔の映像で見た、○ュリアナとかで踊っていそうな人だ。そのせいか、黒いショートドレスがボディコンに見えてくる。

「気がつかなかった……」

　みんな、寛いでいたから油断していたのかもしれない。

　それ以上に、あの派手なお姉さんがデキる人だという可能性もあるけど。

「ブランタークさんは？」

　彼の魔力探知能力なら気がついていたかもしれないのに、どうして警告を出さなかったのかと思ったら……。

「昼間から飲む酒は最高だな。自堕落な午後って最高！」

　完全休養モードのブランタークさんは、次々とフルーツ抜きフルーツポンチ、ほぼブランデーをおかわりしまくっていた。

「あれ？　導師は？」

「あなた、伯父様は……」

「うぬぬっ！　負けないのである！」

　エリーゼが申し訳なさそうに示した先で、導師はまだヴィルマとバケツパフェの大食い競争をしていた。

　もっとも、カチヤと話ながら食べていたヴィルマにまたしても歯が立たず、とても悔しそうな表情をしているが。

「（駄目な大人たちだぁ───！）」

　ブランタークさんと導師、俺も常に彼らを頼るつもりはないけど、『それは魔法使いとしてどうなのよ？』と思わなくもない。

「それを補うためにボクがいるわけだけど、特に害意もないから言いそびれちゃった。ゴメンね」

　ルイーゼは、かなり前から彼女の存在に気がついていたようだ。

　俺に謝ってくる。

「でも、エルよりはマシかな？」

　と言いながらルイーゼが示した端の席では、エルとハルカが二人きりで楽しそうな世界を作っていた。

「はい、エルさん。あ───んしてください」

「あ───ん。美味しいよ、ハルカさん、俺もやる。はい、あ───んして」

「あ───ん。こうやって食べると美味しいですね。ミズホではできませんので」

「こっちならいくらでもできていいかも」

「そうですね」

　というか、こんな店のオープンテラスでよく恥ずかしげもなく。

　特にハルカ。故郷と家族から離れたら意外と大胆なことをするものだと、俺はある意味感心してしまった。

「あれ？　ヴェルは嫉妬しないの？」

「するか」

「え───っ、ヴェルらしくもない」

　ルイーゼの中で俺がどれだけ了見の狭い男になっているのかわからないが……どうやら過去の言動が祟たたっているみたいだな。

　それよりも、先にリサのことだ。

「ルイーゼ、早く教えてくれればいいのに……」

「あのね、イーナちゃん。あの人、声をかける前にお化粧に余念がなかったから……」

　カチヤに声をかける前、お店から離れた場所で化粧に余念がなかったというリサに対し、ルイーゼは同じ女性として気を使ったというわけだ。

　カチヤからの話によると、そろそろお化粧に時間がかかりそうな年頃ではあったし。

「余計なことを言うんじゃないよ！　このチビ！　というか、お前らはなんなんだよ？」

「なんなんだよと言われても……」

　この人数だし、メンバーには個性的な人もチラホラと、特に導師とか。

　さらに俺たちは、休みも兼ねてこのお店に来ているのだ。

　質問に答えるよりも、俺はいきなりルイーゼへ暴言を吐いたリサという女性に驚きを隠せなかった。

　俺も含めて、全員が絶句してしまう。

　ただ一人を除いて。

「姉御、もういらしていたんですか？」

　カチヤの口ぶりからして、彼女が『ブリザードのリサ』その人であるようだ。

「ちょっと遠出する仕事が長引いて、カチヤの結婚式には間に合わなかったが、なんとか昨日魔導飛行船の席が取れたのさ。それにしても、本当に結婚したようだね」

　リサという女魔法使いが、一瞬だけ俺に視線を送った。

「色々とありまして……」

「まあいいさ。結婚おめでとう」

「姉御！」

　ついさっきまで、後輩の結婚に嫉妬して嫌みを言いに来るとか散々悪口を言っておいてなんだが、リサはカチヤに対し素直にお祝いの言葉を述べた。

　一番の懸念がなくなったカチヤは、内心安あん堵どのため息をついているはず。

　顔の表情からも緊張が消えていた。

「そういえば、カチヤにどうしても聞きたいことがあってね。教えてくれるか？」

「勿もち論ろんですよ、なんでも聞いてくれ、姉御」

「あのさ、カチヤ……」

「えっ？　なに？　旦那」

　最大の心配事が消えて心が軽くなっていたカチヤは、つい油断してしまったようでリサの要求を無条件で受け入れてしまった。

　俺が慌てて止めようとするも、それは間に合わなかったようだ。

　リサが続けてカチヤに質問をした。

「じゃあ、聞いておこうか。カチヤ、結婚前と比べて随分と魔力が増えたが、どんなカラクリなんだ？　おっと、私を誤魔化せると思うなよ。この前最後に会った時の魔力量と、今の魔力量がまったく別物なことくらい、私が気がついていないと思う方がおかしい。そうだよな？　カチヤ」

「勿論です。姉御は優秀な魔法使いで……」

「わかればいいのさ」

　なんでも聞いてくれなんて安請け合いをしてしまったカチヤは、いきなり俺の秘密を暴こうとするリサの質問で冷や汗を流し始めた。

　ちょうどきていた、おかわりのフルーツパフェを食べる手も止まってしまう。

「まさか、教えてくれないのか？　私は、カチヤを根気よく特訓して狩猟で魔法が使えるようにしてあげたよな？　私はお前の師匠のはずだ。違うか？」

「姉御は、あたいの魔法の先生です」

「だよなぁ？　じゃあ、教えてくれるよな？」

「……特訓でです」

「特訓ねぇ……」

「これまでにない、まったく新しい特訓でして！」

「これまでにないねぇ……」

　リサは質問を繰り返しながら、カチヤをまるで獲物を狙う猛もう禽きん類のような目で見つめる。

　彼女の魔力が増えた理由が特訓などではなく、なにか秘密があるのだと気がついてしまったからであろう。

　どうやら俺たちは、とんでもない女に目をつけられてしまったようだ。




　このままオープンテラスで話を続けるのはどうかと思った俺たちは、すぐに彼女を連れて屋敷へと戻ることにした。

「お前、前に顔を合わせた時よりも化粧が濃いな」

「人のことは言えないだろうが！　白髪が増えたな、ブランターク」

　屋敷に戻る途中、酔いを醒ましながら歩いているブランタークさんが牽けん制せいの意味も込めて、リサに対し礼儀もへったくれもない質問をした。

　だが、向こうもそれに負けず、ブランタークさんに老けたなと言い返していたが。

「年のことはお互い様だろうが、俺も五十を超えたんだから。お前もそういえばそろそろ……」

「凍らせるよ！」

　ブランタークさんがブリザードのリサの年齢を言おうとした瞬間、温度が一気に下がって周囲の植木や芝生に霜が降りた。

　やはり、ブリザードの名は伊達ではないようだ。

　瞬時に、これだけの広範囲に冷気を拡散可能なのだから。

「お前なぁ……俺は一応年上で、昔はちょっとだけだが魔法の指導もしてやったんだぞ。ちっとは年上に敬意を払えや」

　少なくとも、二十歳以上年上のブランタークさんを呼び捨てでタメ口、実力本位の世界とはいえ、ある意味凄い女性である。

「冒険者に礼儀なんていらないのさ。それよりも新しい弟子かい？　ブランターク」

　ブリザードのリサの興味は、ブランタークさんから魔法を習う予定になっているテレーゼへと向かう。

　今の時点でも、テレーゼの魔力は相当なものだからだ。

「まあ、そんなところだ」

「随分と年のいった弟子だね。珍しい」

　魔法使いの素質がある者は、その大半が子供の頃に見み出いだされるようになっている。

　テレーゼのように二十を過ぎてからというのは、実はかなり珍しいケースであった。

　勿論、まったくいないわけではないのだが……。

「家庭の事情での」

「お前……『バウマイスター伯爵の戦利品』か。元フィリップ公爵が、今まで魔法を習えなかった環境？　おかしくはないか？」

　しかし、このブリザードのリサは口が悪い。

　テレーゼに関する世間の噂を、本人の前で平気で口にしてしまうのだから。

　それでも彼女の情報もちゃんと入手しているあたり、やはり超一流の冒険者は油断ならないということか。

　そしてリサの本来の目的であるはずのカチヤであるが、リサの興味が自分からテレーゼに移って安堵の表情を浮かべていた。

　カチヤほどの実力者がここまで謙へりくだる時点で、リサの実力は相当なものだとわかってしまうほどだ。

「おかしいと言われても、妾はフィリップ公爵として英才教育を受けた身。貴族としての教育が最優先で、そういうこともあるのだと理解してもらうしかないの」

　さすがはテレーゼ、上手く秘密をはぐらかそうとする。

「冒険者に事情があるように、貴族にも事情があるというわけじゃ」

「カチヤはどうなんだ？　前に会った時よりも、大分魔力が増えているんだが。お前も似たような状況じゃないか」

「うっ！」

　再び標的が自分になり、カチヤは顔を青くさせる。

「さあての。それはカチヤ本人に聞いてくれ。案外、師匠の教育が悪かったのではないか？　ヴェンデリンが指導したらこういう結果になったのじゃし。これからブランタークが教えれば、もっと差がつくかもしれぬの」

　テレーゼは、上手くはぐらかしながらもブリザードのリサへの口撃も忘れない。

　いくら高名な魔法使いとはいえ、初対面の自分に対する口の利き方に腹を立てたのであろう。

　さすがは、フィリップ公爵をしていた人物だ。

「おい、テレーゼ……」

「なんじゃ？　カチヤ。妾は、客観的に事実を述べているにすぎぬぞ」

　それでも、お前の指導が下手だったと断言しているのだ。

　ブランタークさんが言うのならともかく、魔力が目覚めたばかりのテレーゼから言われればブリザードのリサが激怒するのも当然だ。

「言ってくれるな……小娘……」

「妾はもう二十一で、世間では年増の入り口なのじゃがな。お主は、一体いくつなのじゃ？」

「貴様ぁ───！」

　テレーゼは、わざとリサを激怒させたのであろう。

　完全に我を忘れた彼女が激高すると、再び周囲に冷気が広がる。

　どういう仕組みなのか？

　人には寒気しか感じられないが、次第に中庭にある草木やテーブル、椅子などが凍り始める。

「ブリザードのリサの二つ名は、伊達ではないの」

　そんな光景を見ても、テレーゼは顔色一つ変えていなかったが。

　これはリサの脅しであり、自分たちには害がないのだと完全に見切っているのだ。

「小娘、謝るなら今のうちだぞ」

「なぜ謝る必要などある？　妾は事実を言っただけじゃぞ」

　ブリザードのリサの迫力に、テレーゼはまったく動じていない。

　逆に、向こうの激高ぶりを楽しんでいるかのように見える。

「弟子の様子を見にきて、妾に喧嘩を売ってどうするのじゃ？　それに、庭の草木もテーブルも椅子もバウマイスター伯爵家の資産じゃ。感情に任せて凍らせるのはどうかと思うしの。少し頭を冷やせ……もうこれ以上は冷えぬか」

「……」

　ブリザードのリサは、使う魔法とは違って熱くなりやすい人物のようだ。

　貴族に対してこれだけ傲ごう慢まんな態度を取れるのは、それだけ彼女が冒険者として高名な証拠かもしれない。

　ただ、激高しても最後の一線を守るところは、彼女がベテランである証明というわけか。

「もう少し落ち着かぬと、いつまで経たっても結婚できぬぞ」

「おいっ！　テレーゼ！」

　慌ててカチヤが止めに入るが遅かった。

　誰もが容易に想像がついたが、間違いなくリサに一番言ってはいけない禁句がそれであるはず。

　彼女は、今までの激高した表情から途端に無表情になっていく。

「うわぁ……姉御がこの表情になったら……」

　今までにも経験があるのであろう。

　カチヤはブリザードのリサの顔を見て、この世の終わりだという表情を浮かべた。

「ちょっとばかり大きめの魔力に目覚めたくらいで、随分と粋がっているようだね。魔法の世界に貴族も平民もない。わかっているのかい？　小娘」

「少しばかり鍛錬の期間が長いからといって、無駄に威張りくさっておるのか。これだから、『大年増』は困るの」

　リサの挑発に対し、テレーゼも同様のそれで応戦した。

「よくぞ言った、私が叩き潰つぶしてやる」

「ベテランは、いつか新人に敗れ去る定めじゃ。安心して敗れるがいい」

「調子に乗る新人ってのは定期的に出るものだ。すぐ修正されて大人しくなるけどな」

　なぜかブリザードのリサの弟子訪問が、テレーゼとの決闘へと変化してしまう。

　なぜそうなるのかと、俺も含めてみんななにも言えず、ただ二人の口論を注視するのみであった。

「あのぅ……お話のケリがついたのなら、少しばかり助けていただきたいのですが……」

　そして不幸にも、リサの魔法の余波で足元が凍りついてしまったエルが、俺たちに助けを求めるという情けない一幕もあったりするのであった。
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「テレーゼさん、さすがに無謀では？」

「残された時間で、なんとか殺されないレベルになれば問題あるまい」

　果たして、水と油だからなのか？

　売り言葉に買い言葉で喧嘩になったリサとテレーゼで、魔法による決闘をすることが決まってしまった。

　さすがにテレーゼは素人なので、決闘は一ヵ月後と決まった。

　リサはそれまでの間はバウマイスター伯爵領に滞在すると、本来の目的であるカチヤとの話も碌にしないで屋敷から出ていってしまった。

　いくらなんでも、高名な魔法使い相手にまだ才能が未知数のテレーゼでは勝てまいと、優しいエリーゼは心配するのだが、当の本人は涼しい表情のままだ。

「妾の魔力はまだ成長途上にある。ヴェンデリンよ、妾を効率よく成長させい」

「それが目的ですか……心配して損をしました」

「妾も殺されないくらいには強くなっておかねばな。そのためにも、この一ヵ月はヴェンデリンと甘い時間を過ごさねばなるまいて」

「独占させるほど、私たちも甘くないですけど」

　魔力を成長させるイコール、俺とそういうことを頻繁にさせろという意味である。

　見事に策を弄ろうしたテレーゼに対し、エリーゼはしてやられたと思ったようだ。

　しかし、ある程度は認めるが、独占はまかりならんとテレーゼに対し釘くぎを刺した。

　俺の意見は……この状況でなにか言うと大変なことになりそうなので黙っておくことにする。

　こういう時のエリーゼって怖いから。

「そういう意図？　ずるいなぁ」

「ルイーゼよ。それもないとは言わぬが、妾はとりあえずあの年増女の疑念を逸そらすことに成功したのじゃぞ。少しは感謝せい」

「疑念？」

「忘れたのか？　あの年増女、優秀な魔法使いゆえに、カチヤの魔力が増えた点を気にしておったであろうに」

「そういえばそうだったね」

　なぜ結婚したカチヤの魔力が増えたのか？

　少し考えれば、自然と俺の方に疑問の矛先が向く。

　テレーゼはわざとリサに喧嘩を売って、一時的ではあるがそれを防いでくれたわけだ。

「でも、一時的じゃないか」

　正確に言うと、決闘までの一ヵ月か。

「どうせ、これからは隠し切れまいて。今は、あの大年増をどうするのか考える方が先じゃ。ヴェンデリン、あの大年増女も嫁にするか？」

「ごめんなさい。無理すぎます」

　あの格好もどうかと思うが、なぜああも喧嘩腰なのかが理解できない。

　それに、あの人はいくつなのであろうか？

　相手が女性なので、年齢を聞きにくい状況ではある。

「ブランタークさん、俺よりも年は近いですよね？　いかがですか？」

「俺もいらねえからな、あんなキツイ女。向こうもゴメンだろう？」

「そっちの話じゃなくて、年齢ですよ」

　さすがにそれは、俺でも理解している。

　ただ彼女の年齢を聞きたかっただけだ。

「確か、三十になるかならないかだな。そうだよな？　カチヤ」

「ええと、姉御は誕生日が春だから、今はギリギリ二十代だったと思う」

　テレーゼにまで大年増扱いされたリサは、もう数ヵ月で三十歳になってしまう。

　加えて、あの強気というか喧嘩腰な言動に、年齢に合わない派手ないで立ち。

　今のままでは、彼女が三十までに結婚できる可能性はかなり低いであろう。

「あたいが姉御に教わっていたのは十五歳の頃、姉御も二十五歳くらいだったな」

　その頃から、リサもこの世界では色々と言われ始める年齢になったので、カチヤはそのことに触れないようにしていたそうだ。

「普段はサバサバしていい人なんだけど……」

　カチヤと食事中、隣席の男性冒険者から独身なのをからかわれたら、座っていた椅子とテーブルごと氷漬けにしてしまったのを見てしまったそうだ。

「ブリザードの二つ名に相応ふさわしいというか……」

「姉御もバカじゃないから、表面だけ凍らせるんだけど」

　表面だけ凍らせるというか、空気中の水分を任意の箇所に張りつけているみたいだ。

「それにしても迷惑だ！」

　不運にも、鎧よろいとブーツの足の部分を凍らされてしまったエルが文句を言う。

　エルのブーツに接した土や草が凍らされてしまい、今彼は身動きが取れない状況だ。

「標的をエルにしたってことは、ヴェルに対してそれをやると問題になると思ったからかしら？」

　激高して我を忘れているように見えて、実は冷静な部分もあるのではとイーナが言った。

「というか、ヴェルの足元を凍らせようとしても抵抗されて無駄だと思ったんだろうね。火系統の魔法で防げるでしょう？　ヴェルは」

「そうだな」

　特に俺、ブランタークさん、カタリーナだと、あの魔法は効果がないはずだ。

「本当に表面だけ凍らせてありますね」

「すまない、ハルカさん」

　足元が凍って身動きが取れなかったエルであったが、ハルカが器用に小太刀で氷を削ってわずかな時間で救出した。

　ハルカは、奥さんの鑑かがみのような女性だな。

「ですが、そういうお二人の姿を見たからこそ、エルヴィンさんがあの方の標的にされたのでは？」

「「「「「「「「確かに……」」」」」」」」

　フルーツパフェを食べさせ合っていたり、楽しそうに二人だけの世界を作っていたのを、実はリサは非常に気にしており、だからエルが凍らされたというカタリーナの意見は、非常に納得できるものであった。

「でもさ、あの人と結婚する男性っているの？」

　ルイーゼの疑問に、全員が黙ってしまった。

　少々派手だが、美人ではある。

　だが、恐ろしく気が強い。

　怒ると、対象を氷漬けにする。

「ないわ。俺はないわ」

「俺もあるわけがない。そんなことは十五年も前にわかっていた」

　エルからすればリサはハルカの対極にいるような人物だし、ブランタークさんにその気があれば、とっくに彼女は既婚のはずだ。

「一ヵ月後、あの大年魔の来襲があるからの、それまでに妾は特訓をせねば」

「俺もできるだけ手伝うが、そう毎日面倒も見られん。伯爵様が主に見てやってくれ」

「当然そうしますけど」

「ヴェンデリンの秘密を守るためとはいえ、妾は無謀な決闘を挑むことになったからの。しっかり教えてくれるとありがたいの」

「任せてくれ……」

「さすがは、元フィリップ公爵。他人に恩を着せるのが上手ですわね」

　本当、カタリーナの言うとおりだ。

　というわけで、テレーゼの特訓が始まった。
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「……ううんっ……もう朝か？」

　目を覚ますとまだ薄暗かったが、もうそろそろ起きる時間ではあった。

　二度寝をすると寝坊しそうなので体を起こそうとするが、右腕が痺しびれて持ち上がらないのに俺は気がつく。

「ヴェンデリン、もう朝か？」

　リサとの決闘まで一ヵ月。これから毎日訓練があるのでテレーゼが屋敷に泊まり込むことになり、一緒に寝たのを思い出した。

　少し前からそんな関係になっていたが、この一ヵ月は魔力増強のため、特に一緒に寝る頻度が増える予定だ。

　毎日だとエリーゼたちから怒られるのでそれはなかったが、この一ヵ月はテレーゼの魔力強化キャンペーンという扱いになっている。

「目が覚めるのが早いな」

「フィリップ公爵時代からの癖じゃな。大貴族というのは、家臣が決めたスケジュールどおりに生活する、実は意外と悲しい存在でな。今はノンビリと二度寝を楽しむことも可能な身となったのじゃが、なかなか現役時代の癖が抜けぬ」

「なるほど」

　俺は、スケジュールのためというよりも、毎朝訓練するので同じ時間に起きるのだけど。

　サラリーマン時代の癖で、大体同じ時間に起きられるのはテレーゼと同じだ。

「じゃあ、特訓といこうか」

「お手柔らかに、ヴェンデリン先生」

　早朝の特訓のため二人で中庭に行くと、先にカチヤが双剣を使って訓練をしていた。

「あたいも新婚なんだけどなぁ……テレーゼに先を越されているような気がする」

　俺と一緒に寝る権利をテレーゼに取られたような気がして納得いかないと、カチヤが俺たちに声をかけてきた。

「気持ちはわかるが、今の妾の実力ではリサに瞬殺されてしまうからの。最低限、決闘で生き残れる魔力と魔法が必要でな。第一、妾があそこでリサに喧嘩を売ったからこそ、ヴェンデリンの秘密を誤魔化せたという現実もある」

「それを言われると、なにも言えねえ……」

　テレーゼとカチヤ、実は一歳しか年齢差がないのだが、元フィリップ公爵であるテレーゼの方が一枚どころか何枚か上手であった。

「でも、さすがに勝てるとは言わないんだな」

「当たり前であろう。向こうは妾の年齢以上の年月、魔法の特訓をしている超ベテランじゃぞ。才能が未知数の妾が一ヵ月特訓したところで勝てるわけがない」

「その辺がわかっているんなら、あたいから言うことはないかな」

　カチャは、俺と一緒に寝る回数を減らされてテレーゼに対し不満がないわけではないだろうが、それでもリサと決闘をする彼女の身は案じている。

「カチヤ、そなたはいい奴じゃの」

「そうだな。カチヤはいい子だな」

「テレーゼ！　旦那！　あたいは子供じゃないっての！」

　カチヤが子供扱いするなと怒ったが、顔が赤いのでちょっと恥ずかしかったのかもしれない。

「まあ、あたいはもうそろそろ魔力量も限界だからな。旦那のおかげで随分と上がったけど」

　カチヤの魔力量は、中級に届かないところから、今では中級の並くらいにはなっていたので、それはリサもおかしいと思うはずだ。

「テレーゼは、結構凄いんじゃないのか？　今の時点であたいよりも魔力が多くて、まだ限界もきてないし。同じ貴族でも、家柄の差かな？」

　同じ魔力を持つ身ではあるが、カチヤは中級の並までしか上がらず、テレーゼにはもう上級に近い魔力があり、さらに増加しつつある。

　この差は家柄の差なのかと、カチヤはちょっと残念そうな顔をした。

「それは関係あるまい。王族や貴族の血を引いている者の方が魔力が顕在しやすい傾向にあるが、魔力量と家柄は関係していないように感じる。カタリーナの実家も、元はカチヤと同じ騎士爵であろう？」

「それもそうか」

　今は準男爵であるカタリーナの実家ヴァイゲル家だが、元はオイレンベルク家と同じ騎士爵でしかなかった。

　家柄と魔力量は比例していないように思える。

「さて、特訓を始めるか」

「よろしく頼むぞ、先生」

「頼むぜ、先生」

　とはいっても、テレーゼは本当に基礎からやらないと駄目で、ちゃんとリサから魔法の指導を受けていたカチヤとは別メニューだ。

「結局、旦那からなにも教わってねえ……」

「だって、カチヤはリサからちゃんと基礎を学んでいるからな」

　初見のイメージは最悪だったが、リサは優秀な魔法使いだ。

　その彼女からちゃんと指導を受けているカチヤに、俺から教えることなんてほとんどなかったのだ。精々、座禅を組んで魔力を練る訓練方法くらいか？

「それよりも、カチヤさんの双剣も刀と同じく斬きるのが主体のもの。基本的な刀技を私が教えます。……この力の込め方で、よくワイバーンの首筋を切り裂けますね」

「そうか？　こんなの勢いでなんとでもなるじゃん」

「普通の人は無理ですけど……魔法で大幅に加速しているからなのでしょう。ここできちんと基礎を学んでおけば、魔力も増えたことですし、もっとよく斬れるようになるはずです」

「それは凄いな。是非よろしく頼むぜ」

　俺の魔法の指導の代わりにハルカが基礎的な剣術を教えることになり、カチヤは上機嫌になった。

　俺の指導がなくても、本人に不満はないようなので問題ないであろう。

　早朝の特訓が終わると、みんなそうそうリサの件ばかりに構っていられない。

　あとはいつもと同じくそれぞれの仕事などをこなし、テレーゼは夕方までにほぼすべての魔力を使い果たすよう訓練を続けた。

　そして夜には……。

「ヴェンデリンが妾の相手を毎日することにより、妾の魔力が上がっていく。これはよしとして、独占するとエリーゼたちに悪いからの。ヴェンデリン、気張れよ」

「俺は一人なのになぁ……」

「世の男性の大半が羨うらやむ状況なのにの。本当に世の中とは儘ままならんの」

「それをテレーゼが言うか？」

　なぜか俺がとても疲れる羽目になっていたが、テレーゼはそのせいもあって次第に魔力が増大していった。

　魔法の習得も恐ろしく早く、正直羨ましい限りの才能である。

「とにかく魔法を覚えるのが早いし、魔力量もなかなか。知り合いにこんな天才がいるとはな」

　数日後、今日はブランタークさんが魔法を教えに来ていたが、彼はテレーゼの才能と成長ぶりに驚きを隠せなかった。

「とはいえ、まだリサさんには勝てませんわよ」

　才能はあるが、とにかく時間が足りないとカタリーナが断言した。

　現時点でのテレーゼの魔力量は、中級の上であった。

　魔法の威力が落ちるのでまだ杖つえを使っているが、それは俺の予備をプレゼントしたものだ。

『これは婚約指輪の代わりかの？　まあ公にできぬ関係ゆえに、こういうプレゼントの方がありがたい』

　俺から杖をもらったテレーゼは嬉しそうだった。

　取得する魔法はブリザードのリサに対抗してか？

　火系統の魔法をメインに練習していた。

「テレーゼ様、火系統の魔法にした理由は？　まだ得意な系統がわかるような修練度じゃないのですが……」

　魔法を教えているブランタークさんが、どうして火魔法なのかとテレーゼに尋ねた。

「火魔法にしたのは、ブリザードのリサへの対抗心からじゃの。向こうがそれに気がついて激高し、我を忘れたところを勝負に利用するというわけじゃ」

「負けず嫌いですわね……」

　挑発しすぎた結果、リサの魔法がさらに強烈になる可能性もある。

　それなのに気の強さを見せるテレーゼに対し、カタリーナは呆れるやら感心するやらであった。

「カタリーナよ。妾はそういう性分だからこそ、フィリップ公爵が務まったのじゃぞ」

「リサさんとやらはあんな感じの方ですし、テレーゼさんだからこそ張り合えるとも言えますか……どうせ、リサさんにも通用しそうな高威力魔法の習得は一つが限界でしょうし……」

　ただ魔法を覚えるだけなら、もうテレーゼはかなりの魔法が使えるようになっていた。

　だが、あのリサに通用しそうな魔法となると、一ヵ月の練習期間はとても短い。

　色々と覚えるよりも、とにかく一つ、リサの氷結系魔法に対抗可能な魔法を集中して覚えるという作戦は悪くない。

「それにじゃ。どうせ妾の負けなのじゃからの」

「確かに、勝つには難しいですわね」

　いくらテレーゼに才能があっても、練習期間一ヵ月で二十年以上も魔法の練習をしているリサに勝てるはずがない。

　それにリサだって、十分天才に分類される魔法使いなのだから。

　テレーゼは、それを誰よりも理解していた。

「というわけで、ヴェンデリンが適当なところで止めてくれよ。まだこの若さで永遠に氷漬けは嫌じゃからの」

　どうやらテレーゼは、本当に俺の能力を隠すためにだけ喧嘩を売ったようだ。

　元々、決闘に勝利するつもりがなかった。

「時間は稼げたが、さてどうやってあの女を丸め込もうかの。そちらの方が難題じゃて。そして、ヴェンデリンは頑張ったの。冒険者パーティドラゴンバスターズの戦力半減じゃ」

　テレーゼがそう言いながら笑っているが、テレーゼにばかりかまけているとエリーゼたちに悪いので、当然そちらへの配慮も必要というわけであって……。

「悪阻つわりがこんなに辛つらいとは……」

「私も駄目。ギブアップ」

「これじゃあ、ボクたちは暫くお休みだね」

「私も、テレーゼさんに魔法を教えていると吐き気が……」

　エリーゼ、イーナ、ルイーゼ、カタリーナの四名が無事に妊娠した。

　慶事なのに、やはりまだピンとこない部分もある。

　俺が男だからであろうか？

　見た目ではまだわからないので、もっとお腹が大きくならないと父親としての実感が湧かないのかもしれない。

「私は、年齢的な理由でもう少し遅くてもいいと思う」

「あたいは、これでも新婚だから。特訓もあるし」

「別に、特訓はあとでいいじゃないか。それよりも、エリーゼたちが悪阻で動けないとなると、冒険者稼業は一時中断だな」

　妊娠していないヴィルマとカチヤに、エルとハルカを合わせてようやく五名。

　貴族になる前なら十分だが、これではローデリヒも魔の森探索を認めてくれないであろう。

「私は戦力にはならないわよ。エリーゼさんたちのお世話もあるし。ほら、私は二人子供を産んでいる経験者だから」

　いや、さすがに俺もアマーリエ義姉さんを冒険者にしようとは思っていない。

　子供を産んだ経験者なので、エリーゼたちの傍そばにいて世話などをしてほしいし。

「さすがにアマーリエは戦力にはしないであろうよ。それよりも、そなたは妊娠せぬな」

「私は色々とまずいもの」

　立場が立場だしと、アマーリエ義姉さんはテレーゼに語った。

「貴重な畑じゃ。頑張って産めばよいではないか。エリーゼたちの次に」

「高齢出産にならない？」

「アマーリエ、そういうことをあの年増女の前で言うと殺されるぞ」

　そういえば、アマーリエ義姉さんはリサよりも年下……じゃなかった！

　同じ年のはずだが、アマーリエ義姉さんは出会った頃から童顔で、実年齢よりも年下に見えるから忘れてた。リサは格好からしてアレだからなぁ……。

「あの年増はもうすぐ三十。妾も以前は年増の入り口などと、口の悪い帝国貴族どもから揶や揄ゆされておったが、アレがおると気が楽になるの」

「テレーゼも、大概酷いな！」

　自分ももうすぐ二十歳だし、リサの弟子であるという理由もあるのであろう。

　カチヤが、テレーゼの物言いに抗議した。

「酷いのは重々承知じゃが、あの女の実力を考えると、訓練の途中で愚痴の一つくらい零こぼしても罰ばちは当たるまい。なんなら、カチヤ。妾が敗れたら、次はお主がリサに勝負を挑むか？　幸いにして、お主の魔力も上がったのだし」

「いやだ！　あたいは放出魔法が使えないから、姉御に近づく前にやられちまう」

　カチヤは、リサとの勝負を全力で拒否した。

「なんとか工夫していけないのか？」

「いや、姉御とあたいじゃあ、相性が悪すぎて無理なんだよ」

「相性？」

「ほら、火とか風の魔法なら、あたいも回避という手段が使えるけど。姉御の場合、自分の全周囲をブリザードで寒くできる。『魔法障壁』が使えないあたいには近づくことすら困難ってわけだ」

「確かにそうだな」

　カチヤの説明を聞き、ブランタークさんも心から納得したようだ。

「となると、テレーゼ様が一矢報いるか、伯爵様が倒すしかないんだな」

「ヴェンデリンにまで回さないのがベストかの。というわけで……」

　というわけでなんだ？　……テレーゼ。

「リサとの決闘までの間、頑張って妾を強化するのじゃぞ」

　強化っていっても、テレーゼが頑張れってのは主に夜のことだと思うけど……。

「ずるいわねぇ……」

「とは言ってもじゃ。妊娠したイーナたちは、もうヴェンデリンの相手もできまいて」

「本当、そういうのに気がつくのが早いんだから」




　こんな感じで魔法使いとしてのテレーゼの強化は進んでいったが、ある日の夜、寝室に向かうと、先に意外なというと変だが、珍しくネグリジェ姿のカチヤが待ち構えていた。

　普段のカチヤは、そんな格好しないからな。

「よくよく考えたら、テレーゼと旦那が毎日一緒に寝る必要ないじゃないか。三日に一度くらいで十分に魔力は上がるし！　あたいも新婚だし、親父や兄貴も子供は早い方がいいって言ってたし」

「残念じゃの。丸め込めたのはここまでか」

　とそこに、あとから寝室に入ってきたテレーゼが、カチヤに爆弾発言をする。

「テレーゼ！　あたいを騙だましたな！」

「怒るな、カチヤ。妾の魔力上昇が必要なのは事実じゃし、妊娠したエリーゼたちは出産まで夜はお休み。そう競い合うこともあるまい」

「確かに……今日はあたいが最優先だ。あたいも早く子供が欲しいし」

「奇遇じゃの。妾も一人くらいは産んでおきたいのでな」

　二人が争うこともなく意見が一致してよかった……その分、俺がまた大変になるわけだが。

「エリーゼたちの分まで頑張るからの」

「安心してくれ、旦那」

「（ああ……早くテレーゼとリサの決闘が終わらないかなぁ……あれ？　終わってもあまり状況に変わりはないか？）」

　もうブリザードのリサとか関係なく、奥さんが多い大貴族ってのは色々と大変なんだなと、俺は思うのであった。





第五話　ブラックリスト







「元フィリップ公爵との決闘まで、私も暇になってしまったね。さて、なにをしようか？」




　私の後輩で弟子でもあるカチヤが、バウマイスター伯爵と結婚した。

　色々と複雑な感情が湧き上がってくるが、今それはいい。

　なにより問題だと思ったのは、もうとっくに魔力成長の限界を超えていたはずであるカチヤの魔力が上がっていたことだ。

　つまり、カチヤが結婚したバウマイスター伯爵には秘密がある。

　それがわかれば、私も魔力が増えるかもしれない。

　とはいえ、今のところの成果は、バウマイスター伯爵が囲っている元フィリップ公爵との決闘が決まったくらいか。

　上う手まく誤魔化されたようにも思えるが、いくら名のある魔法使いである私でもそう簡単にバウマイスター伯爵には会えないし、屋敷に入るなんて不可能だ。

　向こうも相当警戒しているはず。

　素直に決闘の日まで待つ……いや、どんな些さ細さいなことでもいいから情報が欲しいね。

　それが、カチヤの魔力が増加した原因のヒントになるかもしれない。

　となると、なるべくバウマイスター伯爵に近づくことが肝要だ。

「どうやって、バウマイスター伯爵に近づくか……」

　そのヒントを得るため……とまでは言わないが、とりあえずすることもないので私は再びバウルブルクにある冒険者ギルドに顔を出した。

　その前は……とはいっても昨日のことだが、私の居場所を知らせるために顔を出している。

　優秀な魔法使いには指名依頼が入りやすい。

　受けるも受けないも自由だが、なるべく居場所を知らせておくのは常識というかマナーであった。

「よう」

「リサさんですか。これはどうも」

　ギルドの受付にいる若い男性職員が、私を見るや否や緊張に包まれた表情を浮かべた。

　そんなに私が怖いのかね？

「遠出をしない仕事はないかい？」

　決闘まであと三週間ほど。

　指名依頼で他の土地に行くと、思わぬアクシデントで決闘に間に合わないかもしれない。

　ここは、バウルブルク周辺でできる魔法使い推奨の指名依頼でも受けて時間を潰つぶすか。

「単発で、リサさんに相応ふさわしい依頼でしょうか？」

「そうだ」

「ありますよ」

　いきなり条件に合う仕事があるとは驚いた。

　なにしろ、私はバウマイスター伯爵家に警戒されているであろう身だ。

　いくら人手不足でも、バウマイスター伯爵家から依頼があるわけがないと思っていたからだ。

「私でいいのか？」

「ええとですね。もうすぐ、さる高貴なお方がバウマイスター伯爵家を訪ねるそうなのですが、その家臣の方から追加の護衛が欲しいということでして」

　なるほど、要人警護か。

　大貴族の護衛だろうけど、若い職員の口ぶりからして念のため人員を増やす程度の感覚で、警護対象に差し迫った危険はないようだ。

「念のためだそうですが、下手な人を回せませんので。リサさんなら、高名な魔法使いですから安心して任せられます」

　まだこの若い職員に怖がられているような気がするが、私は仕事はちゃんとやる方なので信用はされているようだ。

　優秀な冒険者や魔法使いでも、こういう仕事に向かない奴も多いからね。

「わかった、引き受けよう」

　その護衛対象はバウマイスター伯爵と会うのだから、彼に近づけるのも好都合だ。

　カチヤの魔力が増えた理由に、彼が関わっている可能性は高いのだから。

「条件の確認等がありますので中にどうぞ」

「わかった」

　こういう時、仕事をちゃんとこなしておいてよかったと思う。

　たとえ相手が大貴族でも、それに近づけるチャンスが巡ってくるのだから。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「お館やかた様、こちらのリストをどうぞ」

「ありがとう、ローデリヒ」




　普段は狩りと採集と土木工事しかしていないように見えるが、俺だってたまには貴族としての仕事をやっている。

　ローデリヒから書類を渡され、その確認をしないといけないのだ。

　要点は纏まとめてあるが、ちゃんと読んで内容を確認しないといけない。

　ローデリヒを信用はしているが、これも当主としてのケジメというわけだ。

「採用不可人材リストねぇ……」

「いくら人手不足でも、こういう連中を入れるとかえって面倒ですから」

　バウマイスター伯爵家は基本的に人手不足なので、仕官希望者はよほどのことがなければ採用される。

　出世したければ、相応の能力が必要だけど。

　ところが、色々と問題があってうちでもお断りな人というのもいる。

　大抵が、前に仕えていた貴族家で大問題を起こし、危険人物リストに載っているような奴らだ。

　公金をチョロまかしたり、酔っぱらって同僚に暴力を振るったり、人の奥さんに手を出したり。

　そういえば、商社マンの時に偉い人に言われたことがあるな。

　人間ってのは、金、酒、女（男）のどれかでしくじる可能性を秘めていると。

　他にも、圧倒的に能力が足りないとかもあるけど、うちでは単純な仕事とかもあるから真面目にやってくれる人なら採るケースもあるか。

　そういう問題児を知らずに雇って損害を蒙こうむらないように、貴族の間でブラックリストが出回っているそうだ。

　ローデリヒは、ブライヒレーダー辺境伯、エドガー軍務卿、ルックナー財務卿などからそういうリストを預かっていた。

『みんな、うちに恩を売りたいのですよ』と、ローデリヒが教えてくれた。

　でも、こういうリストは複数の大物貴族から手に入れた方がいいらしい。

　常に情報の更新はあるし、その家や派閥によって把握していたり、していなかったりする人もいるそうだから。

「あのリサという魔法使いは、リストに入っているのかな？」

「入っていませんが、状況は把握しております。よって、彼女がお館様に近づけるチャンスはありませんが」

　リサは普段からあんな格好だし、自分をバカにしたり、不利益を与えようとする男性同業者たちには結構エグイ仕返しをすることで有名だったが、仕事に関しては真面目にこなすそうだ。

　そのため、貴族たちからの評判は悪くない。

　彼らからすれば、フリーの魔法使いの格好や口調が多少酷ひどくても、用意した報酬に見合う仕事をしてくれるので問題ないというわけだ。

　これが自分の娘とかだったら、それはそれで別の対応になるかもしれないけど。

「屋敷への侵入を図ったりして」

「それはないでしょう。一応監視はつけていますが、テレーゼ様との決闘までは領内で大人しくしているはずです。個別に仕事を受けることはあるかもしれませんが。なにしろ、優秀な魔法使いと評判なので」

　リサは女性の魔法使いや冒険者が男性から侮られるのを極端に嫌う。

　そのため、男性には劣らないと証明するかのように、仕事はちゃんとこなすそうだ。普段の格好がアレなので誤解されやすいのだが。

「根は真面目なのかな？」

「かもしれません。カチヤ様の件がなければ、拙者も頼みたい仕事があったのですが……まあ、その分、お館様とカタリーナ様に回そうかなと」

「おい……」

　リサという魔法使いにつけ狙われているせいで、俺にも不幸が回ってきたな。

「今日は、お館様を働かせるわけにいきませんが……」

「当然だな。バウマイスター伯爵は、今日は私との予定があるのだから。お土産にしては無粋だが、凶状持ちのリストなら王国政府の方が充実しているので持参した」

「これは王太子殿下、お出迎えもせず失礼いたしました」

「構わぬ。今日はお忍びだからな」

　俺たちの話に加わるかのように、突然執務室に入ってきた男性。

　彼こそは、ヘルムート王国の王太子殿下であった。

　お忍びだから出迎えはなしというか、存在感がなさすぎて誰も彼の来訪に気がつかなかった……わけはないか。

　お忍びとはいえ、王太子殿下の移動に護衛がつかないはずがないのだから。

「念のために持ってきた。参考にしてほしい」

「ありがとうございます」

「バウマイスター伯爵領開発は、王国南部発展のカギとなるからな。気にしないでくれ」

　と、優雅に気さくに話しかけてくる王太子殿下。

　若くて、イケメンで、有能で、実際に接すると悪い印象を抱く人など皆無だ。

　それなのになぜか、この人は目立たない。

　常に陛下の陰に隠れている印象だ。

　俺は、彼になにかの呪いでもかかっているんじゃないかと思ってしまうのだ。

「殿下は、色々とお忙しいのでは？」

「それなりにな。しかし、今日のために仕事を前倒しで片付けてきたのだ」

　以前から領地に誘ってくれと強く言われていたので、リサの件はあるが、それだけにかまけているわけにもいかず、今日の行幸となったわけだ。

　事前に仕事を前倒しでこなすほど楽しみにしていた人に、乱暴な女魔法使いと揉もめて忙しいので今回は中止にしてくれなんて、可哀かわい想そうで言えなかった。

　不敬罪になってしまうかもしれないし、リサも王太子殿下がいるのに俺への接近を目もく論ろむことはないはず。

「今日は、狩猟に連れていってくれるそうだね」

「はい。普段はあまり人が立ち入らない、バウマイスター伯爵家専用の狩猟地帯です」

「それは獲物が多そうで楽しみだな」

「ところで、今日は護衛の方々は？」

「勿もち論ろん、外に控えているよ」

　さすがに、一国の王太子殿下が一人で行動することはないか。

　もし俺が王宮に迎えに行っていれば随伴の人数を削るかもしれないが、今回はここに来るまでの間に他の貴族領や王国直轄地の視察もしてきたそうなので、相応の数の随伴者がいるはずだ。護衛たちは従者用の控室にいるか、すでにローデリヒの手配でバウルブルクの宿などで荷を解いているそうだ。

「殿下の護衛については、万全を期しておりますので」

　狩猟場はともかく、屋敷の中はバウマイスター伯爵家のテリトリーなので、ローデリヒが責任を持って王太子殿下の警護態勢を整えていた。

「バウマイスター伯爵家家臣団の中でも、特に信用のおける者ばかり警護に当てております。幸いといいますか、バウルブルクからそう遠く離れていない場所でも獲物が豊富なので、配置に時間がかからないのが救いですか」

　それだけ、まだ俺の領地には手つかずの自然が一杯って意味なのだけど。

「その件なんだが、私の側近が心配性でね。急きゅう遽きょ、私の護衛を増やしたそうだ。勿論、信用のおける者だと聞いているが」

「殿下の御身の重要さを考えれば仕方がありません」

　とそこに、エリーゼがティーセットを持って姿を見せ、殿下に話しかけた。

　殿下にお茶を淹いれる役割はレーアに任せるわけにいかず、これは俺の正妻であるエリーゼの仕事というわけだ。

　狩猟場の準備ができるまでは、お茶でも飲みながら待っていてほしいということであった。

「夫人たちも参加なさるのかな？」

「勿論です、殿下」

　エリーゼは殿下にお茶を出しながら、自分もなにかあった時のため治療担当として同行する予定だと答えた。

　イーナたちも狩猟に参加する。

　王太子殿下のご来訪なので、奥さんが一人も来ないなんて不敬はあり得ない。

　一族総出で歓待するのが普通だ。

「バウマイスター伯爵の奥方たちは優れた腕前を持つとか。貴族の奥さんが狩猟に参加するケースは少ないから楽しみだ」

　まあ、普通はそうだよな。

　晩さん会やダンスパーティーには必ず参加するけど、狩猟に参加する貴族の奥さんというのは珍しい。

　下級貴族はそうでもないけど、まずそういうところに王族が訪ねていくことはない。

　準備が整うまでもう少し時間がかかるというので、俺はその前に採用不可人材リストの確認を行った。

　要注意人物たちの名前だけが記載された紙で、俺は彼らがどんな人たちかよく知らないのだけど。

「人を雇うというのは難しいからね」

「そうですね、殿下」

　ローデリヒのようにバウマイスター伯爵家を支えるような人材もいれば、逆に仕えている家を滅ぼしてしまうような人もいる。

　どんな組織でも、一番大切なのは人というわけだ。

「うんうん、こいつらはやっぱり切ったか……」

　殿下はこちらの不採用者リストに載った名前の中から、何名かを見つけ出して納得したように頷うなずいた。

「殿下はご存じなのですか？」

「彼らは基本的には有能なんだよ。でも、どこの貴族家でも採らない」

「なぜです？」

「協調性が皆無で、周囲とトラブルばかり起こすからだ」

　この世界でも、ただ優秀ならいいというわけではないようだ。

「短期で使うのなら我慢するとかですか？」

「そうだね。正式に仕官させてしまうと他の家臣たちに悪影響だし、ローデリヒの判断は正しいと思うよ」

　ローデリヒと殿下の意見は一致していた。

　やはり、どんなに有能でも協調性がないと駄目なようだ。

「誰もが納得するブラックリストです。今のうちの状況で採ってもらえないなんて、相当な連中ですよ」

「そうだよな」

　書類にサインをしてからローデリヒに渡すと、ちょうど狩猟場の準備が整ったとの知らせが来た。

　屋敷の敷地内にある馬小屋へと向かい、みんなで馬に乗って狩猟場へ出かけた。

「バウマイスター伯爵、馬の扱いに慣れたようだね」

「これがなかなか……普段は魔法で飛んでしまいますからね」

　内乱のおかげで、馬には普通に乗れるようにはなったと思う。

　あくまでも普通の域からは出なかったけど。

　一方、殿下は馬の扱いも上手かった。

　生まれてから、王となるべく帝王学というのを学んでいるのであろう。

　エリーゼたちは、みんな運動神経がいいので上手に馬に乗っている。

　カタリーナはそんなに運動神経はよくないけど、貴族の嗜たしなみだからと普段から練習を続けていて上手であった。

「バウマイスター伯爵殿、妾わらわがあとで教えてしんぜようか？」

「帝王学を受けた人間がここにもいたなぁ」

　今回は、テレーゼも同行していた。

　最初は遠慮したテレーゼだが、殿下が是非にと誘ったのだ。

　人数が多い方がいいらしい。

　それにしても、殿下って度量も十分にある人なんだよな。色々と扱いが面倒なはずのテレーゼとも普通に話をしているのだから。

　なぜか目立たないけど。

「狩猟は、俺の方が上手だけど」

「であろうな。妾も貴族的なつき合いでの狩猟しか経験がないのでな。冒険者として活動しているヴェンデリン……おっと、バウマイスター伯爵殿には勝てぬよ」

　テレーゼは、殿下がいるので俺を名前ではなくバウマイスター伯爵殿と呼んだ。

「ご隠居殿、いつもどおりの呼び方で構わないと思うけどね」

「殿下のみならず、他の方々もいらっしゃるので……と、常識的に答えておきましょう」

「傍そばにいるのは私の側近ばかりだし、なにしろ私とヴェンデリンは友人同士だからね。ご隠居殿とヴェンデリンとの関係を知っても、それを他人に言う者など存在せず、その前に私とヴェンデリンとの仲を考えれば心配ないというわけさ」

「なるほど……」

　テレーゼが納得したように頷いた。

　殿下がいつの間にか俺を名前で呼ぶようになっていたが、誰もそれを指摘しなかった。

　そこを否定すると、殿下の機嫌が悪くなるとみんな察したからであろう。

　殿下にとって、俺と友人同士というのが一番重要らしい。

「カチヤって、馬も上手だな」

「あたいは魔法で飛べないから、移動手段としての馬はちゃんと習っているのさ」

　カチヤも運動神経はいい方なので、俺よりも上手に馬を操っていた。

「ところで、殿下？　一つお聞きしたいことが」

「なにかな？　カチヤ殿」

　カチヤの奴、殿下になにを聞きたいんだ？

「臨時で狩猟の護衛を新たに雇ったと聞きましたが、それはバウルブルクの冒険者ギルド支部の紹介でしょうか？」

「そう聞いているね。ギルドなら、腕がよくて信用のおける冒険者の紹介ができるからね」

　冒険者ギルド側としても、下手な奴を紹介して信用を失うわけにはいかないので、ちゃんとした人を紹介するというわけか。

「ギルド経由ですか……」

　殿下相手なので珍しく敬語であるが、そのせいか徐々にカチヤの声が小さくなっていく。

　これ以上慣れない敬語を思いつかない？

　いや、他になにか懸念があるのか？

「カチヤ、どうしたんだ？」

「あのさぁ……旦那……」

「ようこそおいでくださいました。急遽殿下の警護に雇われた身ではありますが、周辺の偵察はすでに終えております。勿論、獲物を怯おびえさせて逃がすようなヘマはいたしておりません」

「姉御ぉ！」

「えっ？」

　もうすぐ狩猟場に到着というところで、俺たちに声をかけてきた者がいたが、それはとても見覚えがある人で……カチヤは特にそうか。

　なるほど、カチヤが殿下に、新しい護衛を冒険者ギルドから雇ったのかと聞いたのはこれが理由か。

「君が新しい護衛か。高名な魔法使いらしいね。それしか聞いていなかったんだけど」

「『ブリサードのリサ』と申します」

「聞いたことがあるよ。今日はよろしく頼む」

「お任せください」

　常人ならギョっとするようなリサの格好も、王太子殿下ほど生まれがいい人から見たら『ちょっと奇抜な格好で珍しい』くらいの感覚なのであろう。

　それと、リサはこれでも貴族から指名の多い高名な魔法使い兼冒険者なので、王太子殿下の前で猫を被かぶるくらい余裕でできるようだ。

　カチヤでもできたのだから、先輩であるリサにできても不思議ではないか。

「姉御？」

「お久しぶりですね、カチヤ殿。今日は本当に偶然で」

「「「「「「「「「……」」」」」」」」」

　あまりにも白々しい挨拶をするリサに、さすがのテレーゼすら唖あ然ぜんとしていた。

　まさか、俺たちに近づくためにこんな手段を用いるなんて。

「カチヤ殿、お知り合いか？」

「あのう……魔法と冒険者としての師匠でして……」

「なるほど。王都の往来で、我らや並み居る貴族たちに挑戦状を叩たたきつけたカチヤ殿の師匠とは。安心して警護を頼めるというもの。ちなみに、リサ殿は弓は？」

「残念ながら不得手ですが、代わりに面白い魔法が使えます」

「それは楽しみだ。リサ殿も一緒に狩りをしましょう」

「光栄です、殿下」

「なんと！」

「ヴェンデリン、どうかしたのかな？」

「いいえ、なんでもありませんよ」

　リサという魔法使い、伊だ達てに年は食っていないな。

　まさか、テレーゼすら出し抜いて合法的に俺たちの傍にいられるようにしてしまうなんて。

　これは、カチヤでは手に負えないよな。

「カチヤ殿、今日は師匠と一緒でよかったですね」

「はははっ……殿下のご温情に対し、ただ感謝しかありません」

　殿下がリサの本心に気がつくはずもない。彼も普段はエリーゼと同じく性善説によって行動する人物のようだ。

　たまたまではあるが、カチヤにとてもいいことをしたと思っている。

　これを否定するのは、ちょっと王国貴族としては勘弁してほしい。

「（あの年増……見事にこの前の仕返しをされたのぉ……普通に狩りをしてボロを出さなければ……）」

「（それもそうか……）」

「ヴェンデリン、どうかしたのかな？」

「いいえ、この前テレーゼがここに狩りに来たので、ちょっとその時の様子などを聞いていました」

「殿下、ここは獲物が多くていい狩猟場でしたという話をしていたのです」

「それは楽しみだ」

　なにも事情を知らない殿下は楽しそうであったが、ふとリサの方を見ると、まさしくしてやったりという笑みを浮かべていた。

「（旦那ぁ……）」

「（余計なことを言わなければいいんだ。狩りに集中するように）」

　俺の秘密の特性なんて、普通に狩りをしていたらバレるはずがないのだ。

　そんなこと、エリーゼたちにはいちいち言わなくてもわかっているはずなので問題ないが、俺はリサの執念に厄介さを感じてしまうのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「あくまでも念のためですが、王太子殿下のお供の方々もご安心でしょうから」




　目的地である狩猟場に到着すると、先にローデリヒが送り込んでいた家臣たちが最終安全チェックを行い、そのあとは所定の場所に配置された。

　いよいよ狩猟が始まり、やはりローデリヒが家臣たちから選抜した勢せ子こ役たちがこちらに獲物を追い込んでいく。

　大貴族と王族の狩猟なので、俺たちは馬を走らせて獲物を探したりはしないのだ。

　その点が、冒険者の狩猟と違う点か。

「殿下、鹿です。初手の矢を」

「久しぶりだからね。当たるといいな」

　とか言いつつ、王太子殿下の弓の腕前は大したものであった。

　わずかな時間で狙いを定めた矢が鹿の首に突き刺さり、一撃で倒すことに成功する。

「さすがですね、殿下」

「当たってよかった。狩猟なんて、滅多に誘われないからね」

「そうですか……」

　忙しくて滅多に狩猟に行けないのか、それとも誰も誘ってくれないのか。

　俺たちは、それだけは絶対に聞くまいと、アイコンタクトで伝え合う。

「エル！　行ったぞ！」

「任せてください！」

　次はエルの出番であったが、獲物が猪いのししであったので一撃では倒れなかった。

　すかさず俺が二本目を放ち、猪は地面に倒れ伏す。

「ヴェンデリンもやるではないか」

「子供の頃からやってますからね。昔は獲物が獲とれないと肉が食べられませんでしたので」

「なるほど」

　それからも狩猟は続き、他のみんなも次々と獲物を狙っていく。

「弓なんて滅多に使わないから、なかなか当たらないわね」

「ボクも」

　普段、滅多に弓の鍛錬をしていないイーナとルイーゼの成果は芳しくなかった。

「カタリーナ、思ったよりも上手」

「ヴィルマさん、趣味の狩猟は貴族の嗜みでしてよ」

　カタリーナは、密ひそかに弓を練習していたようだ。

　何度か外しながらも、ウサギを一匹仕留めることに成功した。

「ヴィルマさんには勝てませんけど」

「狩猟は、私の人生そのもの」

「哲学のようなお言葉ですわね……」

　間違いなく、この中で一番狩猟が上手いのはヴィルマだ。

　弓に矢を同時に二本番つがえ、一緒に放ってウサギを二匹同時に仕留めた。

「凄すごい！　見事だ！」

　さすがに殿下でもそういう芸当はできないようで、彼はヴィルマに心からの賞賛を送った。

「さすがは、エドガー軍務卿が養女にするだけはあるな」

「凄い腕前じゃの」

　ヴィルマを褒めつつ、テレーゼもさり気なくウサギを仕留めてその腕前を披露した。

　なんでも卒なくこなせるのは、やはり帝王学のおかげなのであろう。

「この狩猟場は、獲物が濃いの」

「バウルブルクにも近いから、急遽バウマイスター伯爵家専用の狩猟場にしたんだけど」

「ヴェンデリンがか？」

「ローデリヒが」

「そう思ったわ。お主なら、勝手に飛んでいって魔法で『探知』した獲物を狩れば済む話じゃからの。狩猟場の選定などできまいて」

「そんなことはないと思うけどな。バウマイスター伯爵領は手つかずの自然が多いから」

　未開地ではこういう獲物が沢山いる場所がいくらでもあって、実はバウマイスター伯爵家専用の狩猟場に行かなくても満足のいく狩猟ができる場所は多かった。

　お客さんを警備しやすいから、今日はここが選ばれたわけだ。

　ただし油断すると、狼おおかみの群れと熊に襲われて餌にされてしまうので、家臣たちの同行は必須であったが。

「それなのに、カチヤは下手じゃな」

「あたい、接近戦が専門で弓矢は苦手なんだよ」

　唯一、カチヤだけ一匹も獲物を狩れていなかった。

　そんなに変な構えはしていないのだが、リサが気になって狙いが定まらないのであろう。

「こっちなら得意なんだけどなぁ……」

　その代わり、腰に差した投とう擲てき用のナイフの一撃で、数十メートル離れたところにいる鹿を一撃で仕留めていたが。

「カチヤ殿、見事。あとは……リサ殿は面白い魔法を使うとか？」

　上手く殿下に取り入ったリサであったが、いくら俺たちの傍にいても、カチヤの魔力が増えた理由などわかるはずがない。

　ちょっとつまらなそうに殿下の護衛をしつつ俺たちを窺うかがっていたが、狩猟に使える珍しい魔法の披露を命じられ、少しやる気を出したようだ。

「弓矢は持っていないのですね」

　治療担当で怪我人が出ないと仕事がないエリーゼが、なにも持たずに獲物の鹿を見定めるリサがどんな魔法を使うのか、興味深そうに見つめていた。

「カチヤは、どんな魔法か知っているのか？」

「何度も見たことあるけど、殿下もいらっしゃるので見てからのお楽しみってことで」

「説明が面倒だからじゃないの？」

「ルイーゼの中で、あたいはどれだけバカなんだよ！　そんな複雑な魔法じゃないから！」

　カチヤが、自分をバカ扱いしたルイーゼに文句を言った。

　弓矢を持たないリサであったが、空手のままで弓矢を番える動作を行う。

　すると、魔力の上昇と同時に、氷の矢が生成された。

「凄いな、ベタだけど」

「想像はつく」

「そうだよな、ヴィルマ」

　なるほど、矢を放つ動作を用いて『氷の矢』を放つわけか。

　すぐさま放たれた『氷の矢』が鹿に命中すると、なんと鹿の体が数センチほどの厚さの氷に覆われ、その場で動きを止めてしまった。

「ヴェル様、カチンコチン」

「凄いな」

「魔法の袋がない人には便利な魔法」

　氷が溶けるまでは鹿の肉や内臓も悪くならないので、大半の魔法の袋を持てない人たちには便利な魔法なのか。

「半日ほどは保もちますので、その間に運んで、氷が溶けたら解体すればいいというわけです」

「なるほど、よく考えられたいい魔法だ」

　王太子殿下は、リサの魔法を賞賛した。

　変に見た目重視で派手な攻撃魔法を見せるよりも、魔法の便利さ、巧みさで高貴な人にアピールする。

　王太子殿下自身も優秀で、今リサが使った魔法を正しく評価できる人だから、彼女はアピールすべき人の見極めもできるということか。

「（あんな常識外れの格好なのに、さすがはブリザードのリサというわけですか）」

　カタリーナがどこか納得いかなそうな表情で俺に呟つぶやくが、ただ派手な格好で派手な魔法をぶちかますオバさん……じゃなかった、お姉さんが優秀な魔法使いとして評価されるわけがないのだから。

　カチヤの魔力の件も、リサなら気がついて当然だな。

「大したものだ。私の家臣はいい護衛を雇ってくれた。私が王都に戻るまでの間、改めて頼むよ」

「お任せください」

　王太子殿下は優秀な護衛を雇えて嬉うれしいのであろうが、俺たちは王太子殿下が王都に戻るまで、ずっとリサの監視を受けなければいけない状況へと追いやられてしまった。

「（テレーゼさん、珍しくしてやられていますわね）」

「（ボロを出さなければいい。というか、ヴェンデリンのことは王太子殿下も理解していよう。普通に過ごせばボロなど出るはずがない）」

　カチヤの魔力が増えた理由は俺とのアレだが、まさかリサも人の寝室を覗のぞくようなことはしないはず。

　そんなことをして王太子殿下にバレたら、今までの評価と信用を一気に失ってしまうのだから。

「今日は大猟だね、ヴェンデリン」

「殿下の弓の腕前に感心いたしました」

　本当、この人はなんでもできるんだな。

　もしかしたら、素の能力は陛下よりも上かもしれないな。

「あまり獲りすぎても次の楽しみが減ってしまいますので、今日はそろそろ戻りましょうか？」

「そうだな、戻るとしよう」

　数時間ほどの狩猟が終わり、俺たちは殿下と共にバウルブルクに戻った。

　リサは王太子殿下に気に入られ、彼が王都に戻るまで傍で護衛をすることになった。

「（殿下って、かなり鷹おう揚ような人よね。リサさんのあの格好を見ても、なんとも思っていないみたいだし……）」

　イーナが、俺の隣に馬を寄せて小声で話しかけてきた。

　王太子殿下の側近や他の護衛たちは、見た目のインパクトが大きいリサを見ながらヒソヒソと話をしていたが、王太子殿下本人は気にしていないようだ。

「（器が大きいんだよ。人をちゃんと能力で評価しているから）」

「（よく言えばそうね……）」

　悪く言えばかなり鈍い人……ファッションセンスが悪いという可能性もあるのか？

「（あるわけないでしょうが）」

「（ですよねぇ……）」

　無事屋敷に戻ったあとは、一緒に夕食をとり、殿下たちは今日は屋敷に泊まっていくことになっていた。

「今日の獲物と、バウマイスター伯爵領の特産品を使った料理をお出ししますよ」

「それは楽しみだね」

　俺と殿下が馬を並べて話をしながら屋敷の前に到着すると、そこに一人の中年女性が待ち構えているのに気がついた。

「バウマイスター伯爵様でいらっしゃいますか？」

「はい、そうですけど……殿下？」

「私の随伴ではないよ」

　その中年女性は、ある意味俺の印象に残った。

　太めの体形に、厚化粧、着ている服は成金趣味丸出し、全力で老化に逆らおうと努力しているようだが、残念ながらあまり成果が出ているようには見えなかった。

　その顔には、宝石が散りばめられた金の鎖つきの眼鏡をかけ、一言で言うなら『ざーますオバさん』の典型のような見た目だ。

　俺は、こんな人が創作物ではなく現実の世界にいる事実を初めて知った。

　彼女に比べたら、リサはまだまだだと思ってしまう……あくまでも比較しての話だが。

「私、ヘルルーガ・フォン・シュティールと申すざます。シュティール子爵の妻ざます」

「（なんだと！）」

　もう一つ、俺は初めて聞いた。

　まさか、語尾に『ざます』をつける女性が実在したなんて……。

「（シュティール子爵？）」

　また知らない貴族の名だ。

　というか、貴族が沢山いすぎてまだ全部覚えられないのだ。

　覚えるつもりは皆無であったが。

「（エリーゼ、シュティール子爵って知ってる？）」

「（はい、ベルツ伯爵の寄より子こで、大金持ちで有名な財務系貴族です）」

　さすがはエリーゼ先生、このざーますオバさんの正体を知っているようだ。

「お久しぶりざます、エリーゼさん。エリーゼさんは、私の若い頃にそっくりざますわね。ますます私と同じように美しくなられたざます」

「「「「「「「「「（それは、ねえよ！）」」」」」」」」」

　間違いなく、このざーますオバさん以外、全員の考えが一致したと思う。

　たとえいくら彼女を若返らせても、その厚化粧を取っても、痩せたとしても、絶対エリーゼにはならない。

　エリーゼも、どう答えていいものなのか乾いた笑みで誤魔化していた。

「おっと、今日は世間話でここに来たわけじゃないざます。実は、レオポルドちゃんの件で来たざます」

「レオポルドさんですか？」

「私の可愛かわいい息子ざます」

　レオポルドさんとは、このざーますオバさんの息子らしい。

　しかし、息子の件とはなんなのであろうか？

「レオポルド殿なら不採用ですが……」

　ここでローデリヒが声をあげ、みな、その一言ですべてがわかってしまった。

　ざーますオバさんの息子がうちに仕官しようとしたが、例のリスト入りの問題児なので不採用にされ、それに文句をつけに来たというわけだ。

　どうやらこの世界にも、モンスターペアレンツなる人が存在するようだ。

「外野は黙るざます。私は、バウマイスター伯爵様と話をしているざます」

「あの……ローデリヒはバウマイスター伯爵家の家宰で、採用の責任者なのですが……」

　うちの大切な家宰に外野はないだろうと、俺は思ってしまう。

「まあ、それはよくないざます。ローデリヒさんとやらは優れた方なのかもしれないざますが、バウマイスター伯爵様がもっと人を直接見る必要があるざます」

「はあ……」

　このざーますオバさん、言っていること自体は間違っていない。

　本当なら、バウマイスター伯爵家当主である俺が雇い入れる家臣を吟味する。

　確かに、それは当主の重要な仕事だ。

　それゆえ、彼女の話をまともに聞こうとしたのが俺の大きな間違いであった。

「レオポルドちゃんは、なにかの間違いで不採用になったのざます。それを正すために、私は来たざます。いいざますか？　うちのレオポルドちゃんは……」

「レオポルドさんは？」

　それから二時間以上、俺たちは狩猟のあとでお腹が減っているというのに、屋敷の前でざーますオバさんの息子の自慢話を聞き続ける羽目になるのであった。




「お館様、申し訳ございません」

「いや、直接の危険はなかったからさ」

　長い時間ざーますオバさんの息子ちゃん自慢を聞いて、みんな精神的に疲れてしまった。

　ローデリヒは、彼女の息子自慢披露タイムを防げなかった件で俺たちに謝り続ける。

「姉御？」

「……」

　年の功で上手く殿下に取り入って、護衛として彼の傍でこちらを窺うリサであったが、さすがにざーますオバさんの登場は予想外であったろう。

　一緒に二時間も話を聞かされ、ぐったりとした顔をしていた。

「ヴェルに危険があるのにあのオバさんを防げなかったのなら問題だけど、危険というわけでもないし」

「しかし、イーナ様」

「精神的には疲れたわね。同じ女だけど、どうしてあんなに長時間話ができるのかしら？」

　イーナは、よくあんなに長時間一方的に話せるのか不思議でたまらないようだ。

「凄かったよね、二時間以上全部、レオポルドちゃん自慢」

　俺たちの中で比較的元気なルイーゼが、ざーますオバさんの凄さについて語る。

　あの、完成された感動の物語。

　ざーますオバさんの息子レオポルドちゃんの誕生から現在に至るまでの、壮大な大感動巨編。

　テレビの二時間ドラマ枠でいけるのではないかと、俺は思ってしまう。

　勿論、事実ならではあるが、まあ物語には若干の脚色があって当然か。

　どの程度脚色されているのかは……調べる気にもならないけど……。

「おかげで、レオポルドちゃんに相当詳しくなった。私たち、レオポルドちゃん博士」

「「「「「「「「「ぷっ！」」」」」」」」」

　ちょうどいいタイミングで入ったヴィルマの一言で、全員が噴き出してしまう。

　確かに、レオポルドちゃん検定があったら、今なら初級くらい余裕で、もしかしたら中級も狙えるかもしれない。

　頑張って上級を狙えば、俺たちも立派なレオポルドちゃんニストだ。

「そんな無駄な知識、記憶するだけ無駄ですわよ。なぜか頭から離れませんけど……」

「カタリーナ、それはあのざーますオバさんのせいだ」

　彼女の話なんて聞きたくないのに、あのざーますオバさんの先制能力は大したものだ。

　そして一度話を聞き始めると、容易にこちらの離脱を許さない。

　あれは一種の才能だと思う。

　嫌でも記憶に残る喋しゃべり方も凄い。

　俺は、彼女は学校の先生でもやればいいのにと思ってしまう。

「レオポルドちゃんが三歳の頃に、従姉いとこを野良犬から救ったお話は感動的であったの」

「テレーゼさんもいるのに、ある意味凄い方でしたわね」

　帝国の元公爵様もいたのに、長時間大演説会をかましてくれたのだ。

　もの凄い度胸とも言える。

　空気をまるで読んでいないのが真実であろうが。

「私もいたんだが……」

「そうでしたわね……殿下に対してあのお方は……」

　そして、ざーますオバさんの演説会は殿下も聞かされていた。

　果たして、彼女は殿下の存在に気がついていたのであろうか？

　実はカタリーナも殿下の存在を一瞬忘れていたようで、とってつけたような言い方で誤魔化していた。

　まあ、俺も同じなのだが、これは言えないな。

「あのオバさんのインパクトが強すぎてなぁ……」

　ざーますオバさんの存在感が凄すぎて、きっと殿下は存在感を塗り潰されてしまったのであろう。

「なにか大変なことがあったみたいですね。食事の準備ができていますからどうぞ」

　アマーリエ義ね姉えさんが、帰ってきた俺たちに夕食を勧めてくれた。

　本当は狩猟で得た成果を調理する予定だったのだが、あのオバさんのせいで屋敷の調理人に獲物を渡す時間がなく、事前に家臣たちが獲っておいてくれた獲物を調理して出してもらったのだ。

「殿下は、あのご婦人をご存じのようですが？」

「ご隠居殿にはわかるか……まあ有名な方だよ。あのシュティール子爵夫人は……」

　王国貴族は数千家、殿下が知らない貴族も多かろうと思ったが、シュティール子爵夫人のことは知っていた。

「目立つからね、彼女」

「ですね」

　あんな人、一度会ったらそう忘れられないか。

　殿下とは違って、とても目立つ人だし。

　ざーますオバさんことシュティール子爵夫人は、なかなかの傑物なのだそうだ。

「その昔、シュティール子爵家は財政が傾いていてね。それをなんとかするために、現当主の妻に彼女を迎え入れたわけだ」

　目的は妻の実家からの多額の持参金と援助であったが、シュティール子爵夫人は自身も優れた才覚を持つ人物であった。

「夫人は金貸しのプロなんだよ」

「その噂うわさは、私も聞いたことがあります」

「まあ、ホーエンハイム枢機卿なら知っていて当然か……」

　貴族には、どうしてもある程度纏まった大金が緊急で必要になる時がある。

　シュティール子爵夫人はそういう貴族を見つけるのが上手で、そっとお金を貸して利息を得る才能があった。

　この密かにというのがポイントで、シュティール子爵夫人は金を貸した顧客の情報は絶対に漏らさないらしい。

　貴族はプライドが高いので、他人から金を借りたことを知られたくない。

　多少利息が高くても、シュティール子爵夫人から金を借りれば他人に漏れないで済むというわけだ。

　そのため、彼女を批判したり、敵に回す貴族は少ないそうだ。

　急になにかあった時、お金を貸してもらえないと困るのだから。

「そのおかげで、シュティール子爵家は傾いた財政を立て直せた。けど……」

　シュティール子爵家の人間は、当主も含めて夫人に頭が上がらなくなってしまった。

　この世界では滅多にない、極端なまでの夫人を頂点とする貴族家なのだそうだ。

「シュティール子爵は、凡庸で目立たない人だからね……」

「そうですね、とても大人しい方で」

　エリーゼもシュティール子爵の顔は知っているが、とにかく目立たないのでどんな人かわからないそうだ。

「確か、奥様はあの夫人だけだとか」

　エリーゼからの情報によると、夫人に頭が上がらず、気を使って側室すら一人もいないらしい。

「目立たないというよりも、あのオバさんが目立ちすぎなだけのような……」

　一度あの姿を見れば、誰もが二度と忘れないと思う。

　そのくらい、強烈なインパクトを俺たちに残したのだ。

「そうとも言うかもね」

「殿下、どうしてあのオバさんは息子の仕官に熱心なの？　お金はあるのに」

　そう言われてみると、確かにそうだな。

　金貸しで培ったコネで、息子の仕官先くらいなんとかなりそうな気がする。

「それはだね、ヴィルマ殿。レオポルド殿が六男だからさ」

　あのざーますオバさん、なんと六人の男子の母親らしい。

「跡取り長男、分家に婿に入った次男、親戚の貴族家に婿に入った三男。四男と五男も仕官先は決まった」

「六男だけ駄目なのですか？」

「末っ子だから、異常なまでに可愛がっているみたいだね。熱心にいい仕官先を探していると聞いたよ」

　金貸しとしては素晴らしい才覚を持っていても、自分が可愛がっている息子に対しては正常な判断ができない状態になってしまう。

　だから、なんとか安定した将来を確保してあげようとして、暴走の結果、親子してブラックリストに載せられてしまったらしい。

　息子のみならず、母親込みでのブラックリスト入りとは……。

「母親が悪いのか……」

「それがよくわからないのです」

「あれ？　ローデリヒは面接くらいはしたんだろう？」

「すいません。リスト入りの人物なので応募の時点で弾はじいてしまいました」

　他に人がいないわけでもないし、そんなブラックリスト入りの人材に気を使うほどローデリヒも暇じゃないというわけか……。

「実際に会えばわかるでしょうが……」

「えっ？　ローデリヒが会うの？」

「お館様が夫人に懇願され、自ら首を縦に振ったではないですか」

「あれ？　そうだっけ？　じゃあ、俺が直接会うのか？」

「そういうことになります」

　ざーますオバさんの話が長すぎて最後は聞き流していたので、俺は無意識に、もう一度採用試験をしてほしいという彼女の懇願を認めてしまったらしい。

　もしそれを狙ってあの長話をしたのだとしたら、油断ならないオバさんである。

「まあいいけどね……」

　鷹揚な振りをして再面接を了承したように誤魔化したが、実はあのざーますオバさんの話に疲れてしまい、無意識に首を縦に振ってしまったことは内緒にしておこうと決意するのであった。




「はっ！　せっかく殿下に取り入ってバウマイスター伯爵の傍にもいられるようになったのに、あのババア！」

　さすがのリサもシュティール子爵夫人には貫禄負けのようで、俺の傍にいてもなにもできず、残念ながら今のところ彼女はなんの成果も得ていなかった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






　翌日、俺はあのざーますオバさんの息子との面接を行った。

　殿下が王都に戻ってからがよかったのに……でも、俺が今日でいいと言ってしまったらしいので、これは自業自得か。

　殿下も楽しそうだからとシュティール子爵夫人の息子の面接を見学すると言い、その後ろに控えるリサは醒さめた目をしていた。

　今心の中では、シュティール子爵夫人に対する罵ば詈り雑ぞう言ごんで一杯のはずだ。

　それでも息子に対しては、あのざーますオバさんからの極端な干渉で苦労している人かもしれないと、少し同情した。

　その気持ちは、ほんの数分後には消滅してしまったけど。

「レオポルド・フォン・シュティールと申します。僕の隠れた才能を見抜くとは、バウマイスター伯爵殿も案外やりますな」

　十代後半くらいに見えるざーますオバさんの末っ子は、最初の挨拶から上から目線であった。

　自分が雇われる方なのに、なぜかもの凄く偉そうだ。

「ローデリヒ殿は比較的上手くやっている方だとは思いますが、僕に言わせると甘い部分も多いです。僕に任せていただければ、開発計画は二割ほど早まるでしょう」

　俺は、前世で知り合った自称経営コンサルタントを思い出した。

　自分に任せれば、アイデア満載、労力もコストも大幅削減、売り上げと利益率アップ間違いなしと断言するのだが、具体的にどうするとかそういう話が出てこない。

　騙だまされてコンサルタント代金を無駄にするどころか、店を潰す人間まで出て、業界では要注意人物扱いされていたのを思い出す。

「僕はこれでも、子供の頃から勉学に励み、様々な知識の習得に腐心いたしました。バウマイスター伯爵殿は？」

　本は書斎のを読んでいたけど、あとは未開地でず───っと魔法の修行三ざん昧まいだったような。

「いけませんな。バウマイスター伯爵殿は、これから王国でも指折りの貴族となられる方、教養なども身につけ、多くの貴族たちと交流しませんと」

　このレオポルドという若者、言っていることは間違っていないんだけど、とにかくウザい。

　俺がこの世界に飛ばされる前に、こういう人のことを『意識高い系』とか言っていたような。

　でも『意識高い系』って、間違いなく褒め言葉じゃないよな。

　『意識が高い人』なら、それは褒め言葉かもしれないけど。

　面接中、レオポルドは一方的に自分語りを続けた。

　俺も隣のローデリヒも、表情が能面のようになっている。

「これからのバウマイスター伯爵領は、帝国との関係も重視しないといけません。僕のような若い才能が、帝国の同じような立場の人々と新しいなにかを作るんですよ」

　その『なにか』って、なんなのだろうか？

　あまりに抽象的すぎて……誰か、俺に教えてほしい。

「バウマイスター伯爵家は、西部諸侯とのおつき合いが希薄ですね。僕には知己が多いので話を通してあげますよ」

　お前、本当にそんなにコネがあるのかよ……。

　というか、ならばなぜ西部の貴族家に仕官できなかったのだ？

「僕が思うにですね……」

　その後も、中身のないレオポルドによるお話は続く。

　俺たちは、その話を聞き流して時間を潰した。

　唯一の救いは、俺を探ろうと接近したリサもレオポルドに翻ほん弄ろうされているという点か。

　ふとカチヤを見ると、彼女はリサが大人しいので安あん堵どの表情を浮かべていた。

　リサの実力行使に比べれば、レオポルドの抽象論なんて聞き流せばいいというわけだ。

「本日はご苦労様でした。採用の結果は後日お知らせします」

「バウマイスター伯爵殿、僕を採用し、重用することで、このバウマイスター伯爵領は変わりますよ。劇的にね」

　レオポルドはウィンクをしながら『キラッ』とした笑顔を見せ、俺たちのイラッと感は最高潮に達した。

「（なんか、すげえぶん殴りてぇ……）」

「（それはやめとけ）」

　エルの気持ちは凄くわかるが、バウマイスター伯爵家の重臣が他の貴族の息子をぶん殴ったら騒ぎになってしまうのだから。

「（あの親にして、この子ありですな）」

　ローデリヒも結構容赦ないな。

　話がウザい点では、確かにあの親子は似ているかもしれない。

「（念のためにお聞きしますが……）」

「（あの親子と会話するのはもう無理）」

　俺がしがない商社マンだったら我慢するかもしれないけど、今の俺はバウマイスター伯爵だ。

　あの親子と顔を合わせないで済む権力くらい行使させてほしい。

「（では、不採用ということで）」

　再面接の約束はしてしまったが、別に採用するとは一言も言っていない。

　俺はレオポルドの不採用を決めたが、レオポルドの奴、散々好き勝手に喋って満足したのだから素直に帰ればよかったのに、よりにもよって彼女の存在に気がついてしまった。

　そう、目立たない王太子殿下の後方に控える派手な格好をしたリサにだ。

「王太子殿下？」

「なにかな？　レオポルド殿」

　こんなウザい奴にでも、王太子殿下は丁寧な口調で対応した。

　ここまでの人格者なのに、目立たないからか、レオポルドが思っていた以上に失礼な奴なのか。

　最初、入室した時に挨拶をしていなかったが、王太子殿下はそれを咎とがめることもなかった。

「後ろの方は護衛でしょうか？」

「今回、側近に守りが薄いと言われてね。冒険者ギルドから優秀な魔法使いを護衛に頼んだのだよ。なかなかに優秀な者なので満足している」

　リサも女性なので、王太子殿下に褒められて嬉しくないはずもない。

　主にカチヤに対し、ドヤ顔を向けていた。

「うへぇ……」

　カチヤの方はゲンナリとしていたが。

　ところが次の瞬間、おバカな意識高い系レオポルドが、静かにしていたリサの逆げき鱗りんに触れたばかりか、ドカドカと土足で踏みにじり始めた。

「優秀な魔法使いですか？」

「そうだ」

「いけませんね、殿下。このような夜の蛾がみたいなオバさんを傍に置くなど。殿下の評判が落ちてしまいます」

「夜の蛾……」

　レオポルドにしては珍しく正しい表現というか、とても具体的な言い方ではあったが、だからこそ逆にリサの怒りを買ったようだ。

　これまでの猫被りがすべて無駄になるであろう、まるで夜や叉しゃのような顔をレオポルドに向けた。

「殿下は将来王となるお方です。いくら実力があっても、品がなく、服装や装飾品の趣味が悪いオバさんを傍に置けば、周囲の者に『殿下も物好きな。あのような大年魔に手を出すなど』『たまには変わった女子を望まれたとか？』『それにしても、趣味が悪すぎる』などと言われてしまいますぞ」

　レオポルドの指摘は間違っていないのだが、それが逆にこれから訪れるであろう、リサによる大逆襲の起爆剤となってしまう。

「（姉御に一番言ってはいけない類たぐいの発言を……あたい、知らねえ）」

　奇遇だな、カチヤ。

　俺ももう知らない。

　なぜなら、すでに室温が下がって肌寒い状態となっており、殿下の家臣たちはリサの顔を見て顔を青ざめさせていた。

　これまでは上手く猫を被っていたので、格好はともかく言動は常識的であると思われていたが、今その流れから外れつつあった。

「「「ひっ！」」」

　殿下の家臣たちが悲鳴をあげた。

　『パリン！』という音と共に、テーブルの上に置かれていた花瓶が割れたからだ。

　中に入っていた水が凍って急に膨張したためであろう。

　花瓶に挿してあった花も凍っており、テーブルに落ちるとガラス細工のように割れてしまった。

「彼女は……そういう関係ではなく、純粋に優れた魔法使いだから護衛として雇い入れたのだが……」

　王太子殿下は、どうにかリサの怒りを鎮めようとした。

「とは申せ、下々の者は殿下の行動を常に注目しております。このような下品なオバさんを連れて歩けば、殿下の評判も落ちてしまうのです。それにしても……いい年をしてそんな格好、間違いなく独り身でしょう。もし結婚していたら、夫や子供がなにも言わないはずがない！」

　だが、その努力は無駄であり、あろうことか当事者レオポルドはなにもわかっておらず、さらに火に油を注ぐような発言を続ける。

　やはり、レオポルドはレオポルドだな。

　『僕はすべてお見通しですよ』といった感じで偉そうに語るレオポルドだが、リサの怒りようはお見通しではないようだ。

「あなたも殿下の安全を守る前に、自分の人生プランをちゃんと守った方がいいですよ。なんて、上手いことを言ったな、僕」

　次の瞬間、俺たちは本来聞こえるはずがない『ブチッ！』という、なにかが切れる音を聞いたような気がした。

「もういいのか？」

　リサは、レオポルドに静かに聞いた。

「あなたに関する僕の鋭い指摘がですか？　ああ、鋭いのは『忠言耳に逆らう』って言うじゃないですか。僕ほど優秀な人は、結構厳しく言ってしまうのですよ。悪気はないので悪あしからず」

「ふ───ん、悪気はないのか」

「ええ、僕はどうでもいいオバさんにでもちゃんと忠告してしまう優しい人ですからね。こういう部分も僕の将来の成功を約束している……」

「んなわけねえだろうが！　このマザコン野郎！」

　遂ついに限界が訪れたようで、リサはレオポルドを怒鳴りつけた。

　これに関してはみんなリサが正しいと思っているで、首を縦にふって『うん、うん』といった表情を浮かべた。

「好き勝手言いやがって！　貴族のガキだかなんだか知らんが、口先だけのテメエを見てると虫唾むしずが走るぜ！　今すぐ凍らせてやるよ！」

　完全にブチ切れたリサが一歩前に出ると、レオポルドを冷気が襲った。

　怒りのあまり、冷気のコントロールが甘くなっているのであろう。

「ひっ！　僕になにかあったら、ママがお前を許さないぞ」

「情けねえなぁ……」

「（いざとなったら母親頼りかよ）」

　エルが小声で呟いた。

「ママを怒らせると、お前の仕事がなくなるぞ！」

「シュティール子爵夫人か……随分と羽振りがよく、知己の貴族も多いみたいだねぇ」

「そうだ。だから、僕になにかあったら、お前は多くの貴族から仕事が貰もらえなくなるんだぞ！　僕に危害を加えない方が賢明だぞ！」

　いよいよ化けの皮が剥はがれ……リサを怒らせたのはいいが、自分では対処できないので母親とその知己である貴族のネットワークに頼り、しかも冷気でビビったのであろう。体と声を震わせている時点で、俺たちの失笑を買っていた。

「（あいつ、無意味なことを言うよな、旦那）」

「（あいつは、凄腕の魔法使いでも冒険者でもないからなぁ）」

　俺とカチヤは、リサにそんな脅しをかけても無意味であることを確認し合った。

「どうだ？　ビビったか？」

「ふっ、なにを言うのかと思えば、このマザコンビビリ野郎は」

「僕にそんな暴言を！　ママに言いつけて……」

「好きにしろ！　王国にいくつ貴族家があると思っているんだよ！　シュティール子爵夫人とその派閥に嫌われたところで、他の貴族からいくらでも仕事はくる腕を持っているんでね！　もうお前の間抜けなツラを見るのも飽きた」

　ここまで言うと、リサは数秒考えてから底意地の悪い笑みを浮かべた。

「あのババアが絞殺されたニワトリみたいな悲鳴をあげるところが聞きたいねぇ……一番目立つ場所に飾ってやるよ。安心しな。私も人殺しはゴメンでねぇ。さて、凍らせてやろうかね」

「ひっ！」

　それからは、大凡おおよそみんなが予想したとおりになった。

　レオポルドはその場から逃げ出そうとしたが、リサがそんなことを許すはずがない。

　すぐさま足元を凍らされてしまい、氷が溶けるまで半日ほど、バウマイスター伯爵邸の正面門に貧相なオブジェとして飾られた。

　うちに面接に来たレオポルドが、俺の屋敷の前で生き恥を晒さらしている。

　俺までシュティール子爵夫人に怒られてしまうかもと思ったが、リサはその辺は一応配慮していた。

「バウマイスター伯爵邸正面門前、ここはバウマイスター伯爵邸の敷地外だから伯爵には関係ないね。これも食らいな！」

　続けて、その場を動けないレオポルドの額に紙を張り付けた。




『暴言を吐いたシュティール子爵のバカ息子を、リサ・クレメンテ・ウルリーケ・エクスラーが成敗！』




　張り紙にはそう書かれており、あくまでも自分に暴言を吐いたレオポルドをリサが個人的に成敗した、という体ていにしていた。

「なんだ？」

「貴族のバカ息子がなにかしたらしいぞ」

「それで有名な魔法使いに成敗されたってか」

　下半身と両手が氷に覆われて動けないレオポルドを見つけた人たちが、リサが書いた張り紙を読んでそれぞれに感想を述べていた。

「姉御……」

「はんっ！　シュティール子爵家に睨にらまれたところで、他の貴族からの仕事が増えるくらいさ！　その辺の事情も理解できないアホが！」

　リサは、レオポルドを一いち瞥べつしながら言った。

　確かに、大した腕前でもない冒険者なら貴族に睨まれると困るかもしれないが、リサほどの凄腕なら全然困らない。

　いくらシュティール子爵夫人に影響力があっても、それは王国貴族数千家すべてというわけではないからだ。

　むしろ、シュティール子爵と敵対している貴族などは、仕事を頼みやすいと喜ぶかもしれない。

　だからリサにレオポルドが言った脅しは意味がないのだが、彼も今はそれどころではないか。

　バウルブルクの住民たちに晒しものにされているのだから。

「レオポルドちゃんがぁ───！」

　そして、やはり最愛の息子が気になるようだ。

　ちょうど面接が終わるであろう時間に姿を見せたシュティール子爵夫人が、俺の屋敷の前で下半身と両手を氷漬けにされているレオポルドを見て悲鳴をあげた。

「あ───はっはっ！　まるでヒキガエルの悲鳴だね」

「カチヤ、あなたの師匠って性格悪くない？」

「あくまでも敵対した人にだけだから」

　悲惨な状態にある息子に悲鳴をあげたシュティール子爵夫人を見て大笑いするリサ。

　それを見てイーナが引いていたが、カチヤはなんの罪もない人にはそんなことはしないと、懸命にフォローしていた。

　カチヤの様子からして、普段はそんなに悪い人ではないのだと思う。

　こうなると、もう誰にも止められないらしいが。

「このアバズレ魔法使い！　うちのレオポルドちゃんになにするざます！」

「うるさいヒキガエルババアだね！　ちょっと頭を冷やせば、少しはマシになる……頭が冷えてないね」

　リサは、一瞬にして空中で氷の帽子を魔法で生成し、レオポルドの頭に被せた。

「これでよし」

「ママぁ───！　寒いよぉ───！」

「なんてことをするざます！　お前が冒険者として仕事ができないようにしてやるざます！」

「やれるものならやってみなっての！」

「きぃ───っ！　とんでもないアバズレざます！」

「ヒキガエルに言われたくないね」

　俺たちを無視してレベルの低い言い争いを続けるシュティール子爵夫人とリサ。

　それは、およそ半日後にレオポルドを拘束している氷が溶けるまで続いた。

　そして、それよりも先に王都に戻った王太子殿下であったが、彼が二度とリサを雇わなかったことだけは記しておこうと思う。

　きっと、リサのエキセントリックな行動に苦手意識を持ってしまったためと思われるが、それでもリサにはなんの影響もなかった。





第六話　道場破り







　俺の名前は、ヨハン・ヨランデ・アウレリア・オーフェルヴェーク。

　バウマイスター伯爵領の本拠地バウルブルクにおいて、ゼノス兄貴と共に魔闘流本道場の運営に携わっている。

　まだ十五歳で、成人したばかりの若造には過分な職責と待遇だと思うけど、これも姉ちゃんがバウマイスター伯爵様の奥さんになれたからだ。

　まあ、誰がどう見ても、思いっきりコネだね。

　周囲には『上う手まくやりやがって！』と言う人たちがいるけど、別に俺が上手くやったわけじゃないから気にしても仕方がない。

　姉ちゃんのルイーゼ……妹にしか見えないけど……の指名で、ゼノス兄貴と共に、バウマイスター伯爵家魔闘流指南役家の創設と、道場の運営に携わっているわけだ。

　姉ちゃんは跡継ぎを産まないと駄目だから、いつもバウマイスター伯爵様の傍そばにいる。

　だから、俺とゼノス兄貴が姉ちゃんの代わりに実務に携わっているというわけ。

　同腹の姉弟だから、俺とゼノス兄貴に白羽の矢が立ったわけだ。

　本妻の兄弟で俺たちを羨うらやましそうに見ている人もいるけど、そこは住み分けというか、大人の都合で分けられたから仕方がないよね。

　でも、結構大変なんだぜ。

　姉ちゃんは金は出してくれるけど、細々とした運営とか雑務とかは絶対にしない。

　頭は悪くないんだけど、面倒だからってやりたがらないんだ。

　姉ちゃんの幼おさな馴な染じみであるイーナさんに言わせると『そういう性格だから仕方がない』ってさ。

　あの人は、昔から姉ちゃんの最大の理解者だよな。

　内乱中に完成したバウルブルクの本道場とは別に、バウマイスター伯爵領は広いから、警備隊を置いている各地に支部練習場みたいなものも整備した。

　まあ、支部の方は小屋が大きくなった程度の建物だけどね。

　そこに配属する師範は、俺たちと仲がよかった外と様ざまの門下生が大半だ。

　本妻の兄弟たちと親しい連中だと、コントロールが難しいから。

　どんな武芸でも、師範ってのはただ強ければいいってもんじゃないんだ。

　人に上手く教えるという能力と、小さくても道場を任されたら運営もあるから、それなりに学もないと駄目なのさ。少なくとも、師範以上になりたいのであれば。

　ちなみに、姉ちゃんは人に教えるのは駄目だ。

　もの凄すごい天才だけど、人に教えるとかえって害になってしまう。

　だから、総師範だけど実務は俺たちの担当なんだよね。

　たまに顔を見せるくらいだけど、早く子供が生まれてくれないと俺たちが路頭に迷っちゃうからそれでいいんだ。

　でも、時には姉ちゃんに出座してもらわないと駄目なケースもある。

「姉ちゃん！　じゃなかった……大変です！　総師範！」

「ヨハン、どうかしたの？　なにか用事？」

「総師範！　道場破りが出た！　……じゃなくて、出ました！」

　そう、たまに武芸の道場では現れるんだよねぇ……。

　道場破りという存在が。

　今のバウマイスター伯爵領なら、上手く潜り込めると思っているんだろう。

　道場破りといっても、勝利して本当に看板を持ち去ってしまう人はほとんどいない。

　『こんなに強い俺を雇ってほしい！』というアピールが大半だから。

　『俺はお前たちよりも強い！　だから雇え！』と、勝利しているから強気に出るんだよね。

　ただ、雇うかどうかはその道場次第かな？

　師範に空きがあれば、雇ってもらえるかもしれない。

　せっかく雇われても、教えるのが下手だったり、運営能力がないと判断されるとクビを切られたりもする。

　勘違いしている人も多いけど、ただ強いだけじゃ意味がないんだよ。

　圧倒的に強くて知名度が高い人なら、その流派や道場の宣伝のために優遇されるけど。

　教えるのとか道場の運営は、そういうのが得意な部下をつければいいし。

　考えてもみてよ。素人や普通の人が武芸を習おうとした時、道場破りで獲得した看板を沢山掲げている人の所に習いに行くと思う？

　頂点を目指しているような人や、夢見る無謀な若者ならともかく、最初はちゃんとした道場に行くでしょう？

　俺たちだって、幼い頃からちゃんと順序立てて訓練しているのだから。

「ふ───ん」

　姉ちゃん、『ふ───ん』じゃないよ。

　というか、食べているケーキのクリームが口についてるよ。

　こっちはもの凄い一大事だし、姉ちゃんは道場で一番偉い人なんだよ。

　道場の危機なんだから真面目に対処しようよ。

「ヨハンとゼノスでも駄目なの？」

「厄介なのが来てるんだよ……来ているのです」

　魔闘流のみ限定だけど、俺とゼノス兄貴はバウマイスター伯爵領内では二番目と三番目に強い。

　勿もち論ろん一番は、ぶっちぎりで姉ちゃんだけど。

　そんな俺たちだけど、王国全体ではというともっと強い人たちが沢山いる。

　今日の道場破りは、そういう強い人だった。

　ゼノス兄貴と俺だと勝てそうにないから、姉ちゃんに来てほしいんだよ。

「看板、勿もっ体たいないもんね」

「そうだよ、看板は高いから」

　別に奪われたからといって道場が運営できなくなるわけじゃないけど、やっぱり負けて看板を取られたとなると恥ずかしいし、正式な看板は値段が高い。

　看板代金は、流派総本部の貴重な収入源だからね。

　やっぱり、本物の看板を掲げていないと世間体も悪いし。

「この前、大金を出して作ってもらったばかりなのに、もう再発行だと絶対に足元見られて看板料が上がるよね」

「バウマイスター伯爵領はお金があると思われているから、本部のジジイたち、絶対に看板料を大幅に上げてくるよ！」

「それは美う味まくない話だね。よし、ボクがぶちのめしてあげよう」

　姉ちゃんは、道場破りを撃退する件を了承してくれた。

「ルイーゼ、口の回りのクリーム」

「おっと、レディーなボクがはしたない」

　すぐに席を立ったけど、しょうもない理由でイーナさんから注意された。

　あと、姉ちゃんがレディーなのかは相当に怪しいと思う。

「急がないと」

「そうだな」

　もう一つ、姉ちゃんが席を立つのと同時になぜかバウマイスター伯爵様がついてこようとする。

　道場破りへの対処なんて、領主様がわざわざ確認することじゃないと思うけど……。

「あの……お館やかた様にわざわざお越しいただくような案件でもありませんが……」

「えっ？　だって、道場破りだよ！」

　あれ？

　お館様、なぜかとても嬉うれしそうだな。

「いえ、総師範に対処していただければ……」

　バウマイスター伯爵であるお館様が、直接来るような大事ではないと思うんだ。

　もっと他に、大切な用事があるだろうから。

「いやね、俺は初めて道場破りに遭遇する機会を得たんだ。見に行かないと損じゃないか」

「それをボクが華麗に倒すと、ヴェルも喜んでくれるよね？」

「そういうシチュエーション、楽しみだなぁ」

「だよね。ボクの強さを見てヴェルは惚ほれ直すと思うな」

「……」

　バウマイスター伯爵様が野次馬レベルの発言をしているけど、俺はこの人は姉ちゃんと気が合うんだろうなと心から思うのであった。




「うははははっ！　この俺様！　バンバ・バババ───ン様が、道場の看板を頂いてやるぜ！」

　姉ちゃんやバウマイスター伯爵様たちと……結構他にもついてきた人が多いなぁ……みんな実は結構暇なのかな？

　道場に戻ると、身長が二メートル近くもあり、鋼のような筋肉に包まれた道場破りが、すでに数名の門下生を敗って気勢をあげていた。

　大声で名乗りをあげているけど、もう少しなんとかならないのかな？

　その名前、敗れたこっちのテンションが余計に落ちてしまうよ。

「大丈夫ですか？」

「すみません、エリーゼ様」

　大男に敗れた門下生たちは怪我をしており、エリーゼ様から治療を受けている。

　どうやら、バウマイスター伯爵様たちが来てくれて結果的によかったみたいだ。

　そして道場破りは、己の力を見せつけんとばかりに道場の床や壁をぶち破って吠ほえていた。

「コラ！　せっかく新しい道場なのに、誰が修繕費を出すと思っているんだよ！」

　そうだ、姉ちゃん言ってやれ！

　いくら強くても、そういう常識がないから道場破りにまで落ちる羽目になるんだと。

「君が破った床や壁の修繕費を払ってよね！」

　道場の経営って大変なんだぞ。

　入るお金は少なく、出ていくお金が多いんだから……って、こちらは真剣なのに、なぜかついてきたバウマイスター伯爵様は、道場破りに興味津々のようだ。

　目をキラキラとさせながら、道場破りに質問をしている。

「なあ、今までにいくつの道場を破ったんだ？」

「聞いて驚け！　すでに五つの道場を破っておるわ！」

　あ───あ、その五つの道場は看板の再発行で大赤字だな。

　本部のジジイ共は大喜びで、懇意にしている看板職人たちと盛大にボッタクっているはず。

「すげえ！　本物の道場破りすげえ！」

「どうだ！　凄かろう！」

　バウマイスター伯爵様、どうしてそんなに嬉しそうなんですか？

　破られようとしているのは、自分の奥さんが経営している道場なのに……。

「ヴェル、あの道場破りは敵なんだぞ」

「そうよ。看板が奪われたら、今のバウマイスター伯爵家の世間からの注目度からいって、大きな恥をかいてしまうのよ」

「ヴェル様、はしゃぎすぎ」

「ヴェンデリンさん、ルイーゼさんを応援してさしあげないと」

　バウマイスター伯爵様は、エルヴィンさん、イーナさん、ヴィルマさん、カタリーナさんから子供のように叱しかられていた。

　その姿は、とても竜殺しには見えない。

「大体、なんでそんな芸名なのさ？」

　バウマイスター伯爵様が、道場破りにばかり注目しているからか？

　嫉妬した姉ちゃんが、道場破りの名前について突っ込み始めた。

「芸名じゃねえよ！」

　いや、その名前は芸名にしか聞こえないから。

　本名だなんてあり得ないし……。

「俺の魂の名前だ！」

「なんだよ！　その魂の名前って？　芸名の別の言い方？」

「ちゃうわ！　俺様は物心ついた頃から魔闘流を極めるべく、過去の名を捨て、これまでの交友関係を絶ち、魔闘流を友にして生きてきたのだ！」

「寂しい人生……」

「サラっとそういう批評をするな！　逆に堪こたえるんだよ！」

　いや、姉ちゃんだけじゃなくて俺もそういう風にしか思えないけど……。

　きっと他のみんなだって……。

「わかる、わかるぞ、道場破り」

　あの……バウマイスター伯爵様？

　どうして、道場破りに同情しているのですか？

「俺も、昔は魔法だけが友達だった……」

「ほら見ろ！　バウマイスター伯爵様のようになるには、普通の人が得られるものをあえて捨て、不休の努力が必要なのだ！」

　なぜかバウマイスター伯爵様が、道場破りの落ち込んだ心を回復させてしまった。

　さすがに、姉ちゃんも怒ると思うんだけど……。

「わかるけど、道場破りによる門下生への傷害と、道場の設備を壊した器物損壊です。ルイーゼ、ぶちのめしてあげなさい」

「は───い」

　バウマイスター伯爵様から命令されて、姉ちゃんはのん気そうな声で了承する。

　姉ちゃん、そんなんで大丈夫か？

「おい、バウマイスター伯爵様よ。俺がそんなチビに負けると？」

「逆に聞くけど、君如きがどうしてルイーゼに勝てると思っているのかな？」

　バウマイスター伯爵様、随分と姉ちゃんのことを評価しているんだな。

　まあ、姉ちゃんが強いのは確かだけど。

「なっ！　可愛かわいい奥さんが大怪我しても後悔するなよ！」

「君も、再起不能にならないといいね」

「抜かせ！」

　バウマイスター伯爵様に挑発された道場破りは、まるで猪いのししのように姉ちゃんへと駆け出していく。

　そしてすかさず、拳による大振りの一撃を入れた。

「砕けろ！」

　だが、道場破りによる渾こん身しんの一撃は空を切った。

　すでにその場所には、姉ちゃんはいなかったのだ。

「どこに消えた？」

「ここだよ」

　姉ちゃんは恐ろしいスピードで、あっという間に道場破りの後ろに回り込んだ。

　素早く手刀による一撃を道場破りの首筋に軽く入れると、それだけで彼は意識を失って倒れてしまう。

　一瞬で大男が倒れ、道場の床が大きな音を立てて鳴り響いた。

「まあまあ強い道場破りだったね」

　確かに結構強い道場破りだったけど、どちらかというと姉ちゃんの化け物じみた強さの方が際立っていた。

　バウマイスター伯爵様はそれがわかっていたから、最初は道場破りを褒めたりして余裕だったのか。

「物語みたいに、最初の方で威勢がいい敵ってほぼ負けるな」

「噛かませ犬ってやつ？」

　姉ちゃん、さすがにそれは可哀かわい想そうだろう。

「あなた、回復させますね」

「頼むよ、エリーゼ」

　エリーゼ様が、気絶していた道場破りを治癒魔法で回復させる。

　しかし、いつ見てももの凄い治癒魔法だよな……あと胸も。

「俺は負けたのか……」

　再び暴れるかと思ったら、目を醒さました道場破りは観念したようでとても大人しくなった。

「どうしてバンバ・バババ───ンなんて変な名前を名乗ったの？」

「それは……」

　負けて大人しくなった道場破りは、姉ちゃんたちに事情を説明し始める。

「俺の本名は、テルマってんだ……」

「それって……」

「そうだ、女の名前だ」

　テルマの両親は、立て続けに五人も産まれたばかりの男の子を亡くしてしまった。

　そこに六人目のテルマが産まれた。

「女の名前なら死なないかもしれないという理由だけで、女の名前にされたんだよ」

「たまにそういう人がいるよね」

　女の子の方が丈夫だから、丈夫に育つようにと男の子に女性の名前をつける人がいるんだよね。

　成人前までは女性名で、成人したら男性名を与える地方とかもあるらしい。

「俺はこんな形なりなんだ。女の名前では……」

　男なのに女の名前だと子供の頃からバカにされ、苛いじめられていたので、テルマは見返してやろうと魔闘流を極めて強くなった。

　ところが、生まれが農民だったので所属していた道場で師範になれなかったそうだ。

「実家が金持ちだったり、貴族の子弟だってだけで師範になれている奴がいるってのに、俺は後輩にもどんどん先を越されて……」

　半分ヤケになり、道場破りをするようになったとテルマは説明した。

「う───ん、でも師範って指導力とか経営能力も問われるよ」

「俺はそれも勉強したんだよ！」

　事情を聞いていると、ちょっと可哀想になってきたな。

　少し前の俺たちと同じ境遇か。

「もう焼くなり煮るなり好きにしやがれってんだ！」

「じゃあ、うちで働いてもらおうかな」

「本当か？」

「うち、基本的に人手不足だし。君、結構強かったしね」

　姉ちゃんが化け物みたいに強いだけで、テルマは俺やゼノス兄貴よりも強いからなぁ……。

「ありがたい、ありがたい」

　姉ちゃんから雇うと言われて、テルマは嬉しそうに涙を流して感謝の言葉を述べた。

　道場破りに対し、過分な温情処置だと思ったのだろう。

　普通なら、追い出されて終わりだろうからな。

「心を入れ替えて頑張ってね。ああ、あと……」

「あと、なんですか？」

　他になんだろう思っているテルマに対し、姉ちゃんは一枚の紙を差し出した。

「これは？」

「請求書だよ。君が壊した道場の床と壁の修理代ね。月賦にしておくから、頑張って働いて返してね」

「はい……頑張って返します」

「頑張ってね」

　姉ちゃん、しっかりしているな。

　まあ、よく言うことを聞きそうな強い師範候補生が手に入ったと思えばいいか。

「ちょっと田舎だけど、了承してくれるなら支部道場を任せるけど。数年頑張ればバウルブルクに戻すし」

「ルイーゼ様、俺は頑張ります」

「ボクも助かるよ」

　幹部として道場を経営していけるよう、最初は地方の道場で経験を積ませるわけだ。

「それで、ルイーゼ様」

「まだなにかあるのかな？」

「この道場や魔闘流についてのことではないのですが、あそこの窓の外からこちらを窺うかがっている女性は、どのような方なのでしょうか？」

　それは俺もゼノス兄貴も気になっていたんだけど、凄い派手な格好とメイクをしたオバさん……じゃなくて、お姉さんと言わないと失礼かな？

　とにかくそんな人が食い入るようにバウマイスター伯爵様を窺っていた。

　あきらかに不審者だと思うのだけど、お館様たちが誰も気にしていないのが不思議だ。

「姉ちゃん……じゃなかった、総師範。あの女性は誰なんですか？」

「ヨハン、気にしない方がいいよ。すぐにいなくなるから」

「はあ……」

　害はないってことなのかな？

　あの人、どう見ても入門希望者には見えないし……。

「もしかして、護身術が習いたいとか？」

「そういうのじゃないんだよねぇ……ねえ、カチヤ？」

「はあ……早く決闘の日が来ないかなぁ……」

　新しくお館様の奥さんになったカチヤさんが、あの派手な女性を見て落ち込んでいるけど、もしかして知り合いとか？

　無事に事件は解決し、うちの道場で道場破りを雇うことになったんだけど、テルマは喜んで魔の森近くの支部練習場の師範として赴任していった。

　それはよしとして、俺もゼノス兄貴も、あの派手な女性が気になって仕方がなかった。
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「けっ！　俺たちのような荒くれを相手にする師範様が不幸だな！」

「そうよ！　練習台にして半殺しにしてやるぜ！」

「それが嫌なら、講習代をそっくりそのまま挨拶料として差し出すかだな！」

「テルマって、女が師範かよ！」




　支部練習場が設置されたばかりの魔の森付近の村で、俺は二人の荒くれ冒険者たちがよからぬことを相談しているのを聞いてしまった。

　これも修行の成果であったが、ルイーゼ様には通用しなかったな。

　彼らは魔の森で思った以上に稼げなかったので、新しくできた魔闘流支部練習場で師範を威嚇し、金銭でも脅し取ろうと計画したようだ。

　魔の森の魔物よりは、こんな僻へき地ちに派遣された魔闘流師範の方が弱いと思ったわけだな。

　しかも、名前からして師範は女である。

　これなら簡単に金を脅し取れると、二人は大喜びだ。

　もう笑い声が聞こえてくるが、ちょっと早計だと思うな。

「へへっ、頼もう！」

「師範はいるか！　コラぁ！」

　二人が勢いよく練習場のドアを開けると、俺は門下生たちへの指導を一いっ旦たんやめ、その場で彼らを睨にらみつけた。

　身長百九十八センチ、体重百二十五キロの俺の体を見て、彼らは息をのんだ。

　相手の体が大きいくらいで怯ひるむとは……。

　お話にならない連中だな。

「こらぁ！　俺様に勝てないで、ルイーゼ様に勝とうなんて千年早いわ！」

　最初は威勢がよかったくせに、俺の姿を見ただけでビビリやがって。

　この魔の森に来るような門下生たちは、ほぼ全員が冒険者志望であり、少しでも隙すきを見せれば、硬直している二人のように暴走するやもしれぬ。

　俺が暫く安定して指導できるよう、お前らには生いけ贄にえになってもらうか。

「うん？　短期講習か？」

「「いえ……」」

　二人はそのまま逃げようとしたが、恐怖で体が動かないようだ。

　それに、黙って逃がすほど俺は甘くないぞ。

「はあ？　魔の森の魔物を舐なめてんのか？　俺の訓練を受けておけ！　まさか、嫌だとか言わないよな？」

　俺は、わざと凄みを利かせながら二人を睨みつけた。

　こいつらも一応、道場破り。屈服させたのちに訓練してやれば、他の門下生たちもますます俺に一目置くことになる。

　将来は、ルイーゼ様の下で働きたいという野望もあるのでな。

「「いいえ！　滅相もない！」」

「お前たちは運がいいな！　俺がスペシャルコースで鍛えてやる！」

「はははっ……嬉しいな」

「得しちゃったな……」

「そうだろう？」

　二人は、俺が短期間で徹底的に性根を鍛えてやった。

　指導は厳しいが、ちょっと素性のよくない弟子でも上手く更生させる、面倒見がいい師範として俺は評価されていくのであった。




　ところで、あのバウルブルクの道場でお館様たちを窺っていた派手な女性は誰だったのだろうか？
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「テレーゼ、調子はどうなの？」

「この一ヵ月、ヴェンデリンによる手取り足取りの指導で大分魔法も上達した。一方的な敗北はあるまい」

　アマーリエ義ね姉えさんの問いに、テレーゼは答えた。

「テレーゼ様、俺もたまに教えたじゃないですか」

「勿もち論ろん、ブランタークの尽力も忘れておらぬぞ」

「ところで、どうして火魔法の習得に集中したのです？」

「向こうがブリザードなのでな。対極の火にしただけじゃ。同じ系統では勝ち目がないからの」

「そりゃあ、向こうはテレーゼ様の年齢以上の年月、魔法の修練をしてきたから」

「であろう？」

　この一ヵ月、俺はテレーゼの魔力量を少しでも増やすため、朝も夜も鍛錬（オヤジギャグ）につき合ってきた。

　今まで埋もれていたというか、今のところ俺にしか引き出せない魔法の素質であったが、テレーゼの才能はなかなかのもので、カタリーナに匹敵するか、もしかしたら上かもしれない。

　ただ、わずか一ヵ月ではやはり限界があった。

　それに、魔力を上げるためとはいえ、俺が毎日テレーゼの相手ばかりしていると、エリーゼたちの不満が溜たまってしまう。

　いくら時間がないとはいえ、あまり無理をしてテレーゼが体を壊すと困るので、こんなものかな。

　それでも他の魔法使いに比べれば、短時間でとてつもなく強くなっているはず。

「まあ、死なぬようほどほどにやるつもりじゃ」

「応援にいきますね」

「ボクも」

「私も」

「私もですわ」

「それはありがたいが、体調は大丈夫か？」

　テレーゼは、妊娠しているエリーゼたちを心配した。

　妊娠初期での決闘観戦は、体によくないのか、胎教的によくないのか、判断が難しい。

「それは、あたいがちゃんと守るから」

「私とカチヤがいるから大丈夫。あと、アマーリエさんもいる」

「万が一の時は飛んできた魔法を防ぐなんてできないけど、妊婦のお世話くらいはね。ヴェル君の子供だから、胎教に魔法勝負観戦も悪くないのかも」

　カチヤもヴィルマもアマーリエ義姉さんも、テレーゼの決闘についてくる気満々であった。

「そうか。多数の応援に感謝じゃな。あの大年増の応援は一人もいないであろうから、少々の同情がないわけでも……」

「小娘！　私はもうここにいるんだよ！」

　実は、今日が決闘当日であり、リサは早めに屋敷に顔を出していたのだが、テレーゼは彼女がいるのをわかって挑発していたのだ。

「畜生！　十代で結婚して妊娠だと！　すげえムカつく！」

「姉御、少し落ち着けよ……って、テレーゼよりもそっちかい」

「カチヤ！　あんたに言われたくないよ！」

「あたいにどうしろってのさ！　姉御は！」

　リサは、エリーゼたちが妊娠したと聞き、やり場のない怒りを覚えているようだ。

　なんとか穏便に済ませようとカチヤが止めに入るが、ここで新婚の彼女が止めに入っても意味がないどころか、よけい火に油を注ぐ結果となる。

　別に俺だって、リサを怒らせるためにエリーゼたちを妊娠させたわけじゃないのだけど。

「予告どおり、ぶちのめしてやる！」

　結婚できない鬱うっ憤ぷんを胸に、リサはテレーゼとの決闘を始める。

　本当は魔法使い同士なので避けるべきなのであろうが、そこは俺、カタリーナ、ブランタークさん、導師の四名が間に入ることになった。

　多少の怪我は仕方がないが、万が一の事態を防ぐためである。

「テレーゼ様、頑張ったからなぁ……」

「普通、こんな短期間でここまで強くならないのである」

　毎日魔法の鍛錬を欠かさず、俺との夜の生活も頑張って魔力量を増やし、今では上級の下くらいにまで魔力量が増えていた。

　魔法に関しても、ただ使えるだけの魔法も入れると恐ろしい進歩を遂げたと思う。

「ただなぁ……」

　それでも、今のカタリーナより少し少ない程度の魔力を持つリサに勝てるはずがない。

　その前に、経験の差で圧倒されるであろう。

　ブランタークさんほどの人が、それに気がつかないはずがないのだ。

「また短期間で魔力が増えているな……小娘をぶちのめして、その秘密を探ってやる！」

「ちっ、思い出しやがった」

「ヴェンデリン、そう都合のいい話はないぞ。妾わらわが勝って大人しくさせるのは……」

　テレーゼが口くち籠ごもってしまう。

　まあ、ほぼ百パーセント不可能であろう。

「先に撃たせてやる」

　リサも、自分がテレーゼに負けるとは思っていないようだ。

　お手並み拝見とばかりに、先に魔法を撃てとテレーゼを挑発する。

　一見油断しているようにも見えるが、リサほどの達人だと先に魔法を撃った対戦相手から、瞬時に多くの情報を収集してしまうので、先制した方が不利になる場合もあるのだ。

「それは好都合、唯一覚えた大技を見せてやろう」

　テレーゼが杖つえを構えると上空に巨大な火の玉ができ、それは徐々に大きくなっていく。

　直径二メートルほどになると今度は炎が青白く変化して、今度は温度も上がっていった。

　まずは大きさよりも、温度と火力に拘こだわった『ファイヤーボール』というわけだ。












「小娘、思ったよりもやるようだが、なんでそこまで魔力を込めるんだ？」

　この一撃にすべてを賭けるとばかりに、テレーゼは大半の魔力を上空の青い『ファイヤーボール』に込めている。

　火の玉の大きさも、遂ついには直径十メートルほどにまで成長した。

「小さな魔法をチマチマと撃っても勝てぬからの。食らうがいい！」

　テレーゼは、上空に完成させた巨大な火の玉をリサに向かって振り下ろす。

「ったく！　これだから素人は！」

　この火の玉を無効化するには相当な魔力量が必要なはずだが、リサは瞬時にブリザードの魔法を展開して、それを火の玉にぶつけていく。

　双方がぶつかる度に、大量の水蒸気が辺りに広がる。

　決闘の場は住宅街の建設予定地なので草しか生えていなかったが、それらはすべて水蒸気に当たって萎しおれてしまった。

　俺たちもそれぞれに『魔法障壁』を張って、水蒸気を防ぐ。

「旦那、すまねえ」

「いやあ、凄すごかったね」

　高威力の火魔法を懸命に覚えたテレーゼと、氷魔法の達人リサとのぶつかり合い。

　共に魔法の威力はとんでもなかったが、すでに勝負の決着はついていた。

「魔力切れで降参じゃ」

　火の玉魔法にほぼすべての魔力を注ぎ込んだテレーゼが、リサに両手をあげて降参したのだ。

　魔力切れで他に切り札もない以上、テレーゼの判断は正しいと言える。

「降参？」

「勝てぬ勝負を続けるつもりはないのでな。では、これにて失礼するぞ。相殺のつもりが、少し寒い。アマーリエにお茶でも淹いれてもらうかの。いや、ここはヴェンデリンに温めてもらうか？」

　呆あっ気けないほど簡単に降参したテレーゼは、そのまま屋敷に戻ろうした。

「おい！　待てよ！」

「なにか用か？　リサとやらよ」

「私が勝ったんだから、素直に魔力が増えた秘密を喋しゃべれよ！」

「妙なことを言うの、お主は」

　テレーゼは、『なぜそんなことをお前に教えねばならないのだ』という表情をする。

「私が勝ったじゃないか！」

「お主は勝負は挑んできたが、勝利した時の条件などなにも言っておらぬだろうが。お互いに、魔法の研けん鑽さんに励んだ。大変有意義な時間であったの」

「ぷぷっ！　確かにそうなのである！」

「確かに……くくっ！　リサはなにも条件を言っていなかったな」

　テレーゼからの指摘に、導師とブランタークさんは懸命に噴き出すのを堪こらえているようだ。

「私の一ヵ月はなんだったんだよ！」

　思えばこの一ヵ月、リサは少しでも俺の情報を探ろうと、王太子殿下の護衛にまでなった。

　その時にある人物から『オバさん』扱いされ、怒りに任せてそいつを氷漬けにして動けなくしてしまって王太子殿下から引かれ、そのあとも隙すきがあれば俺を探ろうと、この一ヵ月碌ろくに仕事もしないでつき纏まとってきた。

「そんなことは知らぬわ。そなたがこの一ヵ月なにをしようと、それはお主の都合ではないか」

　大変だったのはわかるが、そんなものはリサの都合ではないかとテレーゼが言い放つ。

「そんな暇があったら、魔の森で狩りでもしておればよかったのだ」

　今のリサがうちの厳重な警戒を潜くぐり抜け、俺の傍そばで秘密を探るなんてほぼ不可能。

　それなら、狩猟でもしていれば金になったのにと、テレーゼは容赦なくリサに駄目出しをした。

「確かにそうすれば稼げたが……負けたんだから魔力の秘密を教えろ！」

　リサがテレーゼにつっかかろうとしたが、導師とブランタークさんが止めに入る。

「リサ、テレーゼ様は帝国から預かった大切な客なんだ。なにかあったら、外交問題になるぞ」

「そうなったら、お主の責任は免れないのである！」

「ううっ……」

　リサはバカではないようで、ブランタークさんと導師からの忠告で身を引いてしまった。

「それならば、カチヤ！」

「えっ？　あたい？」

「元々お前の魔力が増えていたから気になった案件だ！　この一ヵ月でまた魔力が増えてやがるし！」

「バレてるよ！」

「私を舐なめるな！　お前に魔法を教えたのは私だぞ！　どうして魔力が増えている？　言え！」

「……」

　妊娠したエリーゼたちも合わせ、テレーゼだけ贔ひい屓きするわけにもいかず全員を平等に相手にした結果である。

　カチヤも中級の上まで魔力量を上げていたが、その秘密は、口にする恥ずかしさと合わせても言えないよなぁと思ってしまう。

「教えろ！」

「姉御にも言えないから」

「はあ？　言えないだと！　つまり、なにか凄い秘密があるんだな！」

「しまった！」

　少し口が滑ったカチヤにリサが詰め寄ろうとしたので、咄とっ嗟さに俺は二人の間に割って入った。

「カチヤはこの俺、バウマイスター伯爵の妻だぞ。さすがに、これ以上は無礼だろう」

「旦那……」

「大丈夫か？　カチヤ」

「うん」

　上う手まく割って入って庇かばえたようで、カチヤには被害はなかったようだ。

　よかった、よかった。

「くっ！　そうきたか！　しかし、私は納得しないからね！」

　魔力が増えた理由を探るまで、自分は俺の監視を続けるとリサは宣言した。

　せっかくエリーゼたちが妊娠したというのに、ちょっと胎教に悪いから、俺は最後の手段に出ることにした。

「ならば、俺が代わりに決闘をしよう。俺が勝てば大人しく弟子の結婚を祝って帰れ。俺が負けたら、秘密を教えてやろう」

「その条件受けた！　私もそれなりに経験を積んだ魔法使いだ。いくらバウマイスター伯爵でも、そう簡単に勝てると思わないことだね」

　紆う余よ曲きょく折せつかどうかは知らないが、結局俺はリサと決闘をする羽目になるのであった。




「伯爵様、勝てないとは思わないが、どうやって戦うんだ？」

「そこは臨機応変にですよ」

　俺とリサとの決闘は、公平を期すため彼女の疲労と魔力が回復した翌日に行われた。

　場所は、昨日リサとテレーゼが決闘をした住宅街開発予定地の草原だ。

　巨大な火魔法と氷魔法が衝突し、大量に発生した水蒸気で草が枯れ始めているが、どうせ開発の時に全部刈ってしまうので気にする必要はない。

　戦いを始める前に、立会人役のブランタークさんがどうやってリサに対抗するのかと、俺に聞いてきた。

「相手がブリザードだから、大火力でもぶつけますか？」

「それはやめた方がいいぞ」

「どうしてです？」

「見ている方が、水蒸気で視界が遮られてなぁ」

「そんな理由で？」

　効果がないとかではなく観戦の邪魔になるからと、ブランタークさんは言い放った。

「『魔法障壁』で防がないと水蒸気で火傷やけどするってのもあるから、結構大切なことだぞ」

「ブランターク殿の言うとおりであるな。某それがしは、視界不良で勝負が見えない方が嫌なのである！」

　導師にも釘くぎを刺されてしまい、他の手でリサに対抗することになる。

　こうなってしまうのは、俺の魔法教育のためというやつなのであろうか？

　随分と酷ひどいハンデだが、それでも俺は負けないと二人は思っているのかもしれない。

「私も魔法使いになって長い。年下に負けるとは思わないけどね」

「具体的に一回り下、年齢が約半分のガキには負けないとか言わないので？」

「バウマイスター伯爵、凍らせるよ！」

　やはり年齢の件は鬼門のようだが、嘘うそは言っていない。

　今の俺が十七歳でリサは二十九歳なのだから、一回り下で正解だ。

　ただ一つだけあてが外れたのは、挑発してリサを怒らせても隙を見み出いだせない点か。

　怒っても、頭の中は冷静なまま。

　さすがは、ブリザードのリサというべきか。

「では、勝負開始だな」

　ブランタークさんが宣言し、導師が合図の火の玉を上空に上げてから決闘開始だ。

　合図をしてから、二人は見学にきているエリーゼたちの近くまで下がった。

　俺たちの勝負の巻き添えを食らうと思ったのであろう。

「殺すと問題になるからね。凍らせて身動きを取れなくしてやるよ！」

　先制攻撃はリサの方であった。

　すぐに俺の周囲の温度が下がっていく。

　足元を見ると、枯れ始めた草や地面に霜が降り始め、俺のローブにも薄氷が付着し始める。

　このままでは、数秒と経たたずに氷で動けなくなってしまうはずだ。

「さすがだな、二つ名持ちは」

　俺はすぐに、火系統の魔法を利用して自分とその周囲の温度を上げてローブについた氷を溶かす。

　周囲が次第に温かくなり、肌寒さもすぐに消えた。

「（反撃だ）」

　今度は逆に、リサに対して似たような氷魔法で反撃をする。

　前に師匠が言っていた、相手と同じ魔法で攻撃して動揺を誘う戦法だ。

　徐々にリサとその周囲の温度が下がり、彼女の服や装飾品に霜や薄氷が付き始める。

「ブリザードの二つ名を持つ私に氷で攻撃とは、舐めた真似をしてくれるね！」

「勝負に勝てば問題ないだろうが。そういうことに舐めたもクソもないし」

「クソっ！　思ったよりも威力が……」

　テレーゼとの決闘とは違い、俺との決闘はビジュアル的には地味であった。

　見た目には、二人で対たい峙じしたまま動かない。お互いに温度を下げて凍らせようとしているだけだからだ。

　相手を氷で動けなくしようとしながら、自分に付いた氷を溶かして落としている。

　魔法が使えない人から見れば、とても地味に見えてしまうはず。

「魔法が使える人から見れば、かなりの高度な勝負をしているのですが……」

「魔法を習いたての妾からすると、大変地味に見えるの……」

「テレーゼさん、一見お互いにあまり変化はないですけど、この時点で双方はかなり大量の魔力を使っていますから」

「なるほどの」

　お互い相手を凍らせようと大量の魔力を使い、併せて自分が凍らないようにも魔力を使う。

　二つの相反する系統の魔法を行使しながらなので、非常に高度な魔法戦なのだと、カタリーナはギャラリーに説明をする。

「こういうのを千せん日にち手てという」

「そこまでは時間は延びないでしょう。魔力量に限界あるし」

「このままだと、ヴェル様の勝ち」

「ボクもそう思う」

　ヴィルマとルイーゼの予想は正しい。

　このままお互いに地味な魔法の応酬を続ければ、魔力量が少ないリサの方が先にガス欠になる。

　決着も地味だが、双方が大威力の魔法を放ち合うと事故が発生するかもしれないし、周囲への迷惑もある。

　俺はそういった配慮のために、こういう地味な決闘をする必要があるのだ。

「くそっ！」

　そしてこの展開に、リサの方が焦ってきた。

　ここで無理に大きな魔法を放ったところで無駄どころか魔力切れを早めるだけ、このままでもやはり魔力切れで負けるのがわかったからであろう。

「少しばかり大魔法を放てるガキかと思えば……」

　確かに魔法使いとしての経験はリサよりも少ないが、内乱に巻き込まれたり、師匠と戦って死にかけたりと苦労はしているのだ。

　その辺の部分も加味して勝負を受けてほしかった。

「お得意のブリザード魔法でもどうぞ」

「……」

　あとは、このままの状態を維持するだけだ。

　焦って攻撃魔法など放たなくても、待っているだけで俺の勝ちである。

　どう頑張っても、先に魔力が尽きるのはリサの方なのだから。

「この野郎……ガキのくせに逸はやって攻撃してこない……」

「内乱の経験が生きているからさ」

　それもあるが、実は中身がすでに三十代後半だからでもあった。

　俺はリサよりも老練……だよな？

「でも、これだけでは芸がないか……」

　相手は、実力も名声もある魔法使いだ。

　こういう勝ち方だと納得しないかもしれない。

　いや、人の秘密を探らないように圧倒的な実力差を……向こうの敵てき愾がい心しんを折る必要があるかもしれない。

　そうなると、彼女の得意技の氷の魔法。

　実はこれ、水系統と風系統の合成魔法なのだが、彼女が自然現象などを参考によく研究して己の武器にしているらしい。

　こちらを真似すると俺に勝ち目はないのだが、一つだけ彼女に勝てる要素が存在する。

「（それは、絶対零度の概念……）」

　温度を決める原子の振動が最低になり、その動きが止まった温度のことを差す。

　自分で言っていてわけがわからないが、高校生の頃に科学の先生が授業で説明していたような……あれ？　物理の先生だったかな？

　とにかくだ。リサの周囲だけに限定して、絶対零度にして囲む。

　間違えて彼女を凍らせないように慎重にだ。

　ブリザードのリサクラスの魔法使いを殺してしまうと、あとで王国からなにを言われるかわからないからだ。

　損失分を補ほ填てんするため、タダ働きしろとか言われたら堪たまらない。

「まだ魔力には余裕がある」

「化け物か、このガキは」

「色々とある柵しがらみや苦労の分だけ、俺は魔力を増やしていく」

　毎日の鍛錬と、様々な面倒事が俺の魔力を増やしていくのだ。

「あまり羨うらやましくないな……魔力が多いという点だけは羨ましいが」

　俺は、決闘相手であるリサにまで同情されてしまう。

　その間にも、俺の『絶対零度』魔法は徐々にリサの『暖房』魔法を押しやり、彼女の周囲十メートルほどが絶対零度の環境に変化する。

「くっ！」

「少しでも動くと死ぬぞ」

「なにっ！」

　試しに落ちていた木の枝を絶対零度エリアに放り投げると、それは液体窒素に漬けたバナナのように固まり、俺が魔法で小石を飛ばしてぶつけると凍った木の枝は瞬時に粉々に砕けた。

「氷魔法、相性がいいな」

　前世で、学校の成績が３（五段階で）だった理科の知識でも役に立つのだから。

　ついでに、もう一つ魔法を思いついた。

「（名付けて『液体窒素』魔法）」

　空気を圧縮して、それを液体窒素にする……いや分離ができないから『液体空気』か。

　俺が空中で作った『液体空気』が地面に落ち、それを被かぶった岩が凍りつく。

　それにも魔法で小石をぶつけると、枝と同じく粉々に砕けた。

「降参していただけるとありがたいのですが？」

「クソっ！　私はブリザードのリサなのに……」

　リサが両手を挙げたので彼女の周囲に張り巡らせていた絶対零度ゾーンを解除し、俺は決闘での勝ちを決めた。

　リサは実力があるので、駆け出しのように勝てない相手に無茶してこなくて助かった。

　だが、俺はここでとんだミスをしてしまう。

　お互いに頑張ったのでここは握手でもと、柄にもない考えでリサの元に向かったのだが、実は彼女、大きなダメージを受けていた。

　いくら体への直接の効果を除外されていたとはいえ、周囲を絶対零度の冷気に囲まれていたリサは自分の体を守るために魔法で体を温め続ける必要があった。

　その時、服や装備品などは後回しにしたのだろう。俺が絶対零度を解いてから急に装備品が温まったわけで……。

　急激な寒暖の差に晒さらされた服や装備品は、脆もろくも崩れ去ることとなる。

　ここで、大人げない態度を見せてもと俺と握手をしようとしたリサは、身につけていたものがすべてボロボロになって崩れ落ち、その裸体を俺たちに晒すこととなった。

「キャ───！」

　慌ててその場にしゃがみ込むリサ、そして想像もつかないほど女らしい悲鳴をあげるリサ。

　さらに俺は、彼女のとんでもない秘密を知ってしまう。

「下……生えていないんだね……」

「わぁ───ん！」

　俺に秘密を見られてしまったリサは、まるで子供のように大声で泣き出す。

　せっかくの決闘も、俺にかかればなにやら締まらない結末を迎えてしまうのであった。
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「今日は、色々と凄いものが見られたのである」

「導師、色々か？」

「左様。まずは、バウマイスター伯爵のブリザードを圧倒する冷気」

　それは、俺の微妙な科学知識のおかげだ。

　絶対零度に、液体空気の製造と。

　いくら極寒の地でもマイナス五十度くらいが限界なので、それを参考にしているリサが俺に勝てないのは当たり前だ。

「次に、まるで女のように悲鳴をあげるブリザードのリサか」

　運よく、リサの裸はギャラリーから距離が相当離れていたのと……。

『ブランタークさん、見ては駄目ですよ』

『伯父様、ご勘弁を』

『エル、見たいだろうけど駄目』

　すぐに、イーナとエリーゼとヴィルマによって目を塞ふさがれたので見えなかったようだ。

「（ということは、あの件は言わない方がいいな……）」

　あの件とは、リサに下の毛がないという事実だ。

「それにしても、あれから妙にしおらしいな……」

　状況が状況なので、リサはすぐに女性陣によって屋敷に連れていかれ、お風呂に入れられてから、こちらが用意した服を着て、熱いマテ茶を飲んでいた。

　今まで着ていたゴージャスなローブなどの衣装が崩れ去ってしまい、特徴的であったイケイケ顔を表現していたメイクも、お風呂上がりなのでスッピン状態になっている。

　年齢的に、彼女の素顔を見て大丈夫なのかと思ったが、実は彼女、化粧を取るとかなりの童顔だ。

　テレーゼよりも少し上くらいにしか見えない。

　そして、なぜか妙に大人しくしている。

　今までのようなエキセントリック感は一切感じられなかった。

　彼女はアマーリエ義姉さんが準備したお茶をチビチビと啜すすりながら、時おり、こちらの様子を申し訳なさそうに窺うかがっていた。

「俺、そんなに怖がらせすぎたか？」

「いや、あの程度で怖がる奴じゃないと思うけど……」

　俺よりはリサに詳しいはずのブランタークさんも、今の彼女の態度には首を傾かしげていた。

　一体どうしてしまったのかと。

「カチヤはどう思う？」

「いや、あたいもこんな姉御は初めてだな。皆目見当がつかない」

「さあ、クッキーが焼けましたよ」

　大人しいままのリサに、アマーリエ義姉さんが焼いたクッキーを持ってきた。

「今日は、チョコチップとドライフルーツ入りよ」

　共に、魔の森産の食材を用いて作ったクッキーで、最近王都のお菓子屋でも似た品が売られて流は行やっていた。

「美お味いしいです」

　リサは小さな声で一言だけそう言うと、まるで小リスのようにクッキーを食べていた。

「妙に可愛かわいくなったね」

「そうね、化粧で女は化けるというけど……」

　ルイーゼとイーナは、変わりに変わったリサを不思議そうな目で見ていた。

　メイクがバッチリの頃はドギツイ系の美人だったのに、今は可愛いらしい美人という感じであったからだ。

　なぜかまだビクビクしているが、年上なのに妙にみんなの保護欲を誘ってしまう。

「どういうことなのでしょうか？」

　さっぱりわけがわからなかったが、それを上手くアマーリエ義姉さんが聞き出してくれた。

　色々と甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれる彼女にだけ、リサが心を開いたのか？

　小さな声で耳打ちして事情を話している。

「なるほど……そうなのですか……わかりました」

　リサから事情を聞いたアマーリエ義姉さんは、俺たちにそれを説明し始める。

「リサさんは、ああいう格好をしないと人見知りするそうなのです」

　アマーリエ義姉さんの説明は続く。

　その昔、とある村に一人の女の子が生まれたが、その子は極度の人見知りであった。

　特に男性相手では、実の父親と後に生まれた弟以外とは碌に話せなかったそうだ。

　それにしても、アマーリエ義姉さん。

　上手く聞き出すものだな。

「せっかく魔法の才能があるとわかっても、人見知りは直らなかったようで……」

　リサは、このままだと冒険者になって社会に出ても碌に仕事にならないと悩んだ。

　さらに、結婚も不可能なのではないかと。

「そこで、派手なメイクと服装で強気な女性を演じていたそうです」

「随分と堂に入いった芝居だな」

　ブランタークさんが、今の今まで気がつかなかったのだ。

　確かに、凄い演技力というか、自己催眠能力だと思う。

「衣装がなくなり、メイクも落としたので通常に戻ったと？」

「そういうことのようね。そうよね？　リサさん」

　アマーリエ義姉さんが聞くと、リサは『うんうん』と首を縦に振る。

　その仕草は、かなり可愛かった。

「可愛いね」

「そうよな」

　ルイーゼの感想に、テレーゼも賛同する。

　特にテレーゼは、自分にはない可愛さだと思ったのかもしれない。

「もうすぐ三十歳とは思えないほど見た目が若いしの。あんなメイクはせぬ方がいいと思うぞ」

「……なるほど。テレーゼ、リサさんはメイクを取ると男の人と話せないそうよ」

「それで、メイクをすればあの性格か。難儀なものよの……」

　共に偏り過ぎて、どちらもいい結果を生んでいない。

　確かに、難儀といえば難儀である。

「……わかったわ、ヴェル君」

「はい、もしかしてやり過ぎたのかな？」

　続けてリサが、アマーリエ義姉さんになにかを耳打ちした。

　俺は、リサに決闘の件で文句を言われるのかと思った。

「そうじゃなくて、決闘の件は決闘だから仕方がないって。そうよね？」

　アマーリエ義姉さんの問いに、リサは再び首を可愛く振る。

　しかしこの人、なぜ派手な服装と化粧がないと碌に男性と話すらできないのであろうか？

　もの凄く不思議でならない。

「それよりも、決闘のあとで私の裸を見たから責任を取れって」

　続けてリサのささやきを聞いたアマーリエ義姉さんは、とんでもない爆弾を投下する。

「ああ。前にそんなことを言っていた人がいたなぁ……」

「そんなこともありましたわね……」

　俺に風呂場で裸を覗のぞかれた経験があるカタリーナが、思い出したように呟つぶやく。

　ブリザードのリサとの決闘に勝ったのはよかったが、俺は新たな難儀を背負い込むことになるのであった。




　自分の弟子であったカチヤと、今まで魔法使いだとは思われていなかったテレーゼの魔力が増強された原因を探ろうとした、気の強い女魔法使いリサ。

　彼女はその名に恥じぬ実力の持ち主であったが俺との決闘で敗れ、そのゴージャスな衣装とメイクが取れたら急に大人しくなってしまった。

　メイクが取れたあとは、魔力増強の件は聞かれなくなった。

　大人しくなったリサは極度の人見知りで、派手な衣装とメイクがないと碌に男性とも話せないという。

　結局リサは、今は屋敷に居候しつつ、それでも朝には真面目に魔法の特訓を行っている。

　その魔法の精度は、カタリーナが称賛するほどであった。

　最初の印象とは違って、魔法に関しては真面目に練習を行うようだ。

　ただ、一つ問題があった。

「俺は、十五年も前からの顔見知りじゃねえか！」

　急にオドオド系美女になってしまったリサは、ちょい悪オヤジであるブランタークさんが苦手なようだ。

　彼を見ると、誰かの陰に隠れてしまうようになった。

「お前、俺が魔法を教えていた時にはもっと偉そうだったじゃないか！」

　ブランタークさんが怒ると、リサは怯おびえてカタリーナの後ろに隠れてしまう。

　日々こんな調子なのだが、逆にそのせいで女性陣からの非難は一切消えた。

　元の高慢ちきなキャラよりも、よっぽどマシだからであろう。

「元の服装とメイクに戻せよ」

「……なるほど……リサさんは、この格好でも普通に男性と話せるようにしたいそうです」

　ブランタークさんからの要求に対し、リサはカタリーナに小声で伝えて代弁してもらうことで答える。

　どうやら、男性であるブランタークさんに直接は言えないようだ。

「それは可能なのか？」

「ブランタークさん、こういうことは時間が必要なのでは？」

「まあ、伯爵様が逗とう留りゅうを認めている以上は、俺が口を出す案件じゃないけどな……」

「……ヴェンデリンさんに感謝しているそうです」

「それはどうも……」

　皮肉なことに、屋敷にいる男性の中でリサに一番好かれているのが俺であった。

　まだ直接は話せずに女性陣の通訳が必要だが、顔を合わせても怖がられたり目を逸そらされたりはしていない。

　エルと導師は、最初から怖がられてしまって駄目であった。

「う───ん、難儀な人だな……」

　自分も避けられてしまっているので、エルはどうにも手が打てないといった態度だ。

「このままだと問題も多いような……」

「徐々に慣らすしかないんじゃないか？」

　エルの意見はありきたりなものであったが、一番手堅くもあった。

「慣らすために、少し出かけたらどうだ？」




　エルからの勧めにより、俺たちは王都に出かけることにした。

　普通に考えればデートなのだが、今のリサに俺と二人きりの状況など耐えられるはずもない。

　他にも色々と事情があって、王都行きは俺、リサ、カチヤ、テレーゼ、アマーリエ義姉さんというメンバーになった。

「これはもうデートじゃないな」

「私は通訳？　王都に行けるのは嬉うれしいけど」

　リサは、アマーリエ義姉さんの傍から離れなかった。

　この人と二人きりでデートするということが、俺が死ぬまでに実現するのであろうか？

　非常に興味深いところだ。

「まあ、貴族の子息や令嬢が二人きりでデートなどというのは滅多にないからの。下級貴族ならばいざ知らず」

　テレーゼにそう言われて、俺は思い出した。

　そういえばエリーゼと初めてデートした時も、セバスチャンのみならず、他にも何名か護衛がいたのを。

　護衛の方は俺たちの視線に入らないようにしていたが、間違いなくホーエンハイム枢機卿の差し金であっただろう。

「エリーゼたちは妊娠していて『瞬間移動』は危険、ヴィルマはエリーゼたちの世話で残ったから、比較的新しくヴェンデリンの妻になったか、そういう関係になった女ばかりじゃの」

　リサとだけは違うが、俺のことをよく知らない王都の住民たちは、『魔法使い様が女を複数引き連れてデートしているぜ』的な視線を俺たちに向けていた。

　テレーゼ、カチヤ、アマーリエ義姉さんは気にしておらず、リサはそれどころではないので大人しかったけど。

「どんな事情があるにせよ、今日はお休みなのじゃ。ヴェンデリン、妾をエスコートせい。カチヤとアマーリエもな」

「テレーゼは即断だな」

「フィリップ公爵時代の癖じゃ。いくらいいことを思いついても、決断して実行せねば意味がない」

「それはそうなんだけどよ。あたいは、即断してミスをしたからなぁ」

「今日は、ただの王都観光だから大丈夫よ」

　三人は楽しそうに話し、俺はお休みになっていないよなと思いながらも、三人とアマーリエ義姉さんの後ろに隠れるリサをエスコートというか先導して王都を案内した。

　とは言っても、女性が四人もいるので、メインはお店巡りと買い物であった。

「バウルブルクのお店も大分品数が増えたが、やはり一国の主都には負けるというものよ」

　商業街にある洋品店で、テレーゼは色々な服を……今回同行したカチヤに当ててみながら話を続ける。

「テレーゼ、あたいはいいよ」

「いいわけがあるか。私服の基準が、動きやすいというだけなのはどうかと思うぞ」

「私もそう思うわ。せっかくの機会だから購入しておきなさい」

「わかったよぉ……」

　カチヤは渋々と了承の返事をする。

　テレーゼの指摘どおり、カチヤはあまり服を持っていない。

　冒険者としての装備と、嫁ぐ時に実家が用意した貴族の妻として相応ふさわしい他よ所そ向きの服。

　これを除くと、地味な動きやすい服しか持っていなかった。

　実家であるオイレンベルク家の生活を、そのまま引き摺ずっているのだと思う。

「誰も困らないじゃないか」

「バカ者、お主はヴェンデリンの妻なのだから、プライベートでもそれなりの服を着て当然じゃ」

　テレーゼは、その身分に相応しい服を揃そろえろとカチヤに説教を始める。

　本人はよくても、カチヤの服装のせいで俺が非難されたり侮られることもあるのだからと。

「貴族の妻になった以上は、諦めてある程度は着飾ってもらうぞ」

「わかったよ……」

　カチヤは渋々といった感じで了承するが、口調とは違って綺き麗れいな顔をしているのでどんな服装もよく似合った。

「それとな、妾たちがある程度消費しないと下々に金が届かぬであろう？　浪費で家を傾けるのは論外じゃが、ある程度の消費は下々のためなのじゃ」

　やはり、こういう貴族的な常識ではテレーゼが圧倒的に理解が深い。

　生まれながらの貴族だからなのであろう。

「わかったけど、それでもあたいは姉御よりはマシだぞ。なにしろ姉御は、あの派手な服以外持っていないんだからさ」

　あの派手な服装でないと言動が保てなかったので、リサはプライベートでもずっとあの格好だったそうだ。

　実は今着ている服は、背格好が近いカタリーナから借りているものであった。

「だから、アマーリエと選んでおるではないか」

　確かに、二人で沢山の服を試着させながら選んでいた。

「ヴェル君、リサさんはどう？」

「よく似合っていますね」

　アマーリエ義姉さんのセンスもよかったようで、リサは以前のハデハデしい服装ではなく、落ち着いた綺麗なお姉さんに見える服装になっている。

　アマーリエ義姉さんは、コーディネートが上手なようだ。

「リサさん、似合っているって」

　アマーリエ義姉さんにそう言われると、リサは顔を俯うつむかせて少し恥ずかしそうだ。

　どうやらまだ、アマーリエ義姉さんの通訳がないと俺と話ができないらしい。

　通常の生活では主にアマーリエ義姉さん、魔法の修練などではカタリーナが通訳をしてくれるようになった。

「他にも、色々と見繕いましょう」

　アマーリエ義姉さんの意見に女性三人が従い、ここぞとばかりに服を見定め買い始める。

　こうなると、一番暇になるのは男である俺だ。

　俺も服には無頓着な方だが、それでも伯爵ともなれば着る服は勝手に準備されるようになった。

　ここは女性専門の洋品店で、俺はただ四人を見守り、試着した服が似合うか似合わないか言うのみである。

「似合うと思うよ」

「ヴェンデリン、もう少し女性を褒める語ご彙いを磨け」

　似合うか似合わないかしか言わなかったら、テレーゼからボキャブラリーに乏しいと注意されてしまった。

　だが、俺にそんな高度なことを求められても困ってしまう。

「ああ、君は薔ば薇らのように可か憐れんだね」

「寒気がするの……」

　せっかく勇気を振り絞って言ったのに、テレーゼの評価は酷いものだ。

「テレーゼが語彙が少ないって言うから！」

「言えばいいというものではないぞ」

「ううっ……今度、エーリッヒ兄さんにでも聞いてみようかな？」

「なかなかに洗練された兄君らしいの」

　俺の努力は無駄に終わったが、服の買い物は無事に終わったようだ。

　みんな自分で払うと言ったが、俺は有名人で周囲の目もある。

　俺が金貨を出して全額を支払った。

　応対している洋品店の店主が、誰でもわかるほど嬉しそうな顔をしている。

　俺たちは、よほど気前のいい客だったようだ。

「ありがとうございました」

　店を出ると、もう時間はお昼の少し前であった。

　さすがにお腹が減ってきた。

「じゃあ、そろそろ飯でも……」

「ヴェンデリン、まだ終わっておらぬぞ」

「「なんですとぉ───！」」

「カチヤまで……」

　最初の洋品店だけで二時間以上の時間を費やしたというのに、まだ買い物は終わっていないとテレーゼが言いだす。

　俺とカチヤは同時に声をあげてしまったが、俺はともかくカチヤは駄目だろう。

「ヴェル君、あとは下着とか、アクセサリーとか、靴とかも必要でしょう？」

　アマーリエ義姉さんは、テレーゼと同じ意見であった。

　まだ買い物は終わっていないと言う。

「旦那、あたいも飯が食いたいんだけど……」

「カチヤ、お主の分もあるのじゃから欠席は許さぬぞ」

「そんなぁ───！」

　俺とカチヤの願いは空むなしく、その後も俺たちは店を梯子はしごして四時間以上も買い物に時間を費やすのであった。




「もうこんな時間か……昼飯とオヤツを要求する！」

「あたいも！」

　テレーゼとアマーリエ義姉さんが長時間買い物につき合わせるので、時間はお昼を大分回ってしまった。

　もうオヤツの時間で、俺とカチヤはなにか食わせろと声をあげた。

「お主ら、気が合ってよかったの」

　貴族らしくない貴族家の生まれという共通項もあり、俺とカチヤは行動パターンや好みに似ているところが多かった。

　冒険者としての装備には手を抜かないが私服はどうでもいいとか、美味しい食事が好きとかの共通点があったのだ。

「リサさんも、なにか食べたいそうよ」

　静かに、リサも俺とカチヤの意見に賛同してくれた。

　これで過半数だ。

　なにか食べに行くという意見が優勢になった。

「別に、食べに行かぬとは言っておらぬではないか」

　テレーゼも、お腹が減っていたようだ。

　食事に行くという俺の意見に反対しなかった。

「さて、なにを食べに行こうか？」

「肉！」

「カチヤ、お主は年頃の女子とは思えぬの……」

　テレーゼは、天下の往来で誰に憚はばかることなく肉が食べたいというカチヤに呆あきれていた。

　俺は別におかしいとは思わないのだが……ああ、導師がいつもこんな感じだからか。

　でも、カチヤは導師ほど食べるわけでもないし、他人の目なんて気にしないで好きな物を食べた方がいいと思う。

「アマーリエ義姉さんとリサはなにが食べたい？」

　俺は男性なので、女性に譲って何か食べたい物がないか聞いてみる。

「そうね……私は夕食までそんなに時間もないから軽い物を。リサさんは、甘い物が食べたいそうよ」

　甘い物か……。

　普通の女性らしい反応だな。

「それじゃあ……」

　無難に、少し高級なレストランに行くことにした。

　そこならある程度メニューが充実していて、デザートの種類も多いからだ。

　俺は一応有名人だし、レストランはお昼時を過ぎて客も少なかったので、空いている奥の特別室に入れてもらった。

　ウェイターに注文すると、三十分ほどで頼んだ料理が次々と出てくる。

「美う味まそうなステーキだな」

「カチヤ、そんなに食べて大丈夫か？」

「テレーゼこそ、お腹が空すかないか？　最近、食べる量が増えたんだよな。その割には、少し痩せたし」

「それは、魔力が上がったからだな」

　魔法使いは、大量の魔力を消費する人ほどカロリーも消費するので大食になる。

　カチヤは魔力が上がった分、魔法を使って消費するカロリーが増えたというわけだ。

「いや、それは妾も知っておる。確かに、以前よりも食べる量は増えたの」

　テレーゼは、魚料理とサラダ、パンを頼んでいた。

　一般的な食事量であったが、魔法使いになる前のテレーゼは小食だったから、食べる量は確実に増えている。

「最近、服を着ると少し緩かったのじゃが、やはり妾は痩せたのじゃな」

「いいわねぇ……魔法使いって、そういうメリットもあるのね」

「太ったのか？　アマーリエ」

「気をつけて現状維持ってところね。バウマイスター伯爵家に来てから、食事がよくなって運動量も減ったもの」

　アマーリエ義姉さんが、痩せたカチヤとテレーゼを羨ましそうに見ていた。

　多くの女性にとってダイエットとは永遠の課題のようだが、昔の彼女であれば考える必要がなかった問題かもしれない。

　粗食と運動量でいえば、昔のバウマイスター騎士爵家は王国でもトップクラスの貴族領であったからだ。

「ということは、リサさんはこれを全部食べても大丈夫なのね……」

　リサは、パフェ、ケーキセット、クレープを頼み、紅茶を飲みながら美味しそうに食べている。

　さすがの俺でも、少し胸ヤケがしそうな量だ。

「姉御、甘い物なんて食べるんだな」

「えっ？　大好きだって聞いたわよ」

　アマーリエ義姉さんはリサの通訳みたいな役割を果たしているが、男性がいない場合でも彼女とあれこれ話をしていた。

　そのため、彼女のことを色々と聞いていたようだ。

「あれ？　でも、会う度にあたいを食事に連れていってくれた時には……」

　カチヤ曰いわく、リサと会って食事をする時は、ほぼ必ず酒場に直行、酒精分の高い蒸留酒と味の濃いツマミばかり飲み食いしていたと話す。

「それは、あの格好と言動を維持するために必要な演技ですって」

　アマーリエ義姉さんは、随分とリサに信頼されているようだ。

　カチヤの疑問に、本人の代わりに即答できるくらいなのだから。

「演技で、大ジョッキを二十杯以上も空けられるのかよ……」












「お酒はあまり好きじゃないけど、飲んでもあまり酔わないそうよ」

　酒があまり好きじゃない大酒飲みというのも凄いと思う。

　確かに、甘い物はとても美味しそうに食べているな。

「なんか、あたいの中の姉御像と全然違って、初めて出会った人みたいだな」

　ブランタークさんと同じく、リサと親しかったカチヤですら彼女の変化に戸惑いを感じているようだ。

「まあ、どっちでも姉御には変わりないか。ステーキおかわり！」

　カチヤは、あまり細かいことを気にしない。

　すぐに気分を切り替えて、ステーキのおかわりを頼んだ。

「よう食べるの」

「肉は美味しいじゃないか」

「美味しいのには賛同するが、妾ではそんなに食えぬわ」

　食事のあと、留守番をしているエリーゼたちへのお土産を選んでから屋敷に戻った。

　リサとはまだ直接話せないが、アマーリエ義姉さん、カチヤ、テレーゼとも出かけられたし、有意義な休日であったと俺は思うのであった。




「はあ？　大酒飲みなのも演技だったのかよ！」

　集団デートから数日後、所用で屋敷を訪ねてきたブランタークさんが、リサの話を聞いて目を丸くさせた。

　まさか、彼女が酒に酔わない体質なだけで、本当は酒があまり好きではないなどとは微み塵じんも思っていなかったのであろう。

「大酒飲みの方が、冒険者として舐められないと思ったそうです」

　また律りち儀ぎに、アマーリエ義姉さんが通訳をしてくれた。

「それは間違っていないけどな。男女問わず冒険者が甘い物を食べていると『女子供の食べ物を』とか、妙に煽あおってくるガラの悪い奴もいるし」

「そういうのに限って実力は低い。冒険者は自由にやればいい」

「こらまた、ヴィルマの嬢ちゃんの仰おっしゃるとおりで。本物の実力者はそんなことを気にしないが、半端な奴ほどワイルドなイメージが必要なのさ」

　人は見た目から。

　アルコール度数の高い酒を豪快に呷あおり、自分は実力のある冒険者だと見せようとする。

　新入りや後輩への威圧もあるのかな？

　田舎のヤンキーみたいなものだと思う。

「でもなぁ、女性冒険者がそういうことをすると、男性冒険者は引くけどな」

「不公平だよね」

「そうは言うがな、大酒飲みの女性冒険者なんて、結婚相手としては微妙じゃないか」

「男はいいの？」

「ただの飲んだくれのまま年を取って、体を壊して嫁さんに捨てられ、スラムで燻くすぶっているようなのもいるけどよ」

「ブランタークさんも気をつけないとね」

「へいへい、ルイーゼの嬢ちゃんの仰るとおりで……そういえば、昔に一度だけリサと食事に行ったけど、もの凄く飲んでたもんな」

　その昔……きっと十年以上前のはず……リサと、同じくブランタークさんから指導を受けた魔法使いたちと、一度だけ懇親会を兼ねた食事会をしたことがあるそうだ。

　その時にもリサは、一人で蒸留酒を大ジョッキで二十杯以上空け、ブランタークさんを呆れさせたらしい。

「それで、今は一滴も飲まずか……」

　今のリサは、酒を飲まずに間食や食後のデザートで出てくるお菓子を楽しみにしている。

　普段飲んでいる飲み物も、紅茶に変わった。

「ここでは見栄を張る必要はないそうですよ」

「なるほどね。女魔法使いが強こわ面もてのイメージを保つのは大変だな」

「ブランタークさんの場合、ただ好き勝手飲んでいればいいからね」

「別に俺は、他人の目を気にして酒なんて飲まないよ」

　俺はただ酒が好きなのだと、ブランタークさんはルイーゼに言う。

「まあ、いいことじゃねえか。好きでもないのに酒を飲むなんぞ、酒への冒ぼう涜とくだし」

　酒好きであるブランタークさんから言わせると、酒が好きではない奴は酒を飲むなということらしい。

「俺が飲む分が減るからな」

「そう言うと思いました」

　ただ、その理由は完全に自己中心的なもので、イーナが呆れていた。

「ブランタークさんのことだから、『俺の方が沢山飲める、勝負だ！』とか言うのかと思った」

「おいおい、伯爵様。俺は導師じゃないんだぜ」

　と言った直後に、ブランタークさんは大切なことを思い出したようだ。

　それは、今日は導師もバウマイスター伯爵領に来ているという事実だ。

　そして、噂をすればなんとやら。導師が勢いよく部屋に入ってきた。

「面白い、ブリザードのリサが某よりも酒飲みだというのであるか！」

「ブランタークさん……」

「口が滑った……」

　導師は、しょうもないことが原因でムキになることが多い。

　食事の量で常にヴィルマに勝負を仕掛け、勝手に負けて悔しがったりしている。

　今回も、リサが大量の酒が飲めるという事実が、彼の対抗心を刺激したのであろう。

「ブリザードのリサよ！　勝負なのである！」

　突然導師から勝負するようにと言われたリサは、相変わらず導師が苦手というか、導師のような男性は特に苦手なのであろう。

　すぐにアマーリエ義姉さんの陰に隠れてしまった。

「伯父様、お酒の勝負は危険です。おやめください」

　それを聞いた常識人であるエリーゼが、慌てて止めに入る。

　この世界でも、過度な飲酒で急性アルコール中毒になって命を落とす人がいる。

　治癒魔法使いとして医学の知識もあるエリーゼからすれば、酒飲み勝負など論外というわけだ。

「いや、これは某の矜きょう持じに関わる問題なのである！」

　飲酒の量がどんな矜持に関わるのか俺にはわからないが、導師にとっては大切なことのようだ。

　彼は、エリーゼからの諫かん言げんを一切聞き入れなかった。

「これは、実際に勝負しないと導師は引かないのでは？」

「ブランタークさんが変なことを言うから……」

「いやあ、すまんなって、俺はそんなに悪いか？」

　結局、仕方なしに導師とリサによる飲酒対決がスタートするのであった。




「リサ、本当にすまないけど」

　導師と酒飲み勝負をする事態になったリサに、なぜか俺が謝る羽目になった。

　酒が好きではない人に飲酒勝負をさせるのだから、ここは素直に謝るしかない。

　ブランタークさんだと謝ってもリサが隠れてしまうし、導師も同じで……勝負が終わるまで謝るはずもないか……エルも駄目となれば、もう俺しかいないというわけだ。

「構わないそうよ」

「えっ？　どうしてですか？」

　リサは特に怒るでもなく、導師の勝負を受け入れた。

　俺がなぜかと聞くと、通訳のアマーリエ義姉さんが説明をしてくれる。

「将来の旦那様のためだからだって」

「（うがっ！）」

　夫になる俺のお願いだから受けてくれるそうだ。

　導師のせいで、ますます俺の逃げ道がなくなったような気がする。

　もしかすると、導師はわざと勝負を挑んだのでは……まあそれはないか。

「無理しないでいいから」

「大丈夫、勝てるって」

　リサはえらく自信満々のようで、アマーリエ義姉さんを通じて導師には負けないと宣言した。

「ふっ！　その自信も今日までである！」

　自分から勝負を言いだすだけあって、導師はもの凄く酒に強い。

　ブランタークさんでも勝てず、大食いではヴィルマに負けてしまう導師の自慢のタネでもあった。

「ヴェル様、お酒臭い……」

　勝負のために度数が高い蒸留酒の瓶が大量に準備されたのだが、栓が空いた酒瓶からアルコールの匂いが周囲に漂う。

　鼻がよく匂いに敏感なヴィルマは、急ぎ自分の鼻を両手で塞いだ。

「ヴィルマは、お酒が苦手だものな」

「美味しくないから嫌い」

　ヴィルマは、お酒が苦手であった。

　乾杯時の食前酒でも、絶対に一口しか口をつけない。

「もの凄い数の酒瓶ね……テレーゼが準備したのよね？」

「我が故郷、フィリップ公爵領特産のアクアビットじゃ。イーナも飲むか？」

「妊娠したから、お酒はパスね」

「そうじゃったな、すまんすまん」

　アクアビットはジャガイモを材料にした蒸留酒で、大量にジャガイモが収穫されるフィリップ公爵領の特産品でもある。

　寒冷な気候ということもあり、そのアルコール度数は四十パーセントを超えている代物だ。

「これを沢山飲んだ方が勝ちなんだよね？　ボクも苦手な匂いだなぁ……」

　ルイーゼも、ヴィルマと同じくほとんど酒は飲めない。

　イーナは普通に飲めたはずだが、普段は飲まない。

　俺があまり飲まないので、他の妻たちも合わせるようになった。

「くれぐれも無理はしないでください。体調が悪くなったら、私に言ってくだされば『解毒』をかけますので」

　導師に押し切られてしまったエリーゼは、救護役に就任した。

　エリーゼも前に悪酔いして大騒ぎになったので、普段は絶対に酒を口にしない。

　彼女にとってのお酒とは、料理やお菓子の材料という認識だ。

「匂いが凄いですわね……」

「カタリーナは、酒は大丈夫か？」

「普通に飲めますわ。普段はあまり飲みませんけど。カチヤさんは？」

「あたいもそんな感じ。食事会とか、お祝い事とかじゃないと飲まないかな？」

　ギャラリーはいつものメンバーなので緊張感の欠片かけらもないが、勝負の準備は整った。

「薄めるのは自由だけど、あくまでも原酒の量で勝負だからな」

「ブランターク殿がなにを言うかと思えば、男ならそのまま飲むのである！」

「いや……酒を割るのに男も女も関係ないような……」

　こんなに濃い酒をそのまま飲む人は少なそうだが、導師の中では普通のことらしい。

　グラスすら準備せず、ラッパ飲みで勝負するようだ。

　もう一方のリサは、自分の魔法で氷を作ってグラスに入れた。

　ロックで勝負するらしい。

「テレーゼ様、余ったらこの酒下さいよ」

「ブランタークには魔法の修練で世話になっておるからの。余らなくても、あとで取り寄せて贈呈しよう」

「はははっ！　原酒の瓶で五十本ですよ。人間二人で飲める量じゃありませんって」

　急きゅう遽きょ審判役になったブランタークさんが、笑いながら勝負開始の合図をする。

「うむ、スッキリと飲みやすい、いい酒である！」

　勝負開始の合図と共に、導師は豪快にラッパ飲みでアクアビットの大瓶を飲み始める。

　これだけアルコール度数が高いと味もへったくれもないような気もするが、導師は美味しそうにもの凄い勢いで一本目を飲み干した。

　リサは、グラスに自分で作った氷を入れてからアクアビットを注いで静かに飲んでいる。

　飲む速度はそれほど早くはない。

　だが、常に一定のスピードで飲み干していく。

「いけるのである！」

「いけるのはいいけど、せっかくの酒が勿もっ体たいねえなぁ……」

　ブランタークさんが、導師の飲み方にケチをつける。

　彼は、ゆっくりと楽しみながら酒を飲む人だからだ。

　勝負開始から十分ほど、導師はすでに五本の瓶を空けた。

　二分に一本というハイペースで、もしこれがテレビ放送されていたら『一般の方は、絶対に真似しないでください』とテロップが出ているであろう。

　導師の顔は少し赤かったが、そんなに酔っているようには見えず、飲むペースも落ちていない。

「リサの方は……」

　リサも、相変わらず一定のペースで飲み続けていた。

　瓶からグラスに酒を注ぎ、ゆっくりと飲んでいく。

　氷が少なくなると、自分で作ってグラスに追加した。

　ブリザードの二つ名に相応しく、氷は常に自前のようだ。

　なにより凄いのは、リサは顔色一つ変えていないということだ。

　これまでに飲んだ量は導師には負けるが、丸々二本を空ける驚異的なペースだ。

「共に底無しじゃの」

「常人には真似できないわね」

　テレーゼとアマーリエ義姉さんは、二人の飲む量に呆れ顔だ。

　そして、勝負開始から一時間後……。

「まだいけるのである」

　威勢はいいが、やはりというかさすがに導師は飲む勢いが止まった。

　二分で一本を空けたのは最初の十分だけで、今の時点で二十本。

　顔にも赤みが増してきている。

「当たり前だよなぁ……」

　原酒の瓶を一人で二十本も空けたのだから、今の時点でも十分に化け物であろう。

　だが、導師は飲むのをやめようとしなかった。

　なぜなら……。

「リサさん、大丈夫？」

　アマーリエ義姉さんの問いに、リサは軽く頷うなずいて答えた。

　彼女は五分で一本というペースを乱さずに、これまでで十二本。

　導師とは違ってまったく顔色に変化がなく、正直酔っているように見えない。

　まだ導師が勝っているが、リサが変わらぬペースで飲み続けるので彼は危機感を抱いたようだ。

　だが、いくら導師でももうこれ以上飲めるはずがない。

　エリーゼが止めるまでもなく、手が動かない状態であった。

　そして二時間後……。

「ああ……酒がなくなってしまう！」

「ブランターク、あとで贈呈するから泣くな。お主は子供か」

「だって、全部なくなるなんて想定外じゃないですか！」

「妾だって想定外じゃ、五十本も準備したのじゃぞ」

　リサは、わずかに飲むペースを上げたようだ。

　今の時点で二十四本と半分、導師は奮戦したが次の一時間で二本しか飲めなかった。

　五十本もあった酒瓶がすべて空になりつつあり、ブランタークさんは酒が貰もらえないと嘆いてテレーゼから呆れられた。

「ぬぉ───！　このままでは！」

　リサが二十六本目を飲んだ時点で、導師の敗北が決定する。

　急ぎ二十三本目を気合で飲み始めた導師であったが、酒がもっと大量にあってもリサはこのまま同じペースで飲み干してしまいそうだ。

　元々、導師に勝ち目はなかったのだと全員が思った。

「まるで格が違うよね。ちょっとお酒が飲める、とかいうレベルを超えているもの」

　ルイーゼの発言が耳に入ったのか？

　導師が何とか気合を入れて二十三本目を飲み干したが、彼はここで限界を迎えたようだ。

　二十四本目に手が伸びず、顔もゆでダコのようだ。

　朝市とかで売っていたら、美味しそうだとつい手が伸びてしまいそうである。

　それを口にすると導師にぶん殴られそうなので、俺は絶対に言うまいと思ったが。

　そして、その間にリサが二十六本目を飲み干していた。

「勝負あったな。リサ、もういいよ」

　俺が声をかけると、彼女は二十七本目に手を出さずに、少し迷ってからブランタークさんにそっとアクアビットの酒瓶を差し出した。

「ありがとう、リサぁ───！」

　たった一本の酒瓶を貰っただけで、ブランタークさんがリサに泣いてお礼を言った。

「ブランタークさん……」

「残ってよかったぁ」

「本当に嬉しそうじゃの」

「だって、テレーゼ様が取り寄せると時間がかかるじゃないですか」

「そのくらい待て。子供でもあるまいし……」

「今、飲めるのが最高なんですよ！」

　この勝負でわかったことは、俺たちの想像以上にリサが酒に強く、そして俺たちの想像以上にブランタークさんが酒に関しては意地汚いという事実であった。




　勝負終了から三十分ほどして、導師は水を飲みながら酔いを醒さましていた。

「負けた以上は仕方がないのである！」

　顔色は、すでに少し赤い程度にまで回復している。

　間違いなく、導師の肝臓は大型竜並みに頑丈なのであろう。

　リサに関しては、理解不能なまでの酒の強さであった。

「勝負が終わったら、お腹が減ったな」

　昼食は食べたが、大分時間が経っていた。

　勝負観戦でエネルギーも使ったようで、軽くオヤツでも食べたい気分だ。

「あなたがそう仰ると思って、準備しておきました」

　エリーゼが、間食用に焼いたバナナパイを持ってきてくれる。

　魔の森特産のバナナを使用した、子供からお年寄りにまで人気の、バウマイスター伯爵領内で大流行しているお菓子である。

「美味しそうだな。導師はどのくらい食べますか？」

「いや、さすがにもう少しいいのである……」

　さすがの導師でも、あれだけの酒を飲んだあとでは甘い物には手が出ないようだ。

「あれだけ飲めば当然ですか。リサはバナナパイを食べるか？　取っておいてあとで食べるという手もあるけど……」

　念のためにリサに聞いてみると、意外な返答がきて俺たちを驚かせた。

「甘い物は好きだから、大きめに切ってほしいって」

　アマーリエ義姉さんの通訳であったが、どうやら彼女、甘い物は別腹らしい。

「負けたのである……」

　それを聞いた導師が、珍しくがっくりと肩を落とすのであった。





第八話　変わったお仕事







　今日は、バウルブルクで一番大きな書店において、期待の新作小説が販売される。

　実はこの小説、作家が王都在住なのだが、わざわざ王都の書店まで行かなくても済むのは、バウマイスター伯爵領が発展したおかげであろう。

　私、イーナ・ズザネ・ヒレンブラントは、お休みの日を調整し、朝早くに起きて書店の前に並んでいる。

『イーナちゃんは、本当に本が好きだよね……』

　ルイーゼは私を希け有うな人扱いするけど、読書が趣味の人なんて珍しくないのに大げさだと思う。

　彼女は活字を三分以上読むと眠くなるとか常に言っているけど、そんな物語の登場人物のような人が本当にいるのかしら？

　いくらなんでも三分は短いと思う。

「間に合ってよかった」

　予想どおり、まだ開店前なのに書店の入り口には多くの人たちが並んでいた。

　さすがは人気作ね。

　入荷する点数は多いと思うけど、もし売り切れてしまったら次の入荷日まで読めなくなってしまう。

　時間をかけても、ちゃんと並んだ方が後悔しない確率は高いわ。

「開店の時間です。新作の購入希望者は順番にお願いします」

　一時間ほど待つと開店の時間となった。

　書店員さんの誘導で、私たちは並んだ順番に本を買っていく。

「あれ？　思ったよりも入荷数が少ない？」

　もしかすると、私は購入できないかも。

　不安がよぎるのだが……。

「はい、今日の入荷分はお嬢さんまでですね」

　よかった。

　ちょうど私で最後の一冊のようで、無事にお金を払って新作を購入することができた。

「そんなぁ……よりにもよって、買えなかったとは……」

「入荷が少なすぎよ。やっぱり王都の書店が優先なの？」

「他の書店は……駄目元で回ってみるか……」

　私の後ろに並んでいた人たちは残念がっている。

　他の書店に駆け足で向かう人たちもいるけど、よほどの幸運がないと今からでは入手は不可能よね。

　でも、他の人に譲るなんてできないわ。

　だって、かなり前から休日を調整して書店の前に並んだのだから。

　バウマイスター伯爵の妻である私は、妊娠してもヴェルのお手伝いとかあって他の人たちが思うよりも忙しいのだ。

「早速帰って読みましょう」

「すみません」

　購入した本を抱えて屋敷に戻ろうとすると、突然後ろから声をかけられた。

「はい？」

　振り返ると、そこにはイケメンの好青年が立っていた。

　背は百八十五センチほど、貴公子然とした風貌に、さわやかな笑顔が眩まぶしい。

　ライトブラウンの髪はサラサラで手入れも完璧、よく見ると貴族のようだ。

　着ている服は一見地味だけど、素材や縫製が素晴らしい。

　変にキラキラした装飾を付けて着飾る下品な貴族ではない。

　こういうセンスのいい人は、ブライヒレーダー辺境伯様などに言わせると『本当の意味での貴族』なのだそうだ。

　でも、そんな人が私になんの用事かしら？

　もしかして、私をナンパ？

「お美しいお嬢さん。私は今あなたのお顔を拝見して、居ても立ってもいられなくなりました」

　ええっ！

　本当にナンパなの？

　でも、私にはヴェルがいるし……というか、人妻で妊娠している……まだお腹が目立たないからわからなくても仕方がないか。

　この人がいくらもの凄すごく格好良くても、ナンパなんて受け入れられるはずがない。

「あの……私にどのような用件でしょうか？」

　ナンパなら絶対に断ろう……というか、この人貴族なのにヴェルの領地でナンパ？

　他の貴族の領地でナンパなんて、実は常識がない変な人なのかしら？

　私は警戒のあまり、少し身構えてしまった。

「実はですね、折り入ってあなたにお願いがあるのです」

「お願いですか？」

　この人は貴族だから、もしかするとその身分を利用して、私に理不尽なことを要求するかもしれない。

　注意しないとだけど、ヴェルの名前を出せば変なことはしてこないはず。

　見た感じは、とても常識がありそうな好青年に見える。

　書店の前だから、ブライヒレーダー辺境伯様と同じく、この人も本が趣味なのかもしれない。

　もしかして、私が買った本を譲ってほしいとか？

「叶かなえられるかはわかりませんが」

　本は譲らないわよ。

　絶対に。

　だって、苦労して並んで買った新刊だもの。

「そうですよね。ですが、できれば受け入れていただきたい」

「どのようなお願いなのでしょうか？」

　私は、前に立つ好青年貴族の発言を待った。

　どんなお願いなのか、待っているだけでドキドキしてきたわ。

「実はですね、私を罵ののしっていただきたいのです」

「はい？」

　私は一瞬、この好青年貴族がなにを言っているのか理解できなかった。

「ですから、罵ってほしいのです。『いい年をしてナンパ？　そんな一人前の形なりをして恋人や奥さんくらい普通にいないの！　このキモい豚貴族が！』という感じにです」

「……」

「あなたのような方に、私は思いっきり罵られたいのです。是非お願いします」

「ええっ───！」

　見た目に反してとんでもないことを言う好青年貴族に対し、私は周囲の迷惑も気にせず町の往来で大声をあげてしまうのであった。




「ということがあったのよ……」

　そのおかしな貴族を振り切って屋敷に戻ると、すぐヴェルに彼のことを報告した。

　もし彼が他の女性にも同じように声をかけていた場合、もしかしたら警備隊案件になるかもしれないから。

　私に罵ってほしいと懇願する、イケメンの好青年貴族に出会ったと報告すると、ヴェルはなんとも言えない表情を浮かべた。

「変わったナンパだな……」

　ヴェルも他に言いようがないのだと思う。

　どう対処していいものなのか、私だってまったくわからないのだから。

「変な話だね。その人、もの凄い美男子だったんでしょう？」

　ルイーゼが興味深そうにその貴族の容姿を聞いてくる。

　確かに、なにも言わなければあれほどの美男子はなかなか存在しないわね。

　だけどあの発言内容では、どんな女性でも百年の恋も醒さめると思うけど。

「いきなり罵ってくださいじゃあ、他がすべて完璧でもナンパの成功は覚おぼ束つかないわよ」

「変な奴。せっかくいい顔に生まれたんだから、素直にナンパすればいいのに」

「エルさん、町ゆく見ず知らずの女性に声をかけるなんて、はしたないですよ」

　エルならそう言うと思ったけど、悲しいかな、もう彼にはナンパなんてできない。

　そういうことが嫌いそうなハルカが、常に傍そばにいるようになったから。

「その人、貴族なのか？」

「あの格好だから間違いないと思うわ。でも、どうしてバウルブルクにいたのかしら？」

　ヴェルに用事がある貴族だとしたら、町でナンパなんてしないで屋敷を訪ねてくるはず。

「実は、私と一緒に来たのですよ。ちょっとストレスが溜たまっているようだったので、まあ気分転換というやつです」

　まるで私の問いに答えるためといったタイミングで、ブライヒレーダー辺境伯様とブランタークさんが現れた。

　ヴェルが知らないってことは、その貴族と三人で魔導飛行船に乗ってここまで来たのかしら？

「ちょっと気分転換に空の旅というやつです。ガーランド男爵は、最近心身共に疲れ気味だったので……」

　三人と双方の護衛での空の旅だったそうだが、バウルブルク到着後、この屋敷で落ち合おうと一時別行動になった。

　その時に、私に話しかけたみたい。

　ガーランド男爵の年齢は二十三歳、去年父親の急死で急きゅう遽きょ男爵領を相続した在地貴族だそうだ。

　領地は、男爵領にしては豊かであるらしい。

「私と同じで腕っ節は駄目ですけど、若いのに統治手腕はなかなかの方ですね。私と似たようなタイプで、同じサロンの仲間でもありますので時折相談に乗っているのですよ」

　貴族の交友関係には、寄より親おや、寄より子こ、縁戚、在地貴族なら近隣の貴族にも仲のいい人がいる場合が多い。

　隣接しているがために、利権、領地争いで犬猿の仲の人もいるけど。

　そしてもう一つ。

　文官系、武官系という分け方もあるみたいだ。

　ブライヒレーダー辺境伯様は中央の職を世襲している法衣貴族じゃないけど、武芸は全然駄目で内政家として知られている。

　ブライヒレーダー辺境伯家自体が、代々あまり武芸の得意な当主が出ていないと父から聞いたことがある。

　だから、私やルイーゼの実家はそれなりに重要視されているのだけど。

　当代のブライヒレーダー辺境伯様も武芸が駄目で、その系統の趣味には興味がない。

　自然と読書や詩作などに慣れ親しみ、同じ趣味を持つガーランド男爵と仲良くなったわけだ。

　いわゆる、趣味友というやつね。

　こういう趣味友は、血縁、寄親、寄子、職務派閥などの壁を越えてのつき合いとなるので、時に侮れないコネとなることがある。

　貴族の趣味は、すべてが遊びというわけではないわけね。

「そのガーランド男爵様が文学を愛する貴族だというのはわかりましたけど、それと『罵ってください！』になんの関係が？」

「『罵ってください！』と、彼の文学的趣味とに接点はありませんね。どちらかというと、彼の被虐嗜し好こうの問題ですから」

「聞かなければよかったような……」

　あの一見好青年な貴族が、女性に罵られて喜ぶ人だったなんて。

　世の中には、知らない方が幸せなことってあるものね。

「イーナさん、まあ聞いてください。彼は若い頃から苦労しているのです」

　今も十分に若いけど。

「苦労ですか？」

「ええ、彼の亡くなられたお父君は昔から病弱でして……」

　ガーランド男爵領の統治実権は、成人前から若き跡取り息子に移っていたそうだ。

「彼には才能がありましたけど、十歳になったかならないかの頃から、領内の統治を実質一人で切り盛りしていたのです」

　私が十歳の頃は……それを考えるともの凄いプレッシャーね。

「私は文学作品の書評サロンにおいて、成人前から彼の相談に乗っていました。私も二十歳前に爵位と領地を継いで苦労しましたからね。似たような境遇の彼を放置できなかったのです」

　そんな事情があって、年は少し離れているけど、ブライヒレーダー辺境伯様とガーランド男爵は親友同士となったわけだ。

「十代の若者の肩に、二万人を超える領民と家臣たちの生活が圧おし掛かるのです。これは、プレッシャーですよ」

「二万人ですか……」

　確かに、そう言われると私なら逃げ出すかもしれない。

　貴族でない人は貴族を羨うらやましいと思うけど、そういう苦労もあるのね。

「彼の場合、自分で領地の開発に成功して財力と人口を増やしましたからね。領民たちから絶大な支持があるのですが、そういう声に応えるべく奮闘すると日々ストレスが溜まります。たまに貴族の中にも人を人とも思わない傲ごう慢まんな方がいるでしょう？」

　領民なんて家畜以下、そんな統治をして領民の逃ちょう散さんや反乱を招き、たまに改易される貴族がいるとは聞いたことがある。

「親の教育とか、本人の資質もあるのでしょうが、自分がいきなり数千、数万人のトップだと言われてみたと想像してみてください。中には、自分の立ち位置を見失っておかしくなる人もいますよ」

　ブライヒレーダー辺境伯様の愚痴にも聞こえるけど、つまりガーランド男爵にも同じストレスがあるというわけね。

「ヴェルも、もう何年かすると……」

　多くの領民たちの統治に翻ほん弄ろうされ、ストレスで疲弊する日々が来るのかもしれない。

「バウマイスター伯爵の場合は、魔法のせいで馬車馬のように働かされる将来が一生続くことの方が深刻でしょうけど」

　ローデリヒさん、ヴェルを容赦なく扱こき使うものね。

　その結果、領地が発展して領民の支持が増し、また彼らのために開発を行う。

　それでまた支持が増しと……たまに食べ物に拘こだわるくらいでストレス解消になるのなら、ガーランド男爵よりマシなのかしら。

「うわぁ……まったく否定できる要素がねぇ……」

「私がローデリヒさんでも、まったく同じことをしますしね」

　ヴェルがブライヒレーダー辺境伯様から残酷な事実を告げられ、顔を引き攣つらせた。

　別の意味で、ヴェルも大変ね。

「バウマイスター伯爵のことは置いておいて、今はガーランド男爵です。彼は自分が懸命に統治を行う過程で、多くの領民たちが自分になんの疑問も抱かずに従うのを恐れたのです」

　確かに身分は違っても、領民たちとて同じ人間のはず。

　なぜ彼らは、自分の命令になんの疑いもなく従うのか？

　文句の一つくらい……でも、それを彼らは口にできない。

　もしかしたら、とんでもない不満を抱えているかもしれない。

　色々と考えれば考えるほど恐ろしくなったが、それを家臣たちに話して不安がらせるわけにはいかない。

　ガーランド男爵領のトップである彼が自分の立ち位置を再確認し、おかしな方に向かわないためにたまに女性に罵られる。

　これが、彼なりのストレス発散方法なのだそうだ。

「王様が、道化師を傍に置くようなものですか？」

　以前私が読んだ物語に、そんな描写があったような……。

　最高権力者である王様が、自分の立ち位置を見失わないよう、道化師に自分を批判させる。

　これと同じようなものなのだろうか？

「同じようなものです。陛下の傍にも道化師はいますけどね。我々の前には絶対に姿を見せませんが……」

　王が道化師に批判される姿を家族や家臣に見せないわけか……もしかして、『忠言耳に逆らう』なので処刑される道化師がいるから？

「そんな間抜けは道化師になれませんよ。道化師とは、王国でも一、二を争うエリートですからね」

　王を批判する。

　それも理論的に正しく、しかも王を怒らせないように上う手まく。

　王を激高させて自分が処刑されてしまえば意味がないどころか、仕事を達成できていないという評価を受けてしまう。

　道化師は政治を含むありとあらゆる教養に長たけ、王を怒らせないように批判する。

　生半可な能力ではできないというわけね。

「貴族が道化師を傍に置くのは難しいので他の方法を模索するのですが、ガーランド男爵は女性に罵られるという手法なのでしょう」

「なぜ女性なのでしょうか？」

「簡単に言うと、自分が男性だからでしょう。私も男に怒鳴られても腹が立つだけですから。女性でもどちらかといえば若くて美しい方がねぇ？」

　『ねぇ？』と言われても、正直困ってしまう。

　人を罵るのが仕事なんて、生まれて初めての経験だからだ。

「私はヴェルの奥さんなので、ヴェルが許可を出せば」

　私は人妻なので……関係ないか……夫の許可もなく他の貴族を罵るなんて、あとでトラブルになるかもしれないからできないのだ。

「だそうですが、どうです？　バウマイスター伯爵」

「世の中には色々な人がいるからなぁ。もしかすると、俺もイーナから罵られてストレス発散をするようになるかもしれないし、試しにやってみたら？」

「えっ？　ヴェルもそういう趣味があるの？」

「ないけど、言ってみただけ」

　今まで静かに話を聞いていたヴェルは、呆あっ気けないほど簡単にブライヒレーダー辺境伯様からの要請を受け入れ、揚句に私が罵る言葉の草案を考え始めた。

「このスカした、好青年ぶっているけど罵られるのが大好きな変態男爵！　お前のような変態性癖を持つ貴族は……。エル、なにか相手の心に突き刺さる鋭い言葉を思いついたか？」

「いや、俺が考えると不敬になるからさ」

　ヴェルから罵り言葉のアイデアを尋ねられたエルは、心の底から嫌そうな顔をしている。

　もし自分が考えたのがバレて、ガーランド男爵に恨まれるのが嫌なのだと思う。

「俺の発案ということにするから、なにか考えてくれよ」

「この国って、変わった貴族様が多いよなぁ」

「帝国もそう変わらぬぞ」

　エルの発言に、帝国の貴族もそう変わらないと、テレーゼがすかさずツッコミを入れていた。

　それを知ってなにか得になるのかといえば、まずそんなことはないと思うけど。

「そのうち、ガーランド男爵も屋敷に来るだろうから早く考えておこう」

　なぜかノリ気なヴェルの発言に反応したわけではないと思うけど、ここでタイミングよく別行動をしていたガーランド男爵が現れた。

　やはり、先ほどの好青年だ。

「あなたはさきほどの……これは失礼いたしました。まさかバウマイスター伯爵殿の奥方とは」

「いえ、お気になさらずに」

　という挨拶を私と交わしていたガーランド男爵であったが、彼はすぐに別の人物へと視線を向けた。

　その表情は、まるで財宝でも見つけたかのようなものになっており、その視線の先にはリサがいた。

　なるほど、リサに目をつけるとは、ガーランド男爵は筋金入りの罵られたい人なのね。

　あの派手な格好をしていなくても、彼女の特性に気がつくなんて。

「あなた、とてもいいですね！」

「……」

　とはいっても、派手なメイクと乱暴な口調のリサは、あくまでも演技の延長線上でしかなかった。

　でも、そういう演技が上手なのを見抜くとは、さすがガーランド男爵というか……。

　今のリサはノーメイクで普通のドレス姿であり、さらにガーランド男爵の迫力に怯おびえてアマーリエさんの後ろに隠れてしまった。

「あなたにも是非お願いしたい！」

「（気持ちはわかるけど、リサが引き受けるかしら？）」

　自分を罵ってくれとリサに懸命に頼むガーランド男爵と、なにも言えずアマーリエさんの後ろで怯えているリサ。

　どうもガーランド男爵のせいで奇妙な状況になりつつあった。




「一つ聞きたいのですが、なぜ私なのでしょうか？」

「なぜって、私は町まち中なかであなたを見かけた時にビビっときましたよ。ああ、この人に冷たい視線を送られながら罵られたいと」




　ちゃんと質問に答えてくれたガーランド男爵であったが、回答が回答なのでどう反応していいのかわからない。

　彼を罵ることについては、ヴェルが『これからのおつき合いも考慮して』と了承してしまった。

　こういう時のヴェルは、もの凄く無難な対応をするのよね。

「いやあ、最初にイーナさんが罵って、次は本命のリサさんですか。最高ですね」

「ええ……」

　せっかく美男子で好青年なのに、私とリサに罵られることを恍こう惚こつの表情で楽しみにしているガーランド男爵。

　すべてが台無しであったが、人の嗜好はそれぞれ。

　どうせ忠告しても無意味だし、これを機にガーランド男爵家とバウマイスター伯爵家が懇意になれば、ヴェルの利益になる。

　彼の妻としては、協力するのも吝やぶさかではない。

　人はこうやって大人になっていくのであろう。

　リサも、前の派手な衣装とメイクを施すため、アマーリエさんと一緒に一いっ旦たん退室している。

　リサはヴェルの奥さんではないけど、今は居候の身。

　一宿一飯の恩……嫌な恩ね……。

　エリーゼたちは、自分が指名されずにすんでよかったと安あん堵どの表情を浮かべていた。

「聖女殿も怒るとなかなかだと思うのですが、普段は温和な方なので罵られた時のゾクゾク感が足りません。ルイーゼさんに至っては、可愛かわいい妹に怒られているようで、それではほのぼの感が出てしまうではありませんか」

　ガーランド男爵の奇妙な論評はともかく、自分が罵られるにおいて最高のシチュエーションを説明し始める。

　その表情はとても真剣で、彼のイケメンぶりを強調していたが、話している内容が内容なので残念感が著しい。

　その情熱を、もっと他のことに使えばいいのに……。

　でも、いい領主様なのよね……。

「では、お願いしますね」

　早速、罵りタイムが始まるようね。

　仕切っているのはヴェルだから、私は言われたとおりにするだけだけど。

「イーナ、ちゃんと覚えた？」

「ええ……」

「ボク、短時間で記憶するの苦手だから、やっぱりイーナちゃんが適任だよね」

　ルイーゼ、自分が指名されなかったからっていい気なものね……。

　先ほどヴェルが懸命に考えた罵りの言葉を私は完璧に暗記させられた。

　カンペを見ながらだと興きょう醒ざめするからだそうだ。

　ガーランド男爵自身はそんなことは言っていなかったけど、先ほどそれを知ったガーランド男爵は、『バウマイスター伯爵殿はよくわかっていらっしゃる』とヴェルを褒めていた。

　ヴェル、褒められて嬉うれしかったのかしら？

「では……」

「えっ！　どうして土下座を？」

「私は罵られるのですよ。偉そうにふんぞり返っていてはおかしいではないですか」

　真面目な表情で力説するガーランド男爵。間違っていないけど、ますます残念感が増してきた。

「始めます」

　私は、土下座をしたガーランド男爵に向けて、覚えた罵り言葉をぶつける。

「この！　いつもは領民に慕われる男爵様の風を装っているくせに、陰でコソコソと罵られたいなんて下げ種すでカスな願望を口にする○ニャチ○犬野郎！　お前のようなカス男は、みじめに土下座しながら、私のような小娘に罵られて喜んでいるのがお似合いなんだよ！」

　少し短い気もするけど、ヴェルに言わせると長ければいいというものでもないらしい。

　あと、罵り言葉だけではなくて冷たい視線や立ち方なども演技指導を受けている。

　他にも、罵り言葉にも禁句があって、それはブライヒレーダー辺境伯様が監修をしたそうだ。

　激しくどうでもいい事実だけど、本当に監修したのかしら？

「どうですか？　ガーランド男爵様」

　ふと気になって彼に視線を送ると、彼は顔を下に向けながら小刻みに震えていた。

「もしかして、駄目でしたか？」

　ひょっとすると、言ってはいけないワードを口にしてしまったとか？

　私が心配していると、彼が立ち上がって私の両手を握った。

「久々に、体の芯からゾクゾクしました。イーナさん、ありがとうございます！」

　ガーランド男爵からもの凄く嬉しそうにお礼を言われているけど、なぜか私は喜べなかった。

「いやあ、これが前座とは素晴らしい！　次はいよいよ本命のリサさんですね！」

　次はリサが、あの格好とメイクで罵る予定なのだけど、ガーランド男爵は心から楽しみにしている。

　私が前座扱いって、考えようによっては大変失礼な話なのだけど、別段腹も立たなかった。

　それよりも、本命扱いされているリサの方が大変そうだ。

　メイクと衣装が取れてしまい、ここ暫く人見知りで大人しい本性のまま過ごしていたから、急に以前の演技状態に戻れるかどうか。

　屋敷にお世話になっている恩を返すためという理由で引き受けたそうだけど、もし失敗したらちょっとリサが可哀かわい想そうかも……。

　などと考えたのだけど、これは余計な心配だったみたい。

　だって、着替えとメイクを終えたリサが、あの初めて出会った時と同じ勢いで部屋に入ってきたのだから。

「いるかぁ？　変態貴族野郎！」

「いますぅ───！」

　入室するや否や、ガーランド男爵は歓喜の表情で彼女の問いに答えた。

　変態貴族って呼ばれて嬉しいなんて……人の嗜好って様々なのね。

　あと、土下座をしているガーランド男爵の背中にリサが足を載せてヒールの先でグリグリしているけど、それはありなのかしら？

　ブライヒレーダー辺境伯様がなにも言わないから、ありなのね……。

「お前みたいな変態に統治されて、ガーランド男爵領の連中は不幸だな！　えっ？　お前はどう思っているんだよ？　この変態貴族」

「はいっ！　領民たちが可哀想で可哀想で、涙が出てしまいそうです！」

「お前が泣いても意味がねえだろうが！　反省しろよ！　この変態貴族が！」

「はいっ！　心から反省しますぅ───！」

　リサに罵られて、ガーランド男爵はとても嬉しそうだ。

　これなら私なんて、前座で俄にわか扱いでも仕方がないわね。

　全然悔しくないけど……。

　それから十分ほど、ガーランド男爵はリサから罵られ続けたけど、ずっと嬉しそうなままであった。




「本当にありがとうございました」

　私とリサに罵られてストレスが解消したのか、ガーランド男爵はいつもの好青年に戻って屋敷を颯さっ爽そうと後にしていく。

　ストレスがなくなったガーランド男爵は、まさしく貴族のなかの貴族であった。

「ガーランド男爵やリサさんほどではないにしても、人間とは二面性を持った生き物。それを寛容する心が大切なのではないでしょうか」

　ブライヒレーダー辺境伯様がいかにもな言葉で上手く締めていたが、かなり極端な例を二つも見せられてしまった私は、いまいち賛同することができなかったのであった。

　そして、それからしばらくして、罵りで大活躍したリサが予想外のトラブルに巻き込まれてしまった。




「実は、ガーランド男爵殿に聞きまして」

「心の芯からゾクっとする罵りがここで受けられると」

「私のことを『食い意地の張った豚野郎！』と罵ってください」

「私は『ウラ生なりのモヤシ野郎で』」

「……」




　どうやらガーランド男爵の同好の士がかなりの数存在したらしく、彼らが屋敷に押しかけ、リサに対しガーランド男爵と同じように罵ってほしいと懇願してきた。

　もうそんなことはしたくないリサは、怯えながらアマーリエさんの後ろに隠れてしまう。

「あくまでもブライヒレーダー辺境伯様のお願いということでお引き受けしましたが、これを通常の仕事にする予定はありません。そういう嗜好の方々を、極秘裏に罵るうら若き女性についてはツテがないわけでもないのですが……」

「「「「「是非、紹介してくれ！」」」」」

　このピンチを救ったのはローデリヒさんであった。

「拙者、用心棒も含め、水商売系のアルバイトも複数経験しておりまして……」

　浪人時代、女性に罵られ、いびられて喜ぶ男性のためのお店に勤務していたこともあるそうで、そこからのツテで女性を紹介してリサを助けたのだ。

「そんなお店あるのね……」

「人間色々ですな」

　と短くローデリヒさんは締めたが、貴族たちに罵ってくれと詰め寄られたリサはまだアマーリエさんの後ろに隠れたままであった。





巻末おまけ　メイドVSブリザード







「ドミニク姉さん、どうですか？」

「こんなものでしょう。派手すぎず、地味すぎず、エルヴィン様の印象に残るはず。初々しさを前面的に出しておくことも肝要ですので」




　今日は初めての、エルヴィン様とのデートの日。

　今は産休中のドミニク姉さんから、今日着ていく服装をチェックしてもらいました。

　別に必要ないと思うのですが、念のためだとドミニク姉さんが言うので。

　どうも私、まだドミニク姉さんから子供扱いされているような……。

「そんなに心配しなくても大丈夫ですよ。ちゃんとドミニク姉さんからオーケーが出る服を選んだじゃないですか」

「確かに……ですが、やはり念のためです。レーアはちょっと調子に乗るところがありますから。ここぞという時に、変な暴走をされると困るのです」

「え───、私、信用ないなぁ」

　私がこのバウマイスター伯爵様の屋敷で働き始めて結構経たつのに。

　これでも私、もう古株の部類ですよ。まだ未成年だけど。

「信用ですか？　ないとは言いませんが、念のためです。もし変な勘違いをして、露出が多く派手な服でエルヴィン様を誘惑でもされたら困ります」

「そんなことはしませんよ」

　そういうのは、もっとお互いをよく知り合ってから。

　勿論、初対面ではありませんが、私とエルヴィン様の接点はまだ少ないので、いきなりそんな格好をしたら痴女扱いされてしまうことくらい理解していますって。

「初デートの時は清せい楚そで初々しい服装の方がいいに決まっているじゃないですか。そのくらい、私にもわかりますよ」

「ならばいいのですが……」

　私、いまいち信用ありませんねぇ……。

　これでも、メイドの中では序列も高い方なのに。

「でも、そんな私を見て、逆にエルヴィン様が興奮してしまうかも。そうしたら『いけません！　式を挙げるまでは！』って抵抗しつつも、遂ついにはそういう関係になってしまって。私、エルヴィン様に愛されすぎてしまうかも。ハルカ様よりも……うげらっ！」

「そういう調子に乗るところが駄目なのです！」

　ドミニク姉さん、お腹が大きいのに全力で拳げん骨こつを落としすぎです。

　お腹の子に障るというか、お母さんの影響で、簡単に拳骨を落とす子供になってしまいますよ。

「痛いですぅ……十歳の頃に、お父さんがカジノで大金を摺すって、お母さんに死ぬほど怒られたことを……」

「それは忘れてあげなさい。あと、あまり他人に言わないように」

　家庭円満のためですか？

　そのせいで、つい最近までお父さんにお小遣いはなかったんですけどね。

「その件では、私の父も……」

「そうだったんですか！」

「一族の恥ですので、これ以上は言わないように。とにかく、今日はバウルブルクの町で軽くデートをしてくればいいのです。いいですか？　あくまでも今日は顔合わせ程度のデートですからね」

「わかりました。最近、町の西側にできた『待合宿』には行かないようにします」

「ふんっ！　当たり前です！」

「痛いですよぉ……冗談なのにぃ……」

　あ───あ、ドミニク姉さんももう少し冗談が通じればいいのに……。

「あなたの場合、冗談に聞こえないケースがあるのです」

「うげっ！　心の中の声を読まれている！」

「あなたの考えることなど、ある程度は簡単に理解できます。血縁で長いつき合いなのですから。とにかく、今日はエルヴィン様とほどほどに楽しんでくればいいのです」

「わかりました。行ってきます」

　こうして、ドミニク姉さんの服装チェックを受けた私は、エルヴィン様と初デートを楽しむべく、待ち合わせ場所へと向かうのでした。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「お待たせしました」

「いや、全然待ってないよ。今日はいつものメイド服姿と違って、初々しくていいじゃないか。メイド服姿も、あれはあれでいいけど」

「褒めていただけて光栄です。あはは、本当に待たせたらドミニク姉さんの拳骨が落ちてくるのです」

「ドミニクかぁ。エリーゼの幼おさな馴な染じみだけあって、真面目そうだからなぁ」

「そうなんですよ」

　デート感を出すため、バウルブルクの町の中心部でエルヴィン様と待ち合わせをしました。

　エルヴィン様は先に待っていて、到着するやすぐに私の服装を褒めてくれたり、ドミニク姉さんの性格を理解していたり、私たちってとてもお似合いの夫婦になれるかもしれません。

　いえ、きっとそのはずです。

「じゃあ、まずはどこに行こうか？」

「そうですね……あっ！」

「どうかしたのか？　レーア」

「エルヴィン様、アレ……」

　私、とんでもないものに気がついてしまいました。

　これから楽しいデートが始まるという時に、私たちを窺うかがう怪しげな人。

　なんというか、凄すごいケバケバしい格好をしていて、夜の蛾がというか、近づくと足蹴りされてしまいそうな。

　そんな派手派手しい格好の女性が、私たちを窺うようにしてついてきているのです。

「エルヴィン様、あれは？」

「げっ！　あの女、まだバウルブルクに留とどまっていたのか……というか、なぜ魔法も使えない俺とレーアを監視する？」

「エルヴィン様、あの派手な女の方はどういう人なのでしょうか？」

「そうか、リサとは屋敷の外で遭遇したから、レーアは知らなくて当然なんだよなぁ……あの人は、カチヤの先輩で女魔法使いの……」

　エルヴィン様は、あのケバケバしい女性のことを説明してくれました。

　カチヤ様の先輩で、優秀な魔法使いにして冒険者だとか。

　でも独身で、先にお館やかた様と結婚してしまったカチヤ様に含むものがあり、こうやってバウマイスター伯爵家の人間を探っている。

「……なにが目的なのでしょうか？　まさか、あの人は悪の魔法使いで！」

「いやあ、悪っていうほどではないかな？」

「だって、明らかに怪しい格好ですよ」

　あんな独特でケバケバしい格好。

　うちの屋敷に仕えていたら、絶対にドミニク姉さんが怒るに決まっている格好なのですから。

「バウマイスター伯爵家に仕えているわけでもないし、こちらを窺う以上のことはしてこないから大丈夫。早く出かけようぜ」

「それもそうですね。わかりました」

　あの女性がなにを探りたいのかは知りませんが、これから私とエルヴィン様の楽しいデートを邪魔するのであれば、私も受けて立ちましょう。

　さあ、これから楽しいデートの時間です。




「このお店はどうですか？」

「いいじゃないか」

「甘い物をメインで出すお店ですけど、大丈夫でしょうか？」

「大丈夫。俺もヴェルやエリーゼたちとのつき合いでよくこういう店に入るから」

　早速始まったデートですが、まずは最近オープンした新しい喫茶店に入りました。

　ここも魔の森産の果物を使ったデザートをメインに出すお店です。

　こういうお店は最近増えていますが、このお店は果物を挟んだフルーツサンドで人気が出始めているお店でした。

　エルヴィン様、こういうお店は苦手かと思ったら、意外にも甘い物は嫌いではないと言います。

「体を動かした時は、甘い物を食べると疲労が取れるからな。それに、実家にいた時には甘い物なんてそう食べられなかったし」

「そうだったのですか」

　エルヴィン様のことをもっとよく知り、早くお互いを理解し合わないと。

　なんてったって、私とエルヴィン様は夫婦になるのですから。

「冒険者の方って、お酒の方が好きだと思っていました」

「別に俺も、飲まないわけじゃないけどな。というか、ブランタークさんの印象が強いから、だろう？　それ」

　かもしれません。

　だって、ドミニク姉さんはブランターク様が屋敷に来るのを知ると、いつもお酒の在庫を確認させますから。

「おっさんの冒険者で酒好きは多いけどな。俺もそのうちそうなるのかも」

「え───、今のままでいいですよぉ」

　できれば、エルヴィン様にはこのままでいてほしいですね。

　男の方でお酒が好きな人は多いですけど、私にはなにがいいのかわかりませんし。

　なんて思っていたら、皿に載ったフルーツサンドがやってきました。

　これでもかというほどの生クリームとカットフルーツをパンで挟んだそれは、色鮮やかでとても美お味いしそうです。

「エルヴィン様、とても美味しそうですね」

「そうだな……あと、いるな……」

　本当ですね。

　まるで私たちを窺うように、あの悪の女魔法使いが！

　きっと、私たちのような仲がいいカップルに嫉妬して！

　自分は一人だからって！

「いや……悪の魔法使いとまでは言えないんじゃぁ……」

「でも、エルヴィン様。私たちのデートを邪魔する悪の魔法使いですよ」

　あの格好で、しかも一人でフルーツサンドを頬ほお張ばりながらこちらを窺っている悪の魔法使い。

　きっと悪なので、一緒にこういうお店に入ってくれる男性もいないのでしょう。

「あまり刺激すると危険かもしれないからな。気にしなければいいんだよ」

　エルヴィン様は優しいですね。

　ですが、あの悪の女魔法使いにその優しさが通用する保証もありません。

　そうだ！　ここは私とエルヴィン様がラブラブなところ見せつけて、これ以上つきまとうのは無意味だと悟らせる作戦を実行しましょう。

「エルヴィン様。はい、あ───んしてください」

「危険じゃないか？」

「エルヴィン様、私たちは魔法使いではありませんし、あの悪の女魔法使いにつきまとわれること自体がおかしいのです。ここは多少あざとい手ではありますが、早く追い払ってデートを楽しみましょう」

　という表向きの理由をつけつつ、早くエルヴィン様とラブラブになって愛される妻を目指すというわけです。

　ハルカ様には負けませんよ。

「それがいいのかな？」

「きっといいですよ。はい、あ───んしてください」












「あ───ん」

　いいですね。

　これぞ、誰が見てもラブラブな恋人同士、いつ結婚しても不思議ではない。

　というか、こんな姿を他の人たちにも見せているので、私たちの幸せな結婚をバウルブルクに住む人たちが保証してくれたようなものです。

　そして、悪の女魔法使いはそんな私たちを見てイライラしていますね。

　いくらなかなかお館様に近づけないからって、無意味に私たちを監視するからそういう目に遭うのです。

「次はどこに行こうか？」

「行きたいお店があるんです」

　私はエルヴィン様の手を引いて、人気のアクセサリーショップへと向かいます。

「へえ、いい店じゃないか」

「気軽に入れるので、屋敷のメイドたちにも人気ですよ」

　今日は初デートなので、いきなり高価なアクセサリーをねだるような真似はいけません。

　強欲で嫌な女だと思われますし、ドミニク姉さんにも叱しかられてしまいますし。

「エルヴィン様、似合いそうなものを選んでください。お休みの日に着けるものを購入しようと思うのです」

「わかった。今日はせっかくの初デートなんだから俺がプレゼントするよ」

「悪いですよ」

「そんなに高価なものじゃないから大丈夫だよ。これなんてどうかな？」

　私は、エルヴィン様が選んだネックレスを首にかけてもらい、二人で寄り添いながら鏡を見て似合うかどうか見てもらいました。

「どうですか？　エルヴィン様」

「悪くないけど、これはどうかな？」

　エルヴィン様が別の色の宝石がついたネックレスを持ってきて、また首にかけてもらい、鏡で一緒に似合うか確認してもらいます。

　こうやっていると、私たちは完全に恋人同士みたいなもの。

　エルヴィン様って、女の子にアクセサリーを選んであげた経験があるのでしょうか？

　意外と慣れていますね。

　あと、あの悪の女魔法使いですけど、私の狙いどおりです。

　イライラしながら、誤魔化すようにアクセサリーを選んで……あっ！　手にしていたネックレスを……引き千切った！

　怒りで我を忘れ、お店の商品を壊して弁償ですか。

　これでもう、私たちの尾行を諦めるはず……。

「悪の魔法使い、しつこいです！」

「いや……悪の魔法使いってほどじゃあ……」

　新しいお芝居が始まるので一緒に観に行こうと芝居小屋に入ったものの、悪の魔法使いはまたしても後ろの席に座って私たちを監視しています。

「俺が思うに、ヴェルやカチヤたちの尾行や監視は難しいから、関係者である俺たちを監視してなにか有利な情報を得ようとしているのでは？」

　もう、私たちを監視しても意味なんてないのに！

　ええい！

　こうなったら！

「エルヴィン様ぁ」

「おいおい」

　こうなったら、お芝居を観ながらエルヴィン様の肩に頭を載せて寄りかかり、後ろから監視している悪の魔法使いにもわかるほど親密な二人の様子を見せつける作戦です。

　この作戦のもう一つのメリット。それは、私がこんなにエルヴィン様とイチャイチャしても問題ないと思わせるレベルの接近を既成事実化する。

　初デートでここまでいければ完璧です。

「（あっ、効いてる、効いてる）」

　チラっと後ろを見ると、後ろの席に座っている悪の魔法使いの体がプルプルと震えています。

　きっと私たちのイチャイチャぶりを見て、悔しいけど自分には縁がないと思って絶望にうちひしがれているのでしょう。

　悪の魔法使いも、これでもう私たちのデートを邪魔しないはず。

「レーア、いいお芝居だったな。主人公の恋人への純粋な思いがよく演技されていて」

「……そうですね」

　しまった！

　後ろにいる悪の魔法使いに集中していたせいで、全然お芝居を観ていなかった！

　これはとんだ失敗です。

　さらに……。

「レーアは未成年だけど、乾杯くらいはいいか」

「はい。ちょっと口をつけるだけなので」

　お芝居を観たあとは、エルヴィン様が予約していたレストランでディナーです。

　このお店はとても値段が高いことで有名で、それだけ私が大切にされている証拠です。

「ええと、甘口のワインを」

「お客様、大変申し訳ありませんが……」

「品切れ？　そんなことあるのか？」

「それが、お連れ様に合う甘口のワインは、少し前に他のお客様がすべて注文されてしまいまして……今は辛口のワインしか残っておりませんで……」

　あの悪の魔法使い。

　ようやく姿を消したと思ったら、芝居の鑑賞を途中で抜けてこのレストランに入り、私が飲めそうな甘口のワインをすべて先に注文して飲んでしまうなんて！

　私たちの行動を先に読んで、なんという嫌がらせを！

　だから、結婚できないんですよ！

「レーア、ジュースにしようか？」

「一杯だけですから、辛口のワインでも大丈夫ですよ」

「本当に大丈夫か？」

「エルヴィン様、私は子供じゃないので」

「レーアがそう言うのなら」

　悪の魔法使い、あなたの思うとおりにはなりませんよ。

　私をお子様と侮り、甘口のワインをすべて注文するなどという悪行に、私とエルヴィン様の愛が負けるはずないのです。




「レーア、今日は楽しかったな」

「はい。また誘ってくださいね」

「勿もち論ろんだとも」

　こうして、私とエルヴィン様との初デートは、悪の魔法使いの妨害にも負けず、楽しい一日となったのでした。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「こんな感じの一日でした。ドミニク姉さん、私、上う手まくやりましたよ」

「はあ……まあ、エルヴィン様にも満足していただけたのならそれでいいのですが、なんというか……どっちもどっちといいますか……」

「えっ？　どっちもどっちって、誰と誰がです？」

「いえ、レーアがわからなければ、特に問題ないので気にしないでください」

　最近、カチヤ様とお館様の秘密を探ろうとバウルブルクの町に残って蠢しゅん動どうしていると思われる『ブリザードのリサ』。

　遂に、なんでもいいから情報を得ようとエルヴィン様とレーアのデートまで尾行してきましたか。

　ですが、レーアのある意味おバカでポジティブな阻止行動により失敗。

　無駄にワイン代を支払うことになったようですが、この程度の出費、彼女には負担にもならないはず。

　これからも注意が必要ですね。

　ですが、あの『悪の魔法使い』には、天敵かもしれないレーアをぶつけるのが一番かも。

　なにしろ、レーアがある意味大物であることは間違いないのですから。




「うぃっ！　ヒック！　ドミニク姉さんって双子でしたっけ？」

「そんなわけないでしょうが！　何年のつき合いですか！」




　初めて飲んだ辛口のワインが気に入って、初デートで完全な酔っ払い。

　ブリザードと甲乙……じゃなく丙丁つけがたいですね……。
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Ｙ．Ａ



神奈川県在住のもうすぐデビュー五年目になる新人作家？

このままデビュー十年目の新人作家？になれればいいなと思う今日このごろ。今年はハゼの生育が良好だといいな、と思いつつ原稿を書く日々です。

本作「八男って、それはないでしょう！」と二作目「銭（インチキ）の力で、戦国の世を駆け抜ける。」をよろしくお願いします。
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